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● ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
● ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
● お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。

表示について
ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号について

安全上のご注意

設置・据付をするとき

指定外の電源電圧で使用しない
表示された電源電圧を超えた電圧で使用しないでください。
火災・感電の原因となります。 禁　止

電源コードや配線を傷つけない
電源コードや配線を傷つけたり、配線する際に本機や壁などに線材を挟み込ま
ないようにしてください。
火災・感電の原因となります。

禁　止

水にぬらさない
本機に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注意ください。
火災・感電の原因となります。 禁　止

行為を禁止する記号 行為を強制する記号

分解禁止 禁　止 接触禁止 強　制 電源プラグ
を抜け

アース線を
接続せよ

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。警告

LAN端子に過電圧を加えない
LAN端子に過電圧が加わるおそれがあるネットワーク機器を接続しないでくだ
さい。
感電、火災の原因になります。

禁　止

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 禁　止

電源のアースを接続する
アース線を接続しないと、漏電のとき、感電の原因となります。 アース線を

接続せよ

注意を促す記号

指のケガに
注意
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誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。警告

万一、異常が起きたら
次の場合、電源を切り、電源プラグを抜いて販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
● 煙が出ている、変なにおいがするとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● 落としたり、ケースを破損したとき
● 電源コードが傷んだとき（心線の露出、断線など）

電源プラグ
を抜け

使用するとき

液体の入った容器や小さな金属物を上に置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

禁　止

内部に異物を入れない
本機の通風口などから内部に金属類や燃えやすいものなど、異物を差し込んだ
り、落とし込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。

禁　止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりすると、火災・
感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。

分解禁止

雷が鳴ったらさわらない
雷が鳴り出したら、本機にはさわらないでください。感電の原因となります。

接触禁止

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意

ぬれた手で電源プラグをさわらない
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となることがあります。 禁　止

電源コ－ドを引っ張らない
電源プラグを抜くときは、電源コ－ドを引っ張らないでください。
コ－ドが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。
必ずプラグを持って抜いてください。

禁　止

移動させるときは電源プラグを抜く
差し込んだまま移動させるとコードが傷つき、火災・感電の原因となることが
あります。

電源プラグ
を抜け

設置・据付をするとき
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通風口をふさがない
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。また、
通風口にほこりがたまらないよう定期的に掃除をしてください。 禁　止

湿気やほこりの多い場所などに置かない
湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や熱器具の近く、油煙や湯気
のあたるような場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

禁　止

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意
設置・据付をするとき

使用するとき

上に重いものを置かない
本機のバランスがくずれて倒れたり、落下したりして、けがの原因となること
があります。 禁　止

定期的に内部の掃除をする
内部の掃除については、販売店にご相談ください。
内部にほこりがたまったまま長い間掃除をしないと、火災の原因となることが
あります。

強　制

電源プラグやコンセント部の掃除をする
電源プラグを差してあるコンセント部にほこりがたまると、火災の原因となる
ことがあります。定期的にコンセント部の掃除をしてください。
また、電源プラグは根元まで差し込んでください。

強　制

お手入れの際、長期間使用しない場合の注意
お手入れのときや長期間本機をご使用にならないときは、安全のため電源を切
り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
守らないと、感電・火災の原因となることがあります。

電源プラグ
を抜け

ファンの開口部に指を入れない
ファンの開口部に指を入れないでください。
けがの原因となることがあります。

指のケガに
注意

ラックに取り付けるときの注意
次のことを必ずお守りください。
守らないと、火災・けがの原因となることがあります。
● ラックは安定したところに据え付け、アンカーボルトなどで転倒・移動防止
の処置を行うこと。

● ラックに取り付けるねじは、付属していません。別売の金具に付属するねじ
をご使用ください。

強　制

この機器は子どもがいる可能性がある場所での使用には適していません。
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設置上のご注意
● 本機を壁などに近づけて設置しないでください。内部の温度が上昇して、故障の原因となることがあります。
（本機の周囲は、100 mm以上のスペースを空けてください。）
● 本機の下に大量の熱を発生する機器を設置しないでください。内部の温度が上昇し、故障の原因となるこ
とがあります。

● エアコンの吹き出し口付近の設置などは、結露が発生しやすいので避けてください。結露が発生したとき
は十分に乾くまで電源を入れないでください。

● 本機には冷却用ファンが内蔵されていますのでモーター音がします。モーター音が共振しない場所に設置
してください。

● 冷却用ファンの排気口は絶対にふさがないでください。内部の温度が上昇して、故障の原因となることが
あります。

● 強力な磁界や強い電波のある場所には設置しないでください。映像が乱れたり、故障の原因となることが
あります。

● 本機は、電気用品安全法の解釈別表第 12の規定に基づくクラス A情報技術装置です。
 住宅環境で使用する場合は、電波障害を発生させるおそれがあります。その際は、本機の利用者は、適切
な手段を講ずることが必要とされる場合があります。

● 本機を強い衝撃が加わるところに設置しないでください。
 本機は精密機器です。強い衝撃を与えると、故障の原因になります。
 輸送するとき、付属のカートンに梱包し、本機に衝撃を与えないように注意してください。
● 本機を振動のあるところに設置しないでください。
 本機は精密機器です。振動のある場所で使用すると、故障の原因になります。 
● 本機を縦置きにしたり、傾けたりして設置しないでください。
 本機は水平位置で設置するよう設計されています。
● アース接続は、必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前に行ってください。また、アース接続を外す場合は、
必ず電源プラグをコンセントから切り離してから行ってください。

● 機器は電源コンセントの近くに設置し、電源プラグ（遮断装置）へ容易に手が届くようにしてください。
● 本機は電気通信事業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダーなど）の通信回線（公
衆無線 LANを含む）に直接接続できません。本機をインターネットに接続する場合は、必ずルーターなど
を経由し接続してください。

● 付属の電源コードは、本機専用部品です。本機以外の機器には使用しないでください。

● 温度が 0～ 40°C、湿度が 80%以下（ただし結露のないこと）の場所で使用してください。

● 本機の移動は電源を切った後、30秒以上経過してから行ってください。

● 寒いところから暖かいところへの移動などは、結露が発生しやすいので避けてください。結露が発生した
ときは十分に乾くまで電源を入れないでください。また、寒い屋外から暖かい室内に持ち込んだ場合は、
半日ほど放置してから使用してください。

● 通風口にほこりがたまる場合がありますので、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、定期的
に通風口の掃除をしてください。通風口の掃除は年 1回程度実施することをお勧めします。

● 本機を掃除するときには、必ず電源を切ってから、乾いた布で拭いてください。またひどい汚れは中性洗
剤をしみこませた布を使用してください。ベンジン、シンナー、アルコール類、化学ぞうきんなどは絶対
に使用しないでください。変形や故障の原因になります。

使用上のご注意
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本機または本機を使用したシステムで撮影された本人が判別できる映像情報は、「個人情報の保護に関する法
律」で定められた「個人情報」に該当します。＊
法律に従って、映像情報を適正にお取り扱いください。

＊  個人情報保護委員会の「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）」における「個人情報に該当
する事例」を参照してください。

 ●機器を譲渡・廃棄される場合
本機とともに使用する記憶媒体に記録された情報は「個人情報」に該当する場合があります。
廃棄、譲渡、修理などで本機または記憶媒体が第三者に渡る場合は、その取り扱いに十分注意し、お客様の
責任において廃棄、譲渡、修理を行ってください。

● お客様ご自身の責任のもと、ネットワークのセキュリティ対策を十分に行ってください。
● 不正アクセスなどネットワークのセキュリティ上の問題により発生した被害または損害については、当社
は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

● 本機への不正アクセスを防ぐために、機器の ID、およびパスワードは、初期設定から変更してお使いくだ
さい。

 設定方法など、詳細については本書を参照してください。
● パスワードの管理には十分ご注意ください。

個人情報について

セキュリティ対策のお願い

● ファン異常が発生した場合は、すぐに電源の供給を停止してください。ファン異常発生後、電源を入れた
ままにすると内部の温度が上昇し、機器が故障することがあります。

● ハードディスクについて
 ・万一、ハードディスクが故障した場合、記録したデータの復旧はできません。
 ・大切な記録の場合は、USBメモリーに保存してください。
 ・ 著作権を有する映像や録画（録音）物などから記録したものは、個人として楽しむほかは、著作権上権利
者に無断で使用できません。

● 消耗品について
 次の部品は消耗品です。寿命時間を目安にして交換してください。ただし、この時間はあくまでも目安で
あり、部品の寿命時間を保証するものではありません。

 ・ハードディスク ：約 3年（使用環境温度 25°C）
 ・冷却用ファン ：約 3年（使用環境温度 25°C）

● カメラを電源同期で使用しないでください。カメラを電源同期で使用すると、画面が揺れることがあります。
また、電源周波数に大きな変動があると、ビデオロスになることがあります。

● 無停電電源装置（UPS）は、電源出力の波形が正弦波の機器を使用してください。矩形波の機器と接続し
た場合、本機または無停電電源装置（UPS）が故障することがあります。

● 本機のファームウェアは、リリース時点での環境において動作検証を行っております。リリース後に当社
の責によらず生じた問題についての責任はご容赦ください。

● 本機の故障に起因する付随的・派生的損害についての補償はお受けできません。
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ハードディスクドライブ（HDD）を内蔵したデジタルレコーダーです。
NTSCカメラと AHDカメラを接続でき、AHDカメラと組み合わせることで、高画質な映像監視および録画
が可能です。映像入力 8系統、音声入力 8系統を装備し、最大総録画レート 240 ipsで録画することができ
ます。内蔵している 2台のハードディスクに、同時に同じデータを録画するミラーリングが可能です。
USBマウスによる操作やコンビネーションカメラの操作、ネットワーク経由による遠隔監視もできます。
別売のラックマウント金具を使用すれば、EIA規格に適合するラックに取り付けることができます。（2サイズ）

概　要

特　長
● 2つの画像圧縮方式を採用
画像圧縮方式は H.264（MPEG-4 AVC）と H.265（HEVC）を採用し、長時間の記録が可能です。

● 2つの映像方式に対応
NTSC信号方式のカメラ（NTSCカメラ）と AHD信号方式のカメラ（AHDカメラ＊ 1）を接続することがで
きます。2つの方式を自動で判別するため、混在して使用することも可能です。
＊ 1 AHD2.0信号、AHD3.0信号の AHDカメラに対応

● AHDコンビネーションカメラの同軸多重制御に対応
AHD信号方式のコンビネーションカメラを同軸ケーブルで接続するだけで制御可能です。RS-485制御線を
接続することで、RS-485制御も可能です。

● カメラの簡易操作
コンビネーションカメラの簡易操作、メニュー設定ができます。また、AHDカメラのメニュー設定ができま
す。

● 8系統の録音を実現
8系統の独立した録音が可能で、各カメラの映像と音声を記録することができます。

● 高画質のライブ映像表示
AHDカメラ（AHD2.0信号）と組み合わせると、フル HD（1920× 1080）のライブ映像を表示すること
ができます。また、AHDカメラ（AHD3.0信号）と組み合わせると、フル HDよりさらに高画質（2560×
1440）のライブ映像を表示することができます。

● さまざまな解像度に対応
録画やネットワーク配信の画像サイズを 4M（2560× 1440）＊ 2、Full HD（1920× 1080）＊ 3、HD（1280×
720）＊ 3、WD1（944× 480）、D1（704× 480）、WQVGA（480× 272）から選択することができます。
＊ 2 4M（2560× 1440）は、AHDカメラ（AHD3.0信号）との組み合わせ
＊ 3 Full HD（1920× 1080）、HD（1280× 720）は、AHDカメラ（AHD2.0信号、AHD3.0信号）との組み合わせ

● ミラーリング機能に対応
2台のハードディスクに同時に同じ映像と音声を録画することができます。
一方のハードディスクが破損した場合でも、もう一方のハードディスクで録画や再生ができます。
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● カメラごとの高レート録画
30 ips（image per second）のフルフレーム録画が可能です。

● 録画データのイベント検索
センサー入力や映像に動きを検知した時刻を検索でき、その時刻から再生できます。

● バックアップ機能
USBメモリーへ録画データをバックアップすることができます。

● マウスによる操作
市販の USBマウスを接続し、設定や操作などを簡単に行うことができます。

● ネットワーク経由の操作
ネットワークを経由して、付属のネットワークソフトウェア DRNET（以下「DRNET」）で遠隔監視、検索、
再生、バックアップ、本機の設定ができます。
Webブラウザーまたはスマートフォンアプリケーション DRNET Mobile＊ 4（以下「DRNET Mobile」）で
操作することもできます。
＊ 4 スマートフォンアプリケーション DRNET Mobileは、App StoreまたはGoogle Playストアから入手できます。

● 多彩なモニター出力
モニター出力は HDMI®出力とアナログ RGB出力を装備しています。また、スポット出力も装備しています。
HDMI出力の解像度は、4K（3840× 2160  30p）に対応しています。

● セキュリティ機能
ユーザーのログイン・ログアウトの機能があります。ユーザーごとに操作権限を細かく制限できます。

● メール送信機能
イベントが発生したときや機器異常が発生したときに、あらかじめ設定したメールアドレスにメールを送信
することができます。

● 多彩なコントロール出力機能
イベントの発生時や指定時刻にコントロール出力を出力することができます。

● 調時機能
ネットワーク上の NTPサーバーや接点端子を利用して、自動的に時刻を調整することができます。
また、本機を NTPサーバーとして動作させることもできます。

● 無停電電源装置（UPS）との連動
UPSと組み合わせることで停電前後の録画データの消失を防止できます。

● Wi-Fi子機対応
Wi-Fi子機を接続することで、Wi-Fi のアクセスポイントと接続できます。



1-4

第 1章　はじめに

各部の名称とはたらき
［前面］

① 電源キー 
スタンバイモードのときに押すと本機は起動します
（  P. 3-4「スタンバイモードから起動する」）。
本機の動作中に押すと、スタンバイモードになりま
す（  P. 3-5「電源キー で本機を終了する」）。

② USB2.0端子
市販の USBマウス、USBメモリー、または
Wi-Fi子機を接続します。（  P. 2-13「USB2.0
端子、USB3.0端子の接続」）

③ USB3.0端子
市販の USBマウス、USBメモリー、または
Wi-Fi子機を接続します。（  P. 2-13「USB2.0
端子、USB3.0端子の接続」）

④ ネットワーク表示灯（緑）
Wi-Fi子機を接続しているとき、Wi-Fiアクセス
中は点灯します。
有線 LANで接続しているとき、有線 LANアクセ
ス中は点滅します。

⑤ アラーム表示灯（赤）
アラームが発生したときは点灯します。

⑥ 異常表示灯（赤）
ハードディスク異常やファン異常が発生したとき
は点灯します。

⑦ 録画表示灯（赤）
録画中に点灯します。

⑧ 電源表示灯（緑）
本機の電源を入れると「システム起動中 ...」のメッ
セージが表示されている間は 1秒ごとに点滅しま
す。システム起動後は点灯します。
スタンバイモード中は 5秒間隔で点灯します。
電源が切れているときは消灯します。

⑨ 緊急録画キー
緊急録画を開始します。（  P. 5-17「緊急録画」）

⑩ スポットキー
スポット表示選択メニューを表示します。スポッ
ト設定でスポット出力映像を「メイン＋ライブ」
に設定しているときは、キーを 3秒以上押すと、
スポット出力映像が HDMI出力やアナログ RGB
出力と同じ映像（メイン）に変更されます。
（  P. 5-14「スポット出力の表示を切り換える」）

⑪ バックアップキー
バックアップ設定画面を表示します（  P. 5-36
「バックアップ（コピー）する」）。
1倍速での再生中に押すと、簡易バックアップ設
定画面を表示します（  P. 5-42「再生中にバッ
クアップする（簡易バックアップ）」）。

⑫ カメラ選択キー
ライブ画面または再生画面で選択したカメラ選択
キー（1～ 8）と同じチャンネルを 1画面で表示
します。コンビネーションカメラ制御画面のとき
は、フォーカスとズームのマニュアル操作ができ
ます（  P. 6-3「コンビネーションカメラを操
作する」）。
また、設定メニュー画面のときは、キーを押すと
直接数値（0～ 9）を入力できます（  P. 4-8「数
値を直接入力する」）。
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⑬ 次グループキー
1画面表示中はカメラチャンネルが次のチャンネ
ルに切り換わります。分割画面表示中は同じ分割
画面の次の画面（グループ）に切り換わります。

⑭ 多画面キー
画面表示が切り換わります。押すごとに画面表示
が段階的に変化します。

4分割 6分割 9分割1画面4段階：

キーを 3秒以上押すと、HDMI出力とアナログ
RGB出力に出力する映像の解像度が変更されま
す。通常は、設定メニューで解像度を設定してく
ださい。（  P. 4-52「モニター出力の解像度を
決める」）

⑮ カメラ制御キー
ライブ画面のとき、制御するコンビネーションカ
メラまたは AHDカメラが 1画面で表示している
ときは、カメラ制御画面が表示されます。
分割画面で表示しているときは、制御するカメラ
の選択画面が表示されます。（  P. 6-2「コン
ビネーションカメラの操作」、  P. 6-8「AHD
カメラの操作」）

⑯ 再生キー
ライブ画面のときは、本機のハードディスクに録
画された最新の再生画面に切り換わります。再生
画面のときは、ライブ画面に戻ります。

⑰ メニュー／戻るキー
表示画面により以下のように動作が異なります。
また、キーを 3秒以上押すとログアウトします。
（  P. 3-9「ログアウト」）
［ライブ画面］
ライブ操作メニューを表示します。

［再生画面］
再生操作メニューを表示します。

［操作メニュー画面］
操作メニュー画面の階層を戻る、または、終了
します。

［設定メニュー画面］
設定メニュー画面の階層を戻ります。

⑱ 上下左右キー（再生操作キー）
表示画面により以下のように動作が異なります。
［ライブ画面］
使用しません。

［再生画面］
再生操作（再生／逆再生／コマ送り／コマ戻し／
イベント飛ばし）を行います。（  P. 5-24「再生
操作を行う」）

［操作メニュー画面］
選択している項目（オレンジ色）を移動させます。

［設定メニュー画面］
選択している項目（オレンジ色）を移動する、
選択している数値を増減させます。

⑲ 決定キー（一時停止キー）
表示画面により以下のように動作が異なります。
［ライブ画面］
使用しません。

［再生画面］
再生または逆再生を一時停止します。

［操作メニュー画面］
選択している項目（オレンジ色）を決定します。

［設定メニュー画面］
選択している項目（オレンジ色）を決定します。

⑳ メンテナンス用ゴムカバー
メンテナンス用です。
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［後面］

� 主電源スイッチ
本機の電源スイッチです。

� 電源インレット
付属の電源コードを接続します。

� 冷却用ファン排気口
冷却用ファンの排気口です。

� 電源ケーブル用クランプ
電源ケーブルを固定します。（ P. 2-14「電源
ケーブル用クランプの使いかた」）

� 映像入力端子（BNC）
カメラの映像出力と接続します。
BNCコネクターを接続すると自動的に 75 Ω終端
されます。

� 映像出力端子（BNC）
映像入力端子と同じ映像が出力されます。
本機の主電源スイッチが「切」のときやスタンバ
イ状態のときにも映像を出力します。
ご注意
BNCコネクターを接続すると映像入力端子が自
動的にハイインピーダンスになります。
映像出力端子と接続する機器側で必ず 75 Ω終端
してください。

� スポット出力端子（BNC）（モニター出力）
HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を出
力したり、ライブ映像専用の出力として 1画面表
示、4／ 9分割画面表示、シーケンス表示します。
（  P. 5-13「スポット出力」）

� リモート端子
使用しません。

� 音声入力端子（RCAピンジャック）
各チャンネルの音声を入力できます。

� 音声出力端子（RCAピンジャック）
モニターの音声入力端子などに接続します。
各チャンネルの音声入力を選択して出力するほ
か、記録した音声を出力できます。

� アナログ RGB出力端子（モニター出力）
映像を出力します。アナログ RGB入力を持った
モニターに接続してください。HDMI出力と同じ
映像を出力します。
ライブ映像（1画面表示、4／ 6／ 9分割画面表示、
シーケンス表示）、再生映像（1 画面、4／ 6／ 9
分割画面）、各種メニュー画面を出力します。
出力する解像度は設定によって変更できます。
（ P. 4-52「モニター出力の解像度を決める」）

� 調時入出力／UPS入出力／緊急録画入力端子
● 調時入出力端子
接点出力が可能なタイムサーバーを使用して本
機の時刻を合わせたり、複数台のデジタルレ
コーダー間の時刻を合わせたりするための端子
です。（  P. 2-7「調時入出力端子の接続」）

● UPS入出力端子
無停電電源装置（UPS）と接続するための端子
です。停電前後の録画データの消失を防止でき
ます。（  P. 2-9「UPS入出力端子の接続」）

● 緊急録画入力端子
外部スイッチなどからの信号で、緊急録画をす
るための端子です。（  P. 2-6「緊急録画入力
端子の接続」）
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� HDMI出力端子（モニター出力）
映像と音声を出力します。HDMI入力を持ったモ
ニターに接続してください。アナログ RGB出力
と同じ映像を出力します。ライブ映像（1画面表示、
4／ 6／ 9分割画面表示、シーケンス表示）、再
生映像（1画面、4／6／9分割画面）、各種メニュー
画面を出力します。出力する解像度は設定によっ
て変更できます。（  P. 4-52「モニター出力の
解像度を決める」）
各チャンネルの音声入力を選択して出力するほ
か、記録した音声を出力できます。
ご注意
すべての HDMI機器への接続を保証するもので
はありません。

� LAN端子
ネットワークを経由して、DRNET、DRNET 
Mobile、またはWebブラウザーと接続してライ
ブ映像の表示やコンビネーションカメラの操作、
録画の検索、再生を行う場合などに使用します。
（  P. 2-12「LAN端子の接続」）

� コントロール出力端子
緊急録画やセンサーイベント、モーションイベン
ト、ビデオロスイベント、システムイベント発生
時に信号を出力する端子です。指定時刻に出力す
ることも可能です。（  P. 2-6「コントロール
出力端子の接続」）

� センサー入力端子
外部センサーなどの無電圧接点信号を接続しセン
サー録画をするための端子です。（  P. 2-6「セ
ンサー入力端子の接続」）

� RS-485端子
コンビネーションカメラを制御したり、リモート
コントローラー（C-RM700）から本機を操作す
るための端子です。（  P. 2-12「RS-485端子の
接続」）
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 1 本機を設置する

本機を運用するまでに行う作業の流れは、以下のとおりです。

運用までに行う作業の流れ

 2 機器を接続する（ P. 2-6「接続のしかた」）

 3 本機を起動する（ P. 3-2「本機の起動」）

ログイン画面が表示されます。
ログインが完了すると簡易設定画面が表示され、基本的な設定を変更できます。
（ P. 4-11「簡易設定」）
メ  モ

2回目以降の起動では、ライブ映像が表示されます。

 4 本機の設定を行う（ 第 4章「設定のしかた」）
● 簡易設定
● システム設定
● デバイス設定
● ディスプレー設定
● 録画設定
● ネットワーク設定
● イベント設定

メ  モ

設定完了の状態を保存しておくことをお勧めします。（ P. 4-25「設定データを USBメモ
リーに保存する」）

 5 本機の運用を開始する
● ライブ表示する（ P. 5-2「ライブ」）
● 録画する（ P. 5-16「録画」）
● 録画データを再生する（ P. 5-20「再生」）
● 録画データをバックアップ（コピー）する（ P. 5-35「録画データのバックアップ（コピー）」）



第 2章
設置のしかた
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接続例
 ■ 基本システム

［前面］

Wi-Fi
アクセス
ポイント

スマートフォン

DRNET
Mobile

Wi-Fi子機＊2

DRNET
または

Webブラウザー

PC

Wi-Fi

USB
マウス

HDMI出力

AHDレコーダー AH-R208-8

10BASE-T/
100BASE-TX/
1000BASE-T

液晶モニター

スポット出力

：LANケーブル（ネットワーク）

：同軸ケーブル（映像信号）
：音声ケーブル（音声信号）

：HDMIケーブル（映像信号／音声信号）

AC100 Vへ

LAN

AHDカメラ＊3 または NTSCカメラ

C2

C8

マイクユニット
AH-A10M＊1

スマートフォン
無線ルーター
または

携帯電話回線

DRNET
または

Webブラウザー

DRNET
Mobile

PC

有線 LAN

C1

モニター

音声出力

カメラ
入力AHDドライブユニット

AH-P2008

カメラ出力

映像入力

音声入力

音声入力

：電源コード

＊ 1  マイクユニット AH-A10M（別売品）は、ファンタム電源の供給が可能です。詳しくは AH-A10Mの取扱説明書を
ご覧ください。

＊ 2  推奨品のWi-Fi子機を使用してください。詳しくは TOA商品データダウンロードサイト（https://www.toa-
products.com/download/）で本機の品番を検索し、ご確認ください。

＊ 3  AHDカメラのメニュー表示／設定を行う場合の最大延長距離は 500 mです。

ご注意
有線 LANとWi-Fiを同時に使用することはできません。
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 ■ コンビネーションカメラ制御システム
コンビネーションカメラの同軸多重制御（AHDコンビネーションカメラのみ）、および RS-485制御するシ
ステムです。

AHDコンビネーションカメラ＊2、＊3

RS-485

HDMI出力

AHDレコーダー 
AH-R208-8

10BASE-T/
100BASE-TX/
1000BASE-T

PC

液晶モニター

：LANケーブル（ネットワーク）
：CPEV-S 0.65（RS-485制御線）
：同軸ケーブル（映像信号）
：HDMIケーブル（映像信号／音声信号）

AC100 Vへ

LAN

AHDカメラまたは NTSCカメラ

スマートフォン
無線ルーター
または

携帯電話回線

DRNET
または

Webブラウザー

DRNET
Mobile

AHDコンビネーションカメラ＊1

または
NTSCコンビネーションカメラ＊1

C8

C7

C6

C1

音声入力

アンプ

マイク

AHDドライブユニット
AH-P2008

カメラ入力

カメラ出力

映像入力

：電源コード

＊ 1  コンビネーションカメラを RS-485制御する場合の通信方式（カメラプロトコル）は、タイプ Bを使用してください。
また、本機の RS-485の用途を「PTZ」、カメラのプロトコルを「TOA-B」に設定してください。（P. 4-49「RS485
設定」、P. 4-42「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」）

 コンビネーションカメラの通信方式については、コンビネーションカメラの取扱説明書をご覧ください。
＊ 2  AHDコンビネーションカメラは、RS-485制御および同軸多重制御が可能です。同軸多重制御する場合は「同軸多重」
に設定してください。同軸多重制御する場合、カメラ制御線（RS-485）の接続は不要です。（P. 4-42「コンビネーショ
ンカメラ設定をする（PTZ）」）

＊ 3  AHDコンビネーションカメラを同軸多重制御で操作／メニュー表示／設定をする場合の最大延長距離は 500 mで
す。500 mを超える場合は RS-485制御で操作してください。（P. 6-2「コンビネーションカメラ制御」）
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：HDMIケーブル（映像信号／音声信号）

：LANケーブル（ネットワーク）

：同軸ケーブル（映像信号）
：CPEV-S 0.65（RS-485制御線）

AC100 Vへ

AC100 Vへ

：ACアダプター
：電源コード

AHDレコーダー
AH-R208-8

音声入力

10BASE-T/
100BASE-TX/
1000BASE-T

PC

液晶モニター

LAN

HDMI出力

＋ GNDー ＋ GNDー
カメラ制御端子 スイッチャ制御端子 ＊

AHDコンビネーションカメラ
または

NTSCコンビネーションカメラ

無線ルーター
または

携帯電話回線
スマートフォン

DRNET
Mobile

DRNET
または

Webブラウザー

C8

C7

アンプ

マイク

AHDカメラ または NTSCカメラ
C6

C1

AHDドライブユニット
AH-P2008

カメラ入力

カメラ出力

映像入力

リモートコントローラー C-RM700

 ■ リモートコントローラーシステム
リモートコントローラー（C-RM700）を接続し、リモートコントローラーから 1画面表示、分割画面表示、シー
ケンス表示を選択することができます。（P. 6-10「リモートコントローラーからの操作」）

＊  本機とリモートコントローラー（C-RM700）のスイッチャ制御端子を接続して本機の画面を操作する場合は、本機
の RS-485の用途を「コントローラー」に設定してください。（P. 4-49「RS485設定」）

  用途を「コントローラー」に設定すると、本機、DRNET、DRNET Mobile、およびWebブラウザーからコンビネー
ションカメラを操作することはできません。リモートコントローラー（C-RM700）にコンビネーションカメラの制
御線を接続し、リモートコントローラー（C-RM700）から操作してください。
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 ■ 多地点遠隔監視システム
ネットワークを経由して、DRNET、DRNET Mobile、およびWebブラウザーで多地点から遠隔監視するこ
とができます。

AC100 Vへ

AC100 Vへ

センサー入力 調時

1 2 3 4切

カメラ用
電源

入入

切 1 2 3 4

ケーブル
補償

UPS 緊急
入
力

出
力
2

出
力
1

入
力

コントロール出力 RS-485

4321

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M 出
力

入
力

出力

入力

入

LAN映像・音声出力アナログRGB出力

C3

C1

C4

C2

C1 C2 C3 C4

DC 12V入力

主電源
切

スポット出力 音声入力 音声出力
カメラ入出力

カメラ

映像

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M 4321

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M

AHDコンビネーションカメラ
または

NTSCコンビネーションカメラ
RS-485

AHDレコーダー＊1

AH-R104P2A 音声入力

アンプ

HDMI出力

液晶モニター

AHDカメラ
または

NTSCカメラ

マイク

コントロール出力 RS-485C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M

C
O

M 4321

 ＊3
カメラ用
電源

1 2 3 4切

入

C4

C3

C2

C1

液晶モニター

10BASE-T/
100BASE-TX/
1000BASE-T

AHDレコーダー 
AH-R208-8

：LANケーブル（ネットワーク）

：CPEV-S 0.65
  （RS-485制御線）

：同軸ケーブル（映像信号）

：HDMIケーブル
  （映像信号／音声信号）

HDMI出力

PC

スマートフォン 無線ルーター
または

携帯電話回線

DRNET
Mobile＊2

LAN

DRNET＊2

または
Webブラウザー＊2

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T

映像入力

：ACアダプター
：電源コード

RS-485

AHDカメラ または NTSCカメラ

AHDコンビネーションカメラ
または

NTSCコンビネーションカメラ
C8

C7

C6

C1

AHD
ドライブユニット
AH-P2008

カメラ入力

カメラ出力

＊ 1  TOA製 AHDレコーダーシリーズ、HD-SDIレコーダーシリーズ、デジタルレコーダー C-DR044、C-DR084、
C-DR164、C-DV044、C-DV084、C-DV164シリーズと組み合わせて使用できます。

＊ 2  多地点からコンビネーションカメラを操作する場合は、後優先になります。
＊ 3  定電圧方式のワンケーブルカメラ接続時のみ「入」に設定します。設定を間違えると、故障の原因となります。
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接続のしかた
 ■ 使用できる線材

緊急録画入力端子、センサー入力端子、調時入出力端子、UPS 入出力端子、コントロール出力端子で使用可
能な電線の線径は、以下のとおりです。
単線 ：ø0.32 mm～ ø0.65 mm（AWG28～ AWG22）
より線 ：0.08 mm2～ 0.32 mm2（AWG28 ～ AWG22）
剥き線長 ：9～ 10 mm

RS-485端子で使用可能な電線の線径は、以下のとおりです。
単線 ：ø0.4 mm～ ø1.2 mm（AWG26～ AWG16）
より線 ：0.2 mm2 ～ 1.25 mm2 （AWG24～ AWG16）
剥き線長 ：10 ～ 11 mm

RS-485端子の接続には CPEV-S（対よりシールドケーブル）ø0.65 mm以上を推奨します。

 ■ 緊急録画入力端子の接続
外部スイッチなどからの信号で緊急録画を行う場合は、緊急録画入力端子と COM端子に接続してください。

端子記号 名　称
緊急入力 緊急録画入力

COM 接　地

 ■ センサー入力端子の接続
外部センサーなどから本機へセンサー入力する場合は、センサー入力端子と COM端子に接続してください。

端子記号 名　称
1 センサー入力 1

COM 接　地
2 センサー入力 2

COM 接　地
3 センサー入力 3

COM 接　地
4 センサー入力 4

COM 接　地

端子記号 名　称
5 センサー入力 5

COM 接　地
6 センサー入力 6

COM 接　地
7 センサー入力 7

COM 接　地
8 センサー入力 8

COM 接　地

 ■ コントロール出力端子の接続
本機から外部のブザー機器など他の機器へコントロール出力する場合は、コントロール出力端子と COM端
子に接続してください。

端子記号 名　称
1 コントロール出力 1

COM 接　地
2 コントロール出力 2

COM 接　地
3 コントロール出力 3

COM 接　地
4 コントロール出力 4

COM 接　地

端子記号 名　称
5 コントロール出力 5

COM 接　地
6 コントロール出力 6

COM 接　地
7 コントロール出力 7

COM 接　地
8 コントロール出力 8

COM 接　地



2-7

第 2章　設置のしかた

 ■ 調時入出力端子の接続
調時入出力端子を接続し、複数台のデジタルレコーダーの時刻を合わせることができます。（P. 4-30「機器間
の時刻を合わせる（調時）」）

端子記号 名　称
入力 調時入力
COM 接　地
出力 調時出力

メ  モ
● 機器間の COM端子を接続してください。
● ネットワーク上の NTPサーバーでデジタルレコーダーを正確な時刻に合わせることもできます。（P. 4-28
「NTP調時機能を設定する」）

 ●タイムサーバーで本機の時刻を合わせる場合

接点出力可能なタイムサーバーを使用してデジタルレコーダーを正確な時刻に合わせることができます。
このとき、デジタルレコーダーはスレーブ機に設定してください。
調時の接続は、タイムサーバーの出力とスレーブ機 1の調時入力、スレーブ機 1の調時出力とスレーブ機 2
の調時入力と接続していきます。

出力

COM COM

デジタルレコーダー
スレーブ機 1

調時
出力

調時
入力

デジタルレコーダー
スレーブ機 2

調時
出力

調時
入力

タイムサーバー
COM

デジタルレコーダー
マスター機

調時
出力

調時
入力

COM COM COM

デジタルレコーダー
スレーブ機 1

調時
出力

調時
入力

デジタルレコーダー
スレーブ機 2

調時
出力

調時
入力

 ●デジタルレコーダー間で時刻を合わせる場合

複数のデジタルレコーダーを調時入出力端子で接続すると、デジタルレコーダー間で時刻を同期させること
ができます。このとき、合わせたい時刻になっているデジタルレコーダーをマスター機、それ以外をスレー
ブ機に設定してください。
調時の接続は、マスター機の調時出力とスレーブ機 1の調時入力、スレーブ機 1の調時出力とスレーブ機 2
の調時入力 と接続していきます。
ご注意
使用環境により本機の内蔵時計に時刻のずれが生じる場合があります。
より正確な時刻で記録するために、タイムサーバーをご使用ください。

メ  モ
機器間の COM端子を接続してください。
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［デジタルレコーダーをマスター機にした場合の動作］
設定した調時時刻になると調時出力端子から 1秒間出力します。
ご注意
デジタルレコーダーをマスター機にした場合、マスター機に調時入力端子からの入力があっても現在時刻は
調時されません。入力端子には外部機器を接続しないでください。

調時入力

調時出力

現在時刻を正時に合わせる

［デジタルレコーダーをスレーブ機にした場合の動作］
調時入力端子から入力があると現在時刻を正時に調時します。
調時出力端子は、調時入力端子が入力されている間出力します。
メ  モ
スレーブ機の現在時刻が正時 ±20分以内のとき、調時入力端子に入力があると正時に調時されます。
ただし、スレーブ機の現在時刻が ±10秒未満のときは、録画データが重複しないように少しずつ時刻を合わ
せるので、すぐに正時に調時しません。
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 ■ UPS入出力端子の接続
無停電電源装置（UPS）と接続し、停電前後の録画データの消失を防止できます。

停電が発生した場合、本機は UPSからの信号でシャットダウン状態に移行します。
UPSからの信号で本機をシャットダウン状態にするまでの時間は、電源異常待機時間で設定できます。
（P. 4-100「UPSの設定を行う」）
シャットダウン状態では、電源表示灯が 5秒間隔で点灯し、UPSからの電源供給が停止されるまで UPS出
力 1と UPS出力 2から信号を出力します。

［UPS出力 1回路］

Open → Low

［UPS出力 2回路］

+12 V

680Ω

Open → Hi

デジタルレコーダーは 2つの UPS出力（出力回路は下図）を持っています。UPSの入力端子仕様により、
UPS出力 1または UPS出力 2を接続してください。

端子記号 名　称
COM 接　地
入力 UPS入力
出力 1 UPS出力 1
出力 2 UPS出力 2
COM 接　地

ご注意
UPSは、電源出力の波形が正弦波の機器を使用してください。
矩形波の機器と接続した場合、本機または無停電電源装置（UPS）が故障することがあります。

メ  モ
電源異常待機時間が経過する前に、電源の復旧などで UPSからの信号が無効となったときは、シャットダウ
ン状態には移行しません。
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 ● UPSにデジタルレコーダーを 1台接続する場合

デジタルレコーダーから UPSに接続する UPS出力端子は、「UPS出力 1」または「UPS出力 2」のどちら
かを接続します。UPSの入力端子の仕様を確認して、どちらを接続するか選択してください。

AC100 Vへ

UPS
デジタルレコーダー

UPS入力

COM

UPS出力 ＊

＊ UPS出力 1または UPS出力 2

メ  モ
機器間の COM端子を接続してください。

斡旋品の UPS（BY50FW、BW40T、または BW100T）を使用する場合は、以下の接続を行ってください。

AC100 Vへ

UPS
斡旋品

デジタルレコーダー

UPS入力

COMCOM

UPS出力 2

BU出力

BS入力

［復電後の動作］
UPSからの電源供給が再開されると自動的にシステムが起動します。（P. 6-29「停電復旧後の動作について」）

無停電電源装置（UPS）
AC電源入力状態

無停電電源装置（UPS）
電源出力

UPS入力
（UPS → デジタルレコーダー）

UPS出力
（デジタルレコーダー → UPS）

デジタルレコーダー
動作状態

電源異常発生（停電）

電源供給停止電源異常待機時間

AC電源入力中 停電中

AC電源 バッテリー電源 電源供給停止

正常動作状態 シャットダウン
状態 電源OFF

［電源異常発生時の動作］
UPSの AC電源（AC100 V）に異常（停電）が発生したとき（下図 ①）、UPSからの信号（下図 ②）で本
機は電源異常待機時間経過後にシャットダウン状態（下図 ③）になります。
このとき、本機から UPSに信号（下図 ④）を送り、UPSからの電源供給を停止（下図 ⑤）させることで、
本機の電源を切ることができます。電源異常待機時間の設定については、P. 4-100「UPSの設定を行う」を参
照してください。
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 ● UPSにデジタルレコーダーを 2台接続する場合

デジタルレコーダー 1からデジタルレコーダー 2への UPS出力は、「UPS出力 1」を使用します。
デジタルレコーダー 2から UPSに接続する UPS出力端子は、「UPS出力 1」または「UPS出力 2」のどち
らかを接続します。UPSの入力端子の仕様を確認して、どちらを接続するか選択してください。

AC100 Vへ

UPS入力

UPS出力 1

UPS入力UPS出力 ＊

＊ UPS出力 1または UPS出力 2

COM

COM

COM

COM

UPS

デジタルレコーダー 1

デジタルレコーダー 2

メ  モ
機器間の COM端子を接続してください。

［電源異常発生時の動作］
UPSの AC電源（AC100 V）に異常（停電）が発生した場合、UPSからの信号でデジタルレコーダー 1は
電源異常待機時間が経過した後にシャットダウン状態となり、UPS出力 1を出力します。
デジタルレコーダー 1の UPS出力 1によりデジタルレコーダー 2は電源異常待機時間が経過したあとに
シャットダウン状態となります。
このとき、デジタルレコーダー 2から UPSに信号を送り、UPSからデジタルレコーダー 1と 2の電源供給
を停止させることができます。
電源異常待機時間の設定については、P. 4-100「UPSの設定を行う」を参照してください。

［復電後の動作］
UPSからの電源供給が再開されると自動的にシステムが起動します。（P. 6-29「停電復旧後の動作について」）
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 ■ RS-485端子の接続
コンビネーションカメラを制御する場合は、RS-485端子にカメラの制御
線を接続し本機の RS-485の用途を「PTZ」、カメラのプロトコルを「TOA-
B」に設定してください（P. 4-49「RS485設定」、P. 4-42「コンビネーショ
ンカメラ設定をする（PTZ）」）。
リモートコントローラー（C-RM700）から本機を操作する場合は、RS-485
端子にリモートコントローラーのスイッチャ制御線（RS-485）を接続し本
機の RS-485の用途を「コントローラー」に設定してください（P. 4-49
「RS485設定」）。
RS-485端子の接続には CPEV-S（対よりシールドケーブル）φ 0.65 mm
以上を推奨します。また、シールド線は、必ず「COM」端子に接続して
ください。

端子記号 名　称
＋ RS-485（＋）

COM 接　地
ー RS-485（ー）

 ●コンビネーションカメラの接続

＊1

AHDレコーダー
AH-R208-8

＊2

アドレス 8

アドレス 2

アドレス 1

＊ 1  コンビネーションカメラの終端スイッチは、正しく設定してください。詳しくは、コンビネーションカメラの取扱
説明書をご覧ください。

＊ 2  AHDコンビネーションカメラを同軸多重制御する場合は、カメラ制御線（RS-485）の接続は不要です。

ご注意
本機から終端に設定されたカメラまでの制御線（RS-485）の延長距離は最長で 1.2 kmです。また、リモー
トコントローラー（C-RM700）から本機までの制御線の延長距離は最長で 1.2 kmです。

メ  モ
別売のインターフェースユニット（C-IF500）を使用すると、コンビネーションカメラとデジタルレコーダー
間の制御線（RS-485）をスター型配線にできます。
デジタルレコーダーをマスター側、コンビネーションカメラをスレーブ側に接続してください。

 ■ LAN端子の接続
コネクターは RJ45、通信速度は 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-Tに対応して
います。
LANケーブルは、10BASE-T/100BASE-TXの場合は UTPカテゴリー 5以上を使用し、
1000BASE-Tの場合は UTPカテゴリー 5e以上を使用してください。
ストレートケーブル、クロスケーブルどちらも使用できます。（AUTO MDI/MDIX対応）
ご注意
有線 LANとWi-Fiを同時に使用することはできません。
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 ●リモートコンローラーの接続

本機の RS-485端子とリモートコントローラー（C-RM700）のスイッチャ制御端子を接続します。
（P. 2-4「リモートコントローラーシステム」）
ご注意
本機とリモートコントローラー（C-RM700）のスイッチャ制御端子を接続した場合は、本機、DRNET、
DRNET Mobile、およびWebブラウザーから RS-485制御のコンビネーションカメラを操作することはで
きません。コンビネーションカメラを操作したい場合は、リモートコントローラー（C-RM700）にカメラの
制御線を接続し、リモートコントローラー（C-RM700）から操作してください。

 ■ USB2.0端子、USB3.0端子の接続
 ● USBメモリーを接続する

市販の USBメモリーを使用して本機のデータを入出力するときに接続します。
・録画されたデータをバックアップする。（P. 5-35「録画データのバックアップ（コピー）」）
・設定データを出力する。（P. 4-25「設定データを USBメモリーに保存する」）
・設定データを入力する。（P. 4-26「USBメモリーに保存した設定データを入力する」）
・システムログ情報を保存する。（P. 6-17「システムログを USBメモリーに保存する」）
ご注意
● FAT32または NTFSでフォーマットされた USBメモリーを使用してください。
● 同時に複数の USBメモリーを接続して使用しないでください。
メ  モ

USB3.0対応の USBメモリーを使用するときは、USB3.0端子に接続することをお勧めします。
バックアップにかかる時間が短くなります。

 ●マウスを接続する

市販の USBマウスを使用して本機を操作するときに接続します。（P. 3-10「マウスによる操作」）
メ  モ

USB2.0端子と USB3.0端子のどちらも接続できます。

 ●Wi-Fi子機を接続する

Wi-Fiを使用するときに市販のWi-Fi子機を接続します。（P. 4-71「Wi-Fiを設定する」）
ご注意
● 推奨品のWi-Fi子機を使用してください。詳しくは TOA商品データダウンロードサイト（https://www.toa-

products.com/download/）で本機の品番を検索し、ご確認ください。
● 有線 LANとWi-Fiを同時に使用することはできません。

メ  モ

USB3.0対応のWi-Fi子機を使用するときは、USB3.0端子に接続することをお勧めします。
通信速度が速くなります。
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電源コードをケーブルクランプで
挟み込む

電源コード

 ■ 電源ケーブル用クランプの使いかた
電源インレットから電源ケーブルが抜けるのを防止します。
図のように電源コードを固定します。
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ラックに取り付けるとき
ラックに取り付けるときは別売の金具（MB-23B）を使用します。
底面のゴム足（4 個）を外してください。
ゴム足は固定しているねじをマイナスドライバーでゆるめると外れます。

ご注意
● MB-23Bに付属のラック取付ねじは、当社のラック専用です。他のラックには使用しないでください。
● 本機の使用温度範囲は 0～ +40℃です。ラック内部に外気が十分に通気できるように設置してください。
● 本機には冷却用ファンが内蔵されています。冷却用ファンの排気口は、絶対にふさがないでください。
● 振動の多い場所には設置しないでください。
● 本機への電源供給をパワーディストリビューター（PD-1130、PD-150）から行う場合、非連動の ACコン
セントに接続してください。本機のシャットダウンを行わず主電源を切ると、ハードディスク内のデータ
が破損したりハードディスクが故障することがあります。

● 本機をラックなどに設置し、後面の主電源スイッチが操作できない場合は、スタンバイモードで起動した
後で設置してください。ハードディスクが動作中に移動すると、振動によってハードディスクが故障する
ことがあります。（スタンバイモードではハードディスクは動作していません。）

 スタンバイモード：前面の電源キー を押しながら、後面の主電源スイッチを入れる。
● 本機の下に大量の熱を発生する機器（パワーアンプなど）は設置しないでください。
● 本機を設置する場合は、本機の上下に 1Uサイズ以上の通気パネル（PF-013B（別売品）等）を取り付け
てください。

通気パネル

ラック

本機

大量の熱を発生する機器は
設置しないでください。

金具取付ねじ4×12
（MB-23Bに付属）

ラックマウント金具
MB-23B（別売品）

ラック取付座金 M5用（MB-23Bに付属）
ラック取付ねじ 5×12（MB-23Bに付属）

ゴム足

［複数台設置する場合］
本機を 2台以上設置する場合は、2台ごとに通気パネルを上下に取り付けてください。
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起動と終了
 ■ 本機の起動

［前面］ ［後面］

電源キー 電源インレット主電源スイッチ

 1 各機器を正しく接続する。

 2 電源プラグを電源インレットに差し込む。

 3 後面の主電源スイッチを「入」にする。
本機が起動し、ライブ映像が表示されます。
メ  モ
● 本機の起動には約 2分かかります。
● 工場出荷後の初回起動時は、ログイン画面が表示されます。工場出荷後の初回起動時は、ユーザー ID
は「Administrator」が選択され変更できません。⇒ 手順 6へ
2回目以降の起動時は、前回本機を終了したときの状態（1画面または分割画面）でライブ映像が表
示されます。

 4 緊急録画キー以外のいずれかのキーを押す。
ログイン画面が表示されます。
メ  モ
オートログイン機能を有効にしている場合は、ログ
イン画面は表示されません。（P. 4-31「ユーザーを設
定する」）

 5 「ID」を選択し、決定キーを押す。
登録されているユーザー IDがすべて表示されます。

 6 ログインしたいユーザー IDを選択し、決定キー
を押す。
選択したユーザー IDが「ID」欄に表示されます。

 7 「パスワード」を選択し、決定キーを押す。
「文字入力画面」が表示されます。（P. 4-13「文字を入力する」）

［ログイン画面］
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 8 「文字入力画面」でパスワードを入力して「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログイン画面に戻ります。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
メ  モ
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に
設定されています。運用前に必ずパスワードを変更してください。

 9 ログイン画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログインが完了し、操作が可能になります。

ご注意
● 本機の動作中に主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かないでください。
設定メニューのデータ破損やハードディスク内のデータ破損、ハードディスク故障の原因となることがあ
ります。

● 本機の移動は、電源を切り 30秒以上経過してから行ってください。

メ  モ
● パスワードが異なりログインできないときは「パスワードが不正です。」とメッセージが表示されます。
● 工場出荷後の初回起動時は、ログインが完了すると自動的に簡易設定画面が表示されますので、必要な設
定を行ってから本機を使用してください。（P. 4-11「簡易設定」）

 ●電源投入時にスタンバイモードにする

本機をスタンバイモードにしておくと、前面の電源キー を押して起動させることができます。
スタンバイモードでは、ハードディスクは動作していないため、本機を移動してもハードディスクへの影響
がありません。
後面の主電源スイッチの操作がしづらい場合には、スタンバイモードにしたあとで設置してください。

 1 後面の主電源スイッチが「切」になっていることを確認する。

 2 各機器を正しく接続する。

 3 電源プラグを電源インレットに差し込む。

 4 前面の電源キー を押しながら、後面の主電源スイッチを「入」にする。
スタンバイモードになります。
スタンバイモード時は、電源表示灯が 5秒間隔で点灯し、モニターに映像は出力されません。
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 ●スタンバイモードから起動する

本機がスタンバイモード時は、前面の電源キー で起動させることができます。
スタンバイモード時は、電源表示灯が 5秒間隔で点灯し、モニターに映像は出力されません。

 1 前面の電源キー を押す。
本機が起動し、ライブ映像が表示されます。
メ  モ
● 本機の起動には約 2分かかります。
● 前回本機を終了したときの状態（1画面または分割画面）でライブ映像が表示されます。

 2 緊急録画キー以外のいずれかのキーを押す。
ログイン画面が表示されます。
メ  モ
オートログイン機能を有効にしている場合は、ログ
イン画面は表示されません。（P. 4-31「ユーザーを設
定する」）

 3 「ID」を選択し、決定キーを押す。
登録されているユーザー IDがすべて表示されます。

 4 ログインしたいユーザー IDを選択し、決定キー
を押す。
選択したユーザー IDが「ID」欄に表示されます。

 5 「パスワード」を選択し、決定キーを押す。
「文字入力画面」が表示されます。（P. 4-13「文字を入力する」）

 6 「文字入力画面」でパスワードを入力して「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログイン画面に戻ります。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
メ  モ
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に
設定されています。運用前に必ずパスワードを変更してください。

 7 ログイン画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログインが完了し、操作が可能になります。

ご注意
● 本機の動作中に主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かないでください。設定
メニューのデータ破損やハードディスク内のデータ破損、ハードディスク故障の原因となることがあります。

● 本機の移動は、電源を切り 30秒以上経過してから行ってください。
メ  モ
● パスワードが異なりログインできないときは「パスワードが不正です。」とメッセージが表示されます。
● 本機の動作中にスタンバイモードにするには、P. 3-5「本機の終了」を参照してください。

［ログイン画面］
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 ■ 本機の終了
 ●電源キー で本機を終了する
ご注意
シャットダウン権限を持つユーザーでログインしている場合のみ、シャットダウンを実行できます。（P. 4-31
「ユーザー設定」）

 1 電源キー を押す。
ログイン画面が表示されます。
ログイン中に電源キーを押すとシャットダウン確認画
面が表示されます。
⇒ 手順 7へ

 2 「ID」を選択し、決定キーを押す。
登録されているユーザー IDがすべて表示されます。

 3 シャットダウン権限を持つユーザー IDを選択し、
決定キーを押す。
選択したユーザー IDが「ID」欄に表示されます。

 4 「パスワード」を選択し、決定キーを押す。
「文字入力画面」が表示されます。（P. 4-13「文字を入
力する」）

 5 「文字入力画面」でパスワードを入力し「OK」
を選択し、決定キーを押す。
ログイン画面に戻ります。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
メ  モ
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出
荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に設定
されています。運用前に必ずパスワードを変更してく
ださい。

 6 ログイン画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
シャットダウン確認画面が表示されます。
メ  モ
パスワードが異なりログインできないときは「パス
ワードが不正です。」とメッセージが表示されます。

 7 シャットダウン確認画面で「はい」を選択し、
決定キーを押す。
シャットダウン実行中は「システムを終了しています
…」とメッセージが表示されます。
システムが正常に終了するとスタンバイモードになります。
メ  モ
スタンバイモード時は、電源表示灯が 5秒間隔で点灯します。モニターに映像は出力されません。

［シャットダウン確認画面］

［ログイン画面］
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 8 スタンバイモードになっていることを確認し、後面の主電源スイッチを「切」にする。
電源が切れます。

ご注意
● スタンバイモードになる前に主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かない
でください。設定メニューのデータ破損やハードディスク内のデータ破損、ハードディスク故障の原因と
なることがあります。必ず上記手順で電源を切るようにしてください。

● 本機の移動は、電源を切り 30秒以上経過してから行ってください。

 1 ライブ画面でメニューキーを押す。
ログイン画面が表示されます。
ログイン中はライブ操作メニューが表示されます。
⇒ 手順 7へ

 2 「ID」を選択し、決定キーを押す。
登録されているユーザー IDがすべて表示されます。

 3 シャットダウン権限を持つユーザー IDを選択し、
決定キーを押す。
選択したユーザー IDが「ID」欄に表示されます。

 ●設定メニューから本機を終了する

ご注意
シャットダウン権限を持つユーザーでログインしている場合のみシャットダウンを実行できます。（P. 4-31
「ユーザー設定」）

［ログイン画面］

 4 「パスワード」を選択し、決定キーを押す。
文字入力画面が表示されます。（P. 4-13「文字を入力する」）

 5 「文字入力画面」でパスワードを入力して「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログイン画面に戻ります。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
メ  モ
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に
設定されています。運用前に必ずパスワードを変更してください。

 6 ログイン画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
ライブ操作メニューが表示されます。
メ  モ
パスワードが異なりログインできないときは「パスワードが不正です。」とメッセージが表示されます。
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［ライブ操作メニュー］ 7 ライブ操作メニューの「設定メニュー」を
選択し、決定キーを押す。
設定メニュー画面が表示されます。

 8 設定メニュー画面で「ログアウト・シャッ
トダウン」を選択し、決定キーを押す。
ログアウト・シャットダウン確認画面が表示さ
れます。

 9 ログアウト・シャットダウン確認画面で
「シャットダウン」を選択し、決定キーを押
す。

 10 ログアウト・シャットダウン確認画面で
「OK」を選択し、決定キーを押す。
シャットダウン確認画面が表示されます。

 11 シャットダウン確認画面で「はい」を選択し、
決定キーを押す。
シャットダウン実行中は「システムを終了して
います…」とメッセージが表示されます。
システムが正常に終了するとスタンバイモード
になります。

メ  モ
スタンバイモード時は、電源表示灯が 5秒間隔
で点灯し、モニターに映像は出力されません。

 12 スタンバイモードになっていることを確認
し、後面の主電源スイッチを「切」にする。
電源が切れます。

［ログアウト・シャットダウン確認画面］

［シャットダウン確認画面］

［設定メニュー画面］

ご注意
● スタンバイモードになる前に主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かない
でください。設定メニューのデータ破損やハードディスク内のデータ破損、ハードディスク故障の原因と
なることがあります。必ず上記手順で電源を切るようにしてください。

● 本機の移動は、電源を切り 30秒以上経過してから行ってください。
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本機の操作は、操作を行う権限を持つユーザーでログインする必要があります。
ユーザーごとに本機の操作を行う権限を設定できます。（P. 4-31「ユーザー設定」）

 ■ ログイン
本機を起動して最初に操作を行う場合、または、ログアウト後に再度操作を行う場合は、ログイン画面が表
示されます。
メ  モ
● オートログイン機能を有効にしている場合は、ログイン画面は表示されません。（P. 4-31「ユーザーを設定
する」）

● 別のユーザーでログインしなおす場合は、一旦ログアウトしてから再度ログイン操作を行ってください。
（P. 3-9「ログアウト」）

以下は、ログイン画面が表示されたときの操作手順です。

 1 「ID」を選択し、決定キーを押す。
登録されているユーザー IDがすべて表示されます。

 2 ログインしたいユーザー IDを選択し、決定キー
を押す。
選択したユーザー IDが「ID」欄に表示されます。

 3 「パスワード」を選択し、決定キーを押す。
「文字入力画面」が表示されます。（P. 4-13「文字を
入力する」）

ログインとログアウト

［ログイン画面］

 4 「文字入力画面」でパスワードを入力して「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログイン画面に戻ります。
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
メ  モ
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に
設定されています。運用前に必ずパスワードを変更してください。

 5 ログイン画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
ログインが完了し、操作が可能になります。
メ  モ
パスワードが異なりログインできないときは「パスワードが不正です。」とメッセージが表示されます。
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 ■ ログアウト
権限を持たないユーザーの操作を防止するために、操作後はログアウトを行ってください。

［設定メニューからログアウトする］

 1 ライブ画面でメニューキーを押す。
ライブ操作メニューが表示されます。

 2 ライブ操作メニューの「設定メニュー」を選
択し、決定キーを押す。
設定メニュー画面が表示されます。

 3 「ログアウト・シャットダウン」を選択し、決
定キーを押す。
ログアウト・シャットダウン確認画面が表示され
ます。

 4 ログアウト・シャットダウン確認画面で「ロ
グアウト」を選択し、決定キーを押す。

 5 ログアウト・シャットダウン確認画面で「OK」
を選択し、決定キーを押す。
「ログアウトしますか？」と確認画面が表示されま
す。

 6 ログアウト確認画面で「はい」を選択し、決
定キーを押す。
ライブ画面に戻ります。

［ログアウト・シャットダウン確認画面］

［ログアウト確認画面］

［ライブ操作メニュー］

［設定メニュー画面］

手順： メニューキーを 3秒以上押す。
「ピッ」というブザー音が鳴りログアウトします。
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マウスによる操作
市販の USBマウスを前面の USB2.0端子または USB3.0端子に接続すると本機の操作ができます。

ダブルクリック クリック 右クリック ホイール
ライブ画面

1画面、分割画
面の切り換え＊ 1 ―

ライブ操作
メニューの表示

―
再生画面 再生操作

メニューの表示
カメラ制御画面 ― ボタンの選択 カメラ制御

メニューの表示 ―

ライブ操作、再生操作、
カメラ制御メニュー ― 項目の選択／決定、

メニューの非表示 メニューの非表示

設定メニュー画面 ― 項目の選択／決定／
解除 ― 選択している

数値を増減
＊ 1  1画面表示中は、直前に表示していた分割画面に切り換わります。分割画面表示中は、ダブルクリックしたカメラチャ
ンネルの 1画面に切り換わります。

モニター出力は HDMI出力、アナログ RGB出力とスポット出力があります。
HDMI出力やアナログ RGB出力は、ライブ画面、再生画面、カメラ制御画面や設定メニュー画面を表示しま
す。
スポット出力は、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示したり、ライブ映像専用の出力として
1 画面表示、分割画面表示、シーケンス表示します。（P. 5-13「スポット出力」）
メ  モ
● HDMI出力とアナログ RGB出力は、同じ映像を出力します。
● スポット出力をライブ映像専用の出力に設定しているときはOSD表示はできません。

画面表示と遷移

○：表示可　×：表示不可

表示画面
ライブ画面

1画面 分割画面 シーケンス 電子ズーム PIP フリーズ 操作
メニュー

HDMI出力
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログ RGB出力

スポット出力＊ 2

ライブ映像専用 ○ ○ ○ × × × ×

表示画面
再生画面 カメラ制御画面 設定メニュー

画面1画面 分割画面 電子ズーム 操作
メニュー 1画面 操作

メニュー
HDMI出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログ RGB出力
スポット出力＊ 2

ライブ映像専用 × × × × × × ×
＊ 2 スポット出力は、工場出荷時は HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を出力します。
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 ■ 画面の概要
画面 説明

ライブ画面 電源起動後の表示画面です。モニター出力に現在のカメラ映
像を表示します。

ライブ操作メニュー ライブ画面に表示するカメラの選択などライブ画面操作を行
います。再生画面やカメラ制御画面、設定メニュー画面への
切り換えも行います。

再生画面 録画されたデータを再生します。

再生操作メニュー 再生画面に表示するカメラの選択や再生操作を行います。ラ
イブ画面への切り換えも行います。

カメラ制御画面 コンビネーションカメラの簡易操作、メニュー設定や AHD
カメラのメニュー設定を行います。

カメラ制御メニュー コンビネーションカメラのオート動作の選択やメニュー画面
を表示します。また、AHDカメラのメニュー画面も表示し
ます。

設定メニュー画面 カメラ名や録画設定など、本機を使用するときの設定を行い
ます。

メ  モ
ライブ画面、再生画面、カメラ制御画面は、画面下部に表示されるステータスバーなどで見分けることがで
きます。

［ステータスバー］
ライブ画面（赤） ：
再生画面（緑） ：
カメラ制御画面（青） ：
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 ■ 画面の遷移

［カメラ制御画面］ ［ライブ画面］ ［再生画面］

［カメラ制御メニュー］ ［ライブ操作メニュー］ ［再生操作メニュー］

［設定メニュー画面］

「再生終了」
「カメラ制御終了」 「設定メニュー」

本機を起動

「カメラ制御」

「再生 → HDD」

ライブ画面へ

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

メニュー／
戻るキー

カメラ制御キー

再生キー

再生キー

カメラ制御キー



第 4章
設定のしかた



4-2

第 4章　設定のしかた

設定メニューの設定項目は、次の 7つから構成されています。

● システム設定
● デバイス設定
● ディスプレー設定
● 録画設定
● ネットワーク設定
● イベント設定
● ログアウト・シャットダウン

設定メニュー画面

設定メニュー構成

日付・時間 P. 4-27 

NTP P. 4-28 

調時 P. 4-30 

休日 P. 4-29 

ユーザー P. 4-31 

グループ P. 4-34 

システム P. 4-11 

ネットワーク P. 4-15 

録画 P. 4-17 

記録装置 P. 4-18 

表示 P. 4-22 

システム

日付・時間

ユーザー

簡易設定

情報 P. 4-23 

システムログ P. 6-16 

カメラ P. 4-39 

PTZ P. 4-42 

マスク設定 P. 4-43 

アラーム P. 4-46  

スケジュール P. 4-47 

デバイス カメラ

音声 P. 4-44

アラーム

RS485 P. 4-49 
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ネットワーク

映像配信 P. 4-79 

アドレス

遠隔通知

アドレス P. 4-67 

ポート P. 4-73 

コールバック P. 4-74 

Eメール P. 4-76 

録　画 記録装置

録画

録画ツール

記録装置 P. 4-56 

S.M.A.R.T. P. 4-58 

録画 P. 4-59 

スケジュール P. 4-63 

録画ステータス P. 4-65 

イベント P. 4-62 

圧縮方式 P. 4-61 

HDD容量 P. 4-66 

ディスプレー 表示

モニタリング

表示 P. 4-50 

メイン P. 4-54 

表示レイアウト P. 4-51 

スポット P. 4-55 

解像度 P. 4-52 

PIP P. 4-53 
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ログアウト・
シャットダウン

ログアウト P. 3-9 

シャットダウン P. 3-6 

イベント センサー

モーション

ビデオロス

システム

センサー P. 4-81 

録画 P. 4-82 

アラーム P. 4-84 

遠隔通知 P. 4-86 

PTZ P. 4-89 

録画 P. 4-95 

アラーム P. 4-96 

遠隔通知 P. 4-86 

PTZ P. 4-89 

システム P. 4-97 

アラーム P. 4-98 

遠隔通知 P. 4-86 

UPS P. 4-100 

モーション P. 4-91 

録画 P. 4-94 

アラーム P. 4-84  

遠隔通知 P. 4-86 

PTZ P. 4-89 



4-5

第 4章　設定のしかた

設定メニューの基本操作
本機の設定を変更できます。使用する前に、必要な設定を行ってください。
ご注意
設定変更は、設定権限を持つユーザーでログインしている場合のみ行えます（P. 3-8「ログイン」）。

 ■ 設定メニュー画面を表示する
上下左右キーで選択している項目（オレンジ色）を移動します。

 1 ライブ画面でメニューキーを押す。
ライブ操作メニューが表示されます。
メ  モ
● ライブ操作メニューを閉じる場合は、メニューキーを押
します。

● ログアウト時はログイン画面が表示されます。
設定権限を持つユーザーでログインしてください。

 2 ライブ操作メニューの「設定メニュー」を選択し、決定キーを押す。
設定メニュー画面が表示されます。

［ライブ操作メニュー］

［設定メニュー画面］
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 4 左右キーで時・分・秒にカーソルを移動し、上下キーで数値を変更する。

 ■ 設定を変更する
上下左右キーで選択している項目（オレンジ色）を移動し、決定キーを押します。
以下は、時刻を変更する場合の操作例です。

 1 設定メニュー画面の「システム」を選択し、決定キーを押す。
システム設定画面が表示されます。

 2 システム設定画面の「日付・時間」を選択し、決定キーを押す。

日付・時間設定画面が表示されます。

 3 時間を選択し、決定キーを押す。
カーソルが表示され、数値が変更できるようになります。

［システム設定画面］

［日付・時間設定画面］

メ  モ
● 録画レートやネットワークの IPアドレス、UPSの電源異常待機時間（秒）など数値の設定範囲が広
い項目は、数値を直接入力することができます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）

● マウスの場合は、時・分・秒をクリックし、ホイールを上下に回転、または、  で数値を変更でき
ます。
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 5 決定キーを押す。
数値が保存され、カーソルが消えます。

 6 「OK」を選択し、決定キーを押す。
時刻を保存し前画面に戻ります。
メ  モ
「キャンセル」を選択し、決定キーを押すと、時刻を保存せずに前画面に戻ります。

 7 システム設定画面で「トップメニュー」を選択し、決定キーを押す。
設定メニュー画面に戻ります。

メ  モ
● チェックボックスを選択し決定キーを押すとチェックが入り、もう一度決定キーを押すとチェックが外れ
ます。

● 選択肢の変更は、設定項目を選択して決定キーを押すと選択肢が表示されるため、上下キーで選択し決定
キーを押します。
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 ●数値を直接入力する

録画レートやネットワークの IPアドレス、UPSの電源異常待機時間など、数値の設定範囲が広い項目は、
数値を直接入力できます。
以下は、IPアドレスを変更する場合の操作例です。

［キーを使って数値を入力する］

 1 IPアドレスを選択し、決定キーを押す。
カーソルが表示され、数値が変更できるようになります。

［マウスで操作する］

 1 IPアドレスの数値にマウスを移動し、右クリックする。
数字キーパッドが表示されます。

［数字キーパッド画面］

 2 左右キーで変更したい数値にカーソルを移動する。

 3 カメラ選択キー（0～ 9）を押す。
押したキーの数字が入力されます。
メ  モ
上下キーで数値を変更することもできます。

 4 決定キーを押す。
入力した数値が保存され、カーソルが消えます。

 2 数字キーパッドの数字をクリックする。
IPアドレスに数値が入力されます。

 ：カーソル位置の右側の 1文字を削除します。

 ：カーソルがある数値欄の数値を削除し、最小の数値にします。

 ：次の数値欄にカーソルが移動します。

 ：入力した数値を保存して数字キーパッドが消えます。

 ：入力した数値を保存せずに数字キーパッドが消えます。
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 3 「OK」をクリックする。
入力した数値を保存して数字キーパッドが消えます。

数値を直接入力できる項目は以下のとおりです。

入力できる項目 参照ページ
簡易ネットワーク設定およびネットワークア
ドレス設定（有線 LAN／Wi-Fi）の IPアド
レス／サブネットマスク／ゲートウェイ／
DNSサーバー／ネットワークポート／ウェ
ブポート

P. 4-15 「ネットワーク設定（簡易設定）」
P. 4-67 「アドレス設定」

ネットワーク遠隔通知設定のコールバック
ポート／ Eメール SMTPポート

P. 4-74 「遠隔通知設定」

ネットワーク映像配信設定の帯域制限／ ips P. 4-79 「映像配信」

イベントシステム設定の残容量警告しきい
値／電源異常待機時間

 P. 4-97  「ハードディスクの S.M.A.R.T.限界温度や残
容量警告しきい値を設定する」

P. 4-100 「UPSの設定を行う」

デバイス設定の PTZアドレス P. 4-42 「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」

録画共通設定の自動消去日数 P. 4-59 「各録画の共通設定をする」

以下は、キーの数値入力のみ可能な項目です。

入力できる項目 参照ページ
簡易録画設定／録画共通設定／録画スケ
ジュール設定／録画ツール（HDD容量）の
ips（録画レート）

P. 4-17 「録画設定（簡易設定）」
P. 4-59 「各録画の共通設定をする」
P. 4-64 「録画設定画面」
P. 4-66 「記録時間を算出する（HDD容量）」

PTZ設定のスピード P. 4-42 「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」

表示設定のステータスバー垂直位置／ OSD
垂直位置／OSD水平位置

 P. 4-50 「OSDやステータスバー表示位置を設定する」
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 ■ 設定メニュー画面を終了する

 1 設定メニュー画面の「終了」を選択し、決定キーを押す。

 2 「はい」を選択し、決定キーを押す。

設定メニュー終了確認画面が表示されます。

設定メニュー画面が終了し、ライブ画面が表示されます。

［設定メニュー画面］

［設定メニュー終了確認画面］
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簡易設定
本機の初回起動時に簡易設定画面が表示され、本機の基本的な設定を変更できます。
使用する前に、必要な設定を行ってください。
初回起動以降も設定メニューの［システム → 簡易設定］で簡易設定画面を表示できます。

簡易設定は、次の 5つの基本設定によって構成されています。

● システム設定 ⇒ P. 4-11「システム設定（簡易設定）」
  ⇒ P. 4-13「文字を入力する」
  ⇒ P. 4-14「パスワードを設定する」
● ネットワーク設定 ⇒ P. 4-15「ネットワーク設定（簡易設定）」
● 録画設定 ⇒ P. 4-17「録画設定（簡易設定）」
● 記録装置 ⇒ P. 4-18「記録装置設定（簡易設定）」
● 表示設定 ⇒ P. 4-22「表示設定（簡易設定）」

 ■ システム設定（簡易設定）
日付、時刻設定、言語設定、Administratorパスワードの設定など、本機の基本的な設定を行います。
ご注意
ユーザー ID「Administrator」と「Guest」の工場出荷時の初期パスワードは、どちらも「guest」に設定さ
れています。運用前に必ずパスワードを変更してください。

① DVR名 ：  デジタルレコーダーの名前を表示します。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され
ます。英数、記号で最大 32文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
設定した DVR名は、遠隔通知機能の Eメールや DRNETの Callbackイベントリストに表
示されます。
ご注意
「＼」「，」「%」は DVR名に使用しないでください。
DRNETやDRNET Mobileと接続して使用したときに正しく表示されないことがあります。

［システム設定画面］



4-12

第 4章　設定のしかた

② 言語 ： 表示言語を表示します。
日本語に設定されています。設定は変更しないでください。

③ Administratorパスワード ：  「設定」を押すと、パスワード設定画面が表示されます。
Administratorのパスワードを入力します。（P. 4-14「パスワードを設定す
る」）

④ タイムゾーン ： 標準時間に対する時差を表示します。
「（GMT+ 09 : 00）Osaka, Sapporo, Tokyo」（日本）に設定されています。
設定は変更しないでください。

⑤ 日付 ：  日付を設定します。
決定キーを押して、左右キーで年・月・日を選択し、上下キーで数値を変更
します。

⑥ 表示形式変更 ： 日付の表示方法を設定します。
［選択］
年－月－日 月／日／年
年／月／日 日－月－年
月－日－年 日／月／年

⑦ 時間 ：  時刻を設定します。
決定キーを押して、左右キーで時・分・秒を選択し、上下キーで数値を変更
します。

⑧ 表示形式変更 ： 時刻の表示方法を設定します。
［選択］
時 :分 :秒 AM（PM） ： 12時間表示
時 :分 :秒 ： 24時間表示

⑨  ： 設定を保存してネットワーク設定画面に移ります。

⑩ 閉じる ： 設定を保存せずに簡易設定を終了します。

メ  モ
設定メニューの［システム → 情報］（P. 4-23「情報」）、［システム → 日付・時間 → 日付・時間タブ］（P. 4-27「現
在時刻を変更する」）、［システム → ユーザー → ユーザータブ］（P. 4-33「ユーザー設定を登録・変更する」）
で同様の設定ができます。
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 ●文字を入力する

DVR名やカメラ名などを英数、記号で入力します。

 1 文字入力画面で英数、記号を選択し、決定キーを押す。
名称表示部に入力した文字が表示されます。
メ  モ
名称表示部を選択して決定キーを押すとカーソルが表示されます。左右キーで修正したい位置にカーソ
ルが移動するため、文字の挿入、削除ができます。

 2 「OK」を選択し、決定キーを押す。
入力した名称を保存して前画面に戻ります。

��   を選択
し、決定キー
を押す。

［文字入力画面］

① 名称表示部 ： 入力した名称が表示されます。

② Del ： カーソル位置の右側の 1文字を削除します。

③ SPACE ： 1文字分の空白を入力します。

④  ： カーソル位置の左側の 1文字を削除します。

⑤  ： 大文字入力と小文字入力の 2つの画面を切り換えます。

⑥ OK ： 入力した名称を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ： 入力した名称を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●パスワードを設定する

本機で各種操作や設定変更などを行うためには、それぞれの機能の操作権限を持つユーザー IDで本機にログ
インする必要があります。本機では、あらかじめ管理者レベルのユーザー「Administrator」が登録されてい
ます。（P. 4-31「ユーザーを設定する」）
ここでは「Administrator」で本機にログインするためのパスワードを設定します。
パスワードは英数、記号で最小 4文字から最大 16文字まで入力できます。
ご注意
パスワードは本機を操作するうえで非常に重要な情報です。パスワードを忘れないよう、メモを取るなどし
て大切に保管してください。

① 現在のパスワード ：  決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
 現在のパスワードを入力します。入力した文字は「＊」で表示されます。
ユーザーを新しく追加するときは「現在のパスワード」の入力は不要です。（P. 4-13「文
字を入力する」）

② 新しいパスワード ： 決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
新たに登録したいパスワードを入力します。入力した文字は「＊」で表示されます。
（P. 4-13「文字を入力する」）

③ パスワード確認 ： 決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
 確認のため、「新しいパスワード」と同じ文字を入力します。入力した文字は「＊」
で表示されます。（P. 4-13「文字を入力する」）

④ OK ： 新しいパスワードを設定して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ：  設定せずに前画面に戻ります。

メ  モ
● 「文字入力画面」で入力した文字数が少ないときは、「パスワードが不正です。パスワードは 4文字以上です。」
とメッセージが表示されます。

● 「パスワード設定画面」で入力したパスワードが異なる場合は、以下のメッセージを表示します。
・「現在のパスワード」が異なるとき
パスワードが不正です。

・「新しいパスワード」と「パスワード確認」が異なるとき
パスワードが違います。

［パスワード設定画面］



4-15

第 4章　設定のしかた

 ■ ネットワーク設定（簡易設定）
ネットワークへ接続するための設定を行います。

① 形式 ：  ネットワークへの接続方法を選択します。
［選択］
固定 IP ：  固定 IPアドレスを設定して接続します。IPアドレス、サブネッ

トマスク、ゲートウェイを入力してください。
DHCP ：  DHCPサーバーから自動で割り振られる IPアドレスを使用し

て接続します。
② IPアドレス＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。決定キーを押して、左右キーでそ

れぞれの数値を選択し、上下キー数値を変更します。
③ サブネットマスク＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。決定キーを押して、左右キーでそ

れぞれの数値を選択し、上下キー数値を変更します。
④ ゲートウェイ＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。決定キーを押して、左右キーでそ

れぞれの数値を選択し、上下キー数値を変更します。
⑤ DNSサーバーアドレス（自動） ：  DHCPサーバーから自動で割り振られる DNSサーバーアドレスを使用

して接続する場合にチェックを入れます。
⑥ DNSサーバー＊ ：  「DNSサーバーアドレス（自動）」が選択されていない場合に DNSサー

バーの IPアドレスを設定します。決定キーを押して、左右キーでそれぞ
れの数値を選択し、上下キー数値を変更します。

⑦ ポート＊ ：  ネットワークへ接続するための「ポート設定画面（P. 4-16）」が表示さ
れます。

⑧  ：  設定を保存せずにシステム設定画面に戻ります。
⑨  ：  設定を保存して録画設定画面に移ります。

⑩ 閉じる ：  設定を保存せずに簡易設定を終了します。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）

メ  モ
● DNSサーバーは、ドメイン名で指定された NTPサーバーやメールサーバーの IPアドレスを取得するため
に使用します。

● 設定メニューの［ネットワーク → アドレス → アドレスタブ］（P. 4-67「IPアドレスを設定する」、P. 4-73
「ポートを設定する」）で同様の設定ができます。

［ネットワーク設定画面］
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［ポート設定画面］

① ネットワークポート＊ ：  DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーに映像配信するときに使用す
る本機のポート番号を設定します。

    決定キーを押して、上下キーで 1500～ 32000から数値を選択します。

② ウェブポート＊ ：  Webブラウザーと接続するための本機のポート番号を設定します。
    決定キーを押して、上下キーで 80～ 32000から数値を選択します。

③ ポート ： 本機で使用するポート番号が表示されます。

ライブ ：  遠隔監視に使用するポート番号です。① で設定した「ネットワークポー
ト」の番号が割り振られます。

再生 ：  遠隔再生に使用するポート番号です。① で設定した「ネットワークポー
ト」に 1を加えた番号が割り振られます。

設定 ：  遠隔設定に使用するポート番号です。① で設定した「ネットワークポー
ト」に 2を加えた番号が割り振られます。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）

メ  モ
● ネットワークポート（ライブ、再生、設定）とウェブポートは同じ番号は使用できません。同じ番号にす
ると警告メッセージが表示されますので、異なる番号を設定してください。

● ポート番号は、有線 LANとWi-Fiで共通になります。
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 ■ 録画設定（簡易設定）
録画の基本設定を行います。工場出荷時は連続録画を行うように録画スケジュールが設定されています。接
続したすべてのカメラを以下の画面の条件で録画します。

① 上書き ：  ハードディスクのすべての領域に録画データが書き込まれたときに、自動的に古いデー
タを消しながら録画を継続する場合にチェックを入れます。
ご注意
上書きが選択されていない場合は、ハードディスクのすべての領域に録画データが書
き込まれた時点で録画を停止します。

② 緊急録画を使用 ：  緊急録画を使用する場合はチェックを入れます。
ご注意
「緊急録画を使用」が選択されていない場合は、緊急録画キーを押す、ライブ操作メ
ニューや再生操作メニューで緊急録画を選択する、または、緊急録画入力端子に入力
があっても、緊急録画は行いません。

③ ips＊ ：  連続録画、イベント録画、緊急録画のカメラ 1台あたりの録画レートを設定します。
    1～ 30 ipsで設定します。
④ 画質 ：  連続録画、イベント録画、緊急録画の画質を設定します。

［選択］最高／高／標準／中／低
⑤ 解像度 ：  録画データの解像度を選択します。

［選択］
4M ： 2560× 1440
WD1 ：   944× 480

Full HD ： 1920× 1080
D1 ：   704× 480

HD ： 1280× 720
WQVGA ：   480× 272

ご注意
● AHDカメラ（AHD2.0信号）を接続しているチャンネルは、4Mを選択した場合、

Full HDの解像度で録画されます。
● NTSCカメラを接続しているチャンネルは、4M、Full HD、または HDを選択した
場合、WD1の解像度で録画されます。

● 4Mを選択した場合は、総録画レートは 120 ipsに制限されます。（P. 5-18「録画レー
トについて」）

⑥  ：  設定を保存せずにネットワーク設定画面に戻ります。
⑦  ：  設定を保存して記録装置画面に移ります。

⑧ 閉じる ：  設定を保存せずに簡易設定を終了します。

＊  カメラ選択キーを押して、数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）

メ  モ
設定メニューの［録画 → 録画 → 録画タブ］（P. 4-59「各録画の共通設定をする」）で同様の設定ができます。

［録画設定画面］
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 ■ 記録装置設定（簡易設定）
ハードディスク内の録画データをすべて消去して使用する場合にハードディスクをフォーマットします。
内蔵している 2台のハードディスクに、同時に同じデータを録画するミラーリング機能を設定することもで
きます。工場出荷時は、ハードディスクは「録画」でフォーマットされています。ミラーリング機能を使う
場合には、「ミラーリング」でフォーマットしてください。（P. 4-20「ハードディスクをミラーリングする」）
ご注意
● フォーマットすると、ハードディスク内の録画データ、イベントログが消去されます。ハードディスクに
必要な録画データがある場合は、あらかじめ USBメモリーに保存してください。ただし、イベントログは
保存できません。（P. 5-35「録画データのバックアップ（コピー）」）

● フォーマット中に主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かないでください。ハー
ドディスク内のデータ破損やハードディスク故障の原因となることがあります。

① 容量 ：  記録装置の容量を表示します。

② 用途 ：  記録装置の用途を表示します。
［選択］
録画 ：録画ハードディスク
ミラーリング ：ミラーリングハードディスク

③ ステータス ：  記録装置の状態を表示します。
ご注意
「不良」と表示されている場合は、ハードディスクエラーです。フォーマットを行ってく
ださい。
フォーマットしても「不良」と表示される場合には、ハードディスクを交換する必要があ
ります。販売店へお問い合わせください。

④ フォーマット ：  ハードディスクをフォーマットします。（P. 4-19「ハードディスクをフォーマットする」、
P. 4-20「ハードディスクをミラーリングする」）

⑤  ：  録画設定画面に戻ります。

⑥  ：  表示設定画面に移ります。

⑦ 閉じる ：  簡易設定を終了します。

メ  モ
設定メニューの［録画 → 記録装置 → 記録装置タブ］（P. 4-56「記録装置」）で同様の設定ができます。

［記録装置画面］
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 1 記録装置画面で「フォーマット」を選択し、決定キーを押す。
フォーマット画面が表示されます。
メ  モ
記録装置画面は、設定メニュー画面で［録画 → 記録装置 → 記録装置タブ］を選択すると表示されます
（P. 4-56）。また、初回起動時の簡易設定画面（記録装置設定）でも表示されます（P. 4-18）。

［フォーマット画面］

 ●ハードディスクをフォーマットする

 2 フォーマットするハードディスクのチェックボックスを選択し、決定キーを押す。
ハードディスク番号のチェックボックスにチェックが入ります。再度押すと、選択を解除できます。
チェックが入ると「フォーマット」ボタンが選択可能になります。

 3 「ミラーリング使用」チェックボックスを確認する。
チェックボックスにチェックが入っていないことを確認してください。
チェックが入っている場合は、チェックボックスを選択し、決定キーを押すと選択が解除されます。ミラー
リング機能を使用する場合は、チェックボックスにチェックを入れます。（P. 4-20「ハードディスクをミ
ラーリングする」）

 4 「フォーマット」を選択し、決定キーを押す。
フォーマット確認画面が表示されます。

［フォーマット確認画面］

 5 「はい」を選択し、決定キーを押す。
フォーマットが開始されます。フォーマットが完了すると、記録装置画面に戻ります。

メ  モ
フォーマットは数分かかります。
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 1 記録装置画面で「フォーマット」を選択し、決定キーを押す。
フォーマット画面が表示されます。

 ●ハードディスクをミラーリングする
2台のハードディスクに同じデータを書き込み、一方のハードディスクが故障しても、もう一方のハードディ
スクで録画を継続する機能をミラーリングといいます。
1台のハードディスクを「録画ハードディスク」、録画ハードディスクと同じデータが書き込まれるハードディ
スクを「ミラーリングハードディスク」と呼びます。

 2 「ミラーリング使用」チェックボックスを選択し、決定キーを押す。
チェックが入り、ハードディスク番号 2の「用途」が「ミラーリング」に変わります。
再度押すと選択を解除できます。

［フォーマット画面］

 3 録画ハードディスクとミラーリングハードディスクのチェックボックスを選択し、決定キーを
押す。
ハードディスク番号のチェックボックスにチェックが入ります。再度押すと選択を解除できます。
2台のハードディスク番号のチェックボックスにチェックが入ると「フォーマット」ボタンが選択可能
になります。
ご注意
ハードディスクをミラーリングで使用している場合は、「フォーマット」ボタンは選択できません。
ハードディスク内の録画データをすべて消去したい場合は、ハードディスクをフォーマットしてくださ
い。ハードディスク内の録画データ、イベントログが消去されます。（P. 4-19「ハードディスクをフォー
マットする」）
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 4 「フォーマット」を選択し、決定キーを押す。
フォーマット確認画面が表示されます。

［フォーマット確認画面］

 6 ミラーリング設定を確認する。
記録装置画面でミラーリングが設定されたことを確認できます。
ハードディスク番号 2の「用途」が「ミラーリング」になっていることを確認してください。

 5 「はい」を選択し、決定キーを押す。
ミラーリング録画のフォーマットが開始され、最初に「ミラーリング中 ...」のメッセージが表示され、
次に「フォーマット中 ...」のメッセージが表示されます。
フォーマットが完了すると記録装置画面に戻ります。
メ  モ
フォーマットは数分かかります。
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 ■ 表示設定（簡易設定）
HDMI出力とアナログ RGB出力から出力する映像の解像度を、接続するモニターの解像度に合わせて設定
できます。工場出荷時は 1920× 1080に設定されています。Full HD（1920× 1080  60p）に対応したモ
ニターを使用してください。
HDMI出力のみ使用する場合は、本機の解像度を 3840× 2160に設定して、4K（3840× 2160 30p）に
対応したモニターを使用することで、さらに鮮明な映像を表示することもできます。

ご注意
● 本機で設定する出力解像度に対応していないモニターは使用できません。
● HDMI出力とアナログ RGB出力の解像度を異なる設定にすることはできません。

① 解像度 ：  出力する解像度を設定します。
ご注意
アナログ RGB出力は、3840× 2160、2560× 1440の解像度を使
用できません。
誤って設定しても、しばらく待つと元の解像度に戻ります。

② HDMIの解像度を自動で検知する ：  チェックを入れると、本機で設定した出力解像度が HDMI出力と接
続しているモニターで対応しているか確認し、対応している場合は
設定した出力解像度のまま出力します。対応していない場合は、最
適な解像度に自動で変更します。
チェックを外すと、本機で設定した出力解像度のまま出力します。
モニターが対応していない場合は映像が正しく表示されません。
このため、通常はチェックを入れてください。

③  ：  記録装置画面へ戻ります。

④ 閉じる ：  簡易設定を終了します。

メ  モ
設定メニューの［ディスプレー → 表示 → 解像度タブ］で同様の設定ができます。また、工場出荷時やモニター
交換時に接続するモニターの解像度が本機の解像度に非対応でモニターに映像が表示されない場合は、前面
キーで解像度を変更することができます。（P. 4-52「モニター出力の解像度を決める」）

［モニター解像度設定画面］
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システム設定
 ■ 情　報

本機の設定データを工場出荷時に戻したり、USBメモリーに出力したりすることができます。
また、USBメモリーから本機へ設定データを入力することができます。
設定メニュー画面で［システム → 情報］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「情報」

① DVR名 ：  デジタルレコーダーの名前を表示します。決定キーを押すと ｢文字入力画面」が表示
されます。英数、記号で最大 32文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
設定した DVR名は、遠隔通知機能の Eメールや DRNETの Callbackイベントリスト
に表示されます。
ご注意
「＼」「，」「%」は DVR名に使用しないでください。
DRNETや DRNET Mobileと接続して使用したときに正しく表示されないことがあり
ます。

② MACアドレス ：  本機のMACアドレスが表示されます。

③ バージョン ： 本機のファームウェアのバージョンが表示されます。

④ アップグレード ： 本機のファームウェアを更新します。（P. 4-24「ファームウェアを更新する」）

⑤ 出力 ：  本機で設定しているデータを USBメモリーに保存します。（P. 4-25「設定データを
USBメモリーに保存する」）
ご注意
システム設定やネットワーク設定の一部、録画設定の圧縮方式を出力できません。詳
細は、P. 7-12「工場出荷時設定一覧表」を参照してください。

⑥ 入力 ：  USBメモリーに保存してある設定データを入力し、本機の設定を置き換えます。（P. 4-26
「USBメモリーに保存した設定データを入力する」）

⑦ 初期値 ： 工場出荷時の設定に戻ります。
ご注意
ユーザー設定やネットワーク設定の一部、録画設定の圧縮方式は初期化されません。
詳細は、P. 7-12「工場出荷時設定一覧表」を参照してください。

⑧ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑨ キャンセル ：  設定を保存せず前画面に戻ります。
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 ●ファームウェアを更新する

ファームウェアデータの入った USBメモリーを使って、本機のファームウェアを更新することができます。
使用する USBメモリーにファームウェアデータが入っていることを確認してください。

最新のファームウェアデータは、TOA商品データダウンロードサイト（https://www.toa-products.com/
download/）から入手できます。本機の品番を検索してダウンロードし、USBメモリーに保存してください。
ファームウェアデータのファイル名：AH-R208-8-vx.x.x.pkg

（x.x.x部分にはバージョン番号が入ります。）
ご注意
● ファームウェアの更新は、アップグレード権限を持つユーザーでログインしている場合のみ行えます。
（P. 4-31「ユーザー設定」）
● USBメモリーは FAT32または NTFSフォーマットされたものを使用してください。
● USBメモリーは USB2.0端子または USB3.0端子に 1つだけ接続してください。
● ファームウェアデータは USBメモリーの直下に保存してください。他の場所に保存するとデータを認識で
きません。

● ファームウェアの更新中は、主電源スイッチを「切」にしないでください。また、電源プラグを抜かない
でください。

 また、USBメモリーを取り外さないでください。システムに異常が発生するおそれがあります。

 1 ファームウェアデータの入ったUSBメモリーをUSB2.0端子またはUSB3.0端子に挿入する。

 2 設定メニューの「システム」から「情報」を選択する。
本機のファームウェアバージョンが表示されます。

 3 バージョンの「アップグレード」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面が表示されます。
メ  モ

USBメモリーが認識できないときは「USBメモリーエラー。［No such device.］」と表示されます。

 4 ファイル名確認画面で「ファイル名」を選択し、決定キーを押す。
USBメモリー内に保存されているファームウェアデータのファイルがすべて表示されます。

 5 更新したいファームウェアデータのファイルを選択し、決定キーを押す。
選択したファイルが「ファイル名」に表示されます。

 6 「OK」を選択し、決定キーを押す。
ファームウェアの更新を開始します。ファームウェアの更新には約 1分程度かかります。
ファームウェアの更新が完了すると、自動的に再起動します。
メ  モ
● 本機に対応していないファームウェアデータを選択した場合には、以下のエラーメッセージが表示さ
れます。

 「システムアップグレード失敗。エラー：無効なパッケージ」
● ファームウェアの更新中は、録画やネットワーク配信等すべての機能は停止します。

 7 再起動完了後、設定メニューの「システム」から「情報」を選択し、決定キーを押す。
更新されたファームウェアのバージョンが表示されます。

 8 USBメモリーを取り外す。
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 ●設定データを USBメモリーに保存する

本機の設定データを USBメモリーへ出力することができます。出力されたファイルは、USBメモリーの直
下に保存されます。
ご注意
● USBメモリーは FAT32または NTFSでフォーマットされたものを使用してください。
● データを保存する場合は、USBメモリーをUSB2.0端子またはUSB3.0端子に 1つだけ接続してください。
● データの保存中は、USBメモリーを取り外さないでください。システムに異常が発生するおそれがあります。
● システム設定やネットワーク設定の一部、録画設定の圧縮方式は出力できません。詳細は、P. 7-12「工場
出荷時設定一覧表」を参照してください。

 1 USBメモリーを USB2.0端子または USB3.0端子に挿入する。

 2 設定メニューの「システム」から「情報」を選択し、決定キーを押す。

 3 システム設定の「出力」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面が表示されます。
メ  モ

USBメモリーが認識できないときは「USBメモリーエラー。［No such device.］」と表示されます。

 4 ファイル名確認画面で「ファイル名」を選択し、決定キーを押す。
文字入力画面が表示され、ファイル名の入力ができます。英数、記号で最大 16文字まで入力できます。
（P. 4-13「文字を入力する」）
メ  モ
ファイル名の初期値は untitled.cfgです。
ご注意
「｜」「＼」「／」「，」「？」「＊」「＜」「＞」「：」はファイル名に使用できません。

 5 文字入力画面でファイル名を入力し「OK」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面に戻ります。

 6 ファイル名確認画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
「設定値出力中．．．」とメッセージが表示され、出力が完了するとメッセージは消えます。
メ  モ

USBメモリーが認識できなくなったときや、USBメモリーの容量がいっぱいで出力できないときは「設
定値出力失敗」と表示されます。

 7 USBメモリーを取り外す。
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 ● USBメモリーに保存した設定データを入力する

出力した設定データを本機へ入力することができます。
USBメモリーにデータファイルが入っていることを確認してください。USBメモリーの直下に保存されて
いないと設定データが認識できません。
ご注意
● USBメモリーは FAT32または NTFSでフォーマットされたものを使用してください。
● データを読み込みする場合は、USBメモリーを USB2.0端子または USB3.0端子に 1つだけ接続してく
ださい。

● データの読み込み中、または保存中は USBメモリーを取り外さないでください。システムに異常が発生す
るおそれがあります。

● システム設定の「入力」を実行すると、キャンセルはできません。

 1 設定データの入った USBメモリーを USB2.0端子または USB3.0端子に挿入する。

 2 設定メニューの「システム」から「情報」を選択し、決定キーを押す。

 3 システム設定の「入力」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面が表示されます。
メ  モ

USBメモリーが認識できないときは「USB メモリーエラー。［No such device.］」と表示されます。

 4 ファイル名確認画面で「ファイル名」を選択し、決定キーを押す。
USBメモリー内に保存されている設定ファイルがすべて表示されます。

 5 入力したいファイルを選択し、決定キーを押す。
選択したファイルが「ファイル名」に表示されます。

 6 「OK」を選択し、決定キーを押す。
「設定値入力中．．．」とメッセージが表示され、完了するとメッセージは消えます。
メ  モ

USBメモリーが認識できなくなったときや、別の機種で作成された設定データを選択したときは「設定
値入力失敗」と表示されます。

 7 USBメモリーを取り外す。
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設定メニュー
↓

「システム」
↓

「日付・時間」
↓

「日付・時間」タブ

① タイムゾーン ： 標準時間に対する時差を表示します。
「（GMT+ 09:00）Osaka, Sapporo, Tokyo」（日本）に設定されていますので、
設定は変更しないでください。

② 日付 ：  日付を設定します。
決定キーを押して、左右キーで年・月・日を選択し、上下キーで数値を変更します。

③ 表示形式変更（日付） ： 日付表示形式を設定します。
［選択］
年－月－日 月／日／年
年／月／日 日－月－年
月－日－年 日／月／年

④ 時間 ：  時刻を設定します。
決定キーを押して、左右キーで時・分・秒を選択し、上下キーで数値を変更します。
ご注意
NTP設定を有効にしている場合は、現在時刻の設定ができません。現在時刻変更
後に自動的に NTP調時が行われます。（P. 4-28「NTP調時機能を設定する」）

⑤ 表示形式変更（時間） ： 時刻の表示方法を設定します。
［選択］
時 :分 :秒 AM（PM） ： 12時間表示
時 :分 :秒 ： 24時間表示

⑥ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。
メ  モ

NTP設定で“NTPを使用する”にチェックが入っていると、同時に NTP調時が
動作します。（P. 4-28「NTP調時機能を設定する」）

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

 ■ 日付・時間設定
 ●現在時刻を変更する

現在の時刻を設定できます。
設定メニュー画面で［システム → 日付・時間 → 日付・時間タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
● 時刻を戻す変更を行った場合、すでに録画データがあれば同時刻の録画データが重複します。
● 使用環境により本機の内蔵時計に時刻のずれが生じる場合があります。
 より正確な時刻で記録するために、タイムサーバー（NTPサーバー）をご使用ください。
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 ● NTP調時機能を設定する

ネットワーク上にある NTPサーバーに接続し、本機の現在時刻を調時します。
本機を起動したときや NTPサーバーによる調時機能を有効にしたときに調時を行い、その後は設定した間隔
に従ってNTPサーバーへ自動で接続して調時を行います。NTPサーバーと本機のずれが ±10秒未満の場合、
録画データが重複しないように少しずつ時刻を合わせます。
また、本機を NTP サーバーとして使用することができます。ネットワークを使用して、NTPサーバーによ
る調時機能を持つ機器の内蔵時計をすべて同じ時刻に調時することができます。
接続にネットワークを使うため、ネットワークの設定を行う必要があります。（P. 4-67「ネットワーク設定」）
設定メニュー画面で［システム → 日付・時間 → NTPタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
現在時刻の設定が正確な時刻に対して 10秒以上未来に設定されている場合、NTPサーバーに接続して調時
を行うと、すでに録画データがあれば同時刻の録画データが重複します。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「日付・時間」
↓

「NTP」タブ

① NTPを使用する ：  チェックを入れるとネットワーク上にある NTPサーバーによる調時機
能が有効になります。

② NTPサーバー ：  NTPサーバーのサーバー名または IPアドレスを表示します。
決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。最大 32文字まで
入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）

③ 間隔 ： NTPサーバーに接続する間隔を設定します。
［選択］30分／ 1時間／ 2時間／ 3時間／ 6時間／ 12時間／ 1日

④ アップデート ： 決定キーを押すと NTPサーバーに接続し、NTP調時が動作します。
正しく調時が行われた場合、画面に「時間調整完了」のメッセージが表
示されます。
メ  モ

NTPサーバーに接続できない場合、画面に「時間調整失敗」のメッセー
ジが表示されます。

⑤ NTPサーバー機能を有効にする ：  チェックを入れると本機は NTPサーバーとして動作します。
本機の時刻をネットワーク経由で取得する機器は、本機の IPアドレス
を NTPサーバーに設定してください。

⑥ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。“NTPを使用する”にチェックが入っ
ていると、同時に NTP調時が動作します。

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●休日を設定する

休日の設定ができます。
休日は、録画スケジュール（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）、アラームスケジュール（P. 4-47「アラー
ムを有効にする条件を決める（スケジュール）」）、マスク機能（P. 4-43「モニター画面で表示しないカメラを
決める（マスク設定）」）に使用できます。
開始日と終了日を含む日を休日とします。設定は翌年以降も有効になります。最大 50件まで設定できます。
設定メニュー画面で［システム → 日付・時間 → 休日タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「日付・時間」
↓

「休日」タブ

① 開始 ：  休日の開始日を設定します。
決定キーを押して、左右キーで月・日を選択し、上下キーで数値を変更します。

② 終了 ：  休日の終了日を設定します。
決定キーを押して、左右キーで月・日を選択し、上下キーで数値を変更します。

③  （全削除） ： すべての休日設定を削除します。

④  （削除） ： 選択した休日設定を削除します。

⑤  （追加） ： 休日の開始・終了日を追加します。

⑥ ページ切り換え ： 11件以上作成した場合、   でページを切り換えます。

⑦ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

ご注意
祝日は年ごとに日付が異なるため、祝日の休日設定は毎年行ってください。

メ  モ
うるう年には 2月 29日を設定できます。



4-30

第 4章　設定のしかた

 ●機器間の時刻を合わせる（調時）

本機をタイムサーバーや本機以外のデジタルレコーダーの時刻に合わせることができます。
本機の時刻が正時 ±10秒未満のときは、録画データが重複しないように少しずつ時刻を合わせます。
また、本機以外のデジタルレコーダーを本機の時刻に合わせることもできます。
設定メニュー画面で［システム → 日付・時間 → 調時タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
● 外部機器からの調時によって 10秒以上時刻を戻す変更を行った場合、すでに録画データがあれば同時刻の
録画データが重複します。

● 接点調時を使用して本機の時刻を合わせる場合は、マスター機の調時出力端子と本機の調時入力端子を正
しく接続してください。間違った接続を行うと、本機の時刻がずれることがあります。

 調時入力端子からの入力で調時を行った場合は、システムログを保存します。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「日付・時間」
↓

「調時」タブ

① 調時を使用する ： 接点調時を使用する場合は、チェックを入れて有効にします。

② 調時モード ： 本機を調時のマスター機として使用するか、スレーブ機として使用するかを選択します。
［選択］
マスター ：  本機の時刻が調時時刻で設定した時刻になると調時出力端子から信号を出

力します。
メ  モ
調時モードがマスターのとき、本機は調時入力信号は受け付けません。

スレーブ ：  本機の時刻が正時 ±20分以内のときに、調時入力端子から信号を受け付け
ると本機の時刻を正時に合わせます。また、調時入力端子から入力を受け
ると同時に調時出力端子から信号が出力されます。
メ  モ
正時とは、ある時間の分と秒が 0分 0秒である時刻です。
本機の時刻が 40分 00秒から 59分 59秒にあるとき、時刻が正時まで進み、
00分 00秒から 20分 00秒にあるとき、時刻が正時まで戻ります。これら
以外の時刻では調時されません。

③ 調時時刻 ： 調時モードがマスターの場合に調時出力端子から信号を出力する時刻を設定します。
［選択］
正時 ： 毎正時に出力します。
00:00～ 23:00 ： 1日 1回、設定した時間の正時に出力します。
メ  モ
調時モードがスレーブのときは、設定する必要はありません。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ■ ユーザー設定
本機で各種操作や設定変更などを行うためには、それぞれの機能の操作権限を持つユーザー IDで本機にログ
インする必要があります。
ご注意
● 操作権限のない機能を操作すると「アクセス拒否されました。権限を確認してください。」とメッセージが
表示されます。

● ユーザー設定はグループ「Administrator」のユーザー IDだけがすべての操作ができます。
 「設定」権限を持つほかのユーザー IDは、自分のパスワードと自動ログアウト設定だけが変更できます。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「ユーザー」
↓

「ユーザー」タブ

① オートログイン ： On/Offの切り換えができます。
   Onにすると、本機を起動したときに設定したユーザーで自動的にログインします。

② ログインユーザー ：  自動的にログインするユーザーを設定します。オートログインがOnのとき有効に
なります。

③ 自動ログアウト ： On/Offの切り換えができます。
   Onにすると、自動ログアウト時間で設定した時間が経過すると自動的にログアウ

トします。

④ 自動ログアウト時間 ： 自動ログアウトがOnのとき有効になります。
［選択］
10秒／ 20秒／ 30秒／ 1分／ 2分／ 3分／ 4分／ 5分／ 10分／ 20分／ 30分／
1時間

 ●ユーザーを設定する

本機では、あらかじめ管理者レベルのユーザー「Administrator」と基本的な操作だけができるユーザー
「Guest」が登録されています。ユーザーは「Administrator」と「Guest」以外に 16名追加できます。
設定したユーザーで自動的にログインしたり、一定時間操作しないとき自動的にログアウトしたりすること
ができます。また、自動ログアウトを設定しているときも手動でログアウトできます。（P. 3-9「ログアウト」）
設定メニュー画面で［システム → ユーザー → ユーザータブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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⑤ ユーザー ： 登録されているユーザーを表示します。
ユーザーの設定を変更をするときは、決定キーを押すと「ユーザー登録画面」が表
示されます。（P. 4-33「ユーザー設定を登録・変更する」）

⑥ グループ ：  選択したユーザーの所属するグループを表示します。
決定キーを押すと操作権限が確認できます。

メ  モ
この画面ではグループの操作権限を変更できません。変更はグループ設定画面で
行ってください。（P. 4-34「グループを設定する（グループ）」）

⑦  （全削除） ： ユーザーリストに登録されたすべてのユーザーを削除します。
決定キーを押すと確認画面が表示されます。「はい」を選択し、決定キーを押すと
「Administrator」と「Guest」を除くすべてのユーザーを削除します。

⑧  （削除） ： 選択したユーザーを削除します。
決定キーを押すと確認画面が表示されます。「はい」を選択し、決定キーを押すと
選択したユーザーを削除します。
ご注意
「Administrator」と「Guest」は削除できません。

⑨  （追加） ： 新しいユーザーを登録します。
決定キーを押すと「ユーザー登録画面」が表示されます。（P. 4-33「ユーザー設定
を登録・変更する」）

⑩ ページ切り換え ： ユーザーを 7名以上作成した場合、   でページを切り換えます。

⑪ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑫ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●ユーザー設定を登録・変更する

新しいユーザー IDの登録や、登録したユーザーのユーザー ID、グループ、およびパスワードを変更できます。
設定メニュー画面で［システム → ユーザー → ユーザータブ］を選択します。
追加ボタンを選択して決定キーを押すと、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「ユーザー」
↓

「ユーザー」タブ
（追加ボタン）

① 使用者名 ：  ユーザー IDを表示します。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、使用者名の入
力ができます。英数、記号で最大 16文字を入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
ご注意
「＼」「，」「%」は使用者名に使用しないでください。

② グループ ：  ユーザーの所属するグループを選択します。「Administrator」、「Guest」またはグループ
設定（P. 4-34）で操作権限を設定したGroup 3～ 16のグループ IDから選択します。
メ  モ
使用者名が「Administrator」または「Guest」の場合はグループの変更はできません。使
用者名が「Administrator」のときはグループは「Administrator」であり、使用者名が「Guest」
のときはグループは「Guest」です。

③ パスワード ： パスワード設定画面を開きます。（P. 4-14「パスワードを設定する」）
ご注意
● 必ずパスワードを設定してください。パスワードを設定すると「OK」が有効になります。
● 登録しているユーザーのパスワードを忘れた場合は、グループ「Administrator」のユー
ザー IDでメニューにログインし、ユーザー設定でパスワードを忘れたユーザーを削除し
て、再度新しいユーザーとして追加してください。
「Administrator」または「Guest」のパスワードを忘れた場合は、販売店にご相談ください。

④ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。
保存するには、前画面で「OK」を選択し、決定キーを押してください。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

［ユーザー登録画面］



4-34

第 4章　設定のしかた

 ●グループを設定する（グループ）

本機では、あらかじめ管理者レベルのグループ「Administrator」と基本的な操作だけができるグループ
「Guest」が設定されています。「Administrator」と「Guest」以外に 14のグループを設定できます。
設定メニュー画面で［システム → ユーザー → グループタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
グループ設定はグループ「Administrator」のユーザー IDだけが操作できます。ほかのユーザー IDは登録、
変更できません。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「ユーザー」
↓

「グループ」タブ

① グループ ： 登録されているグループを表示します。
操作権限を変更するときは、決定キーを押します。
ご注意
「Administrator」と「Guest」のグループ設定は変更できません。

②  （全削除） ： グループリストに登録されたすべてのグループを削除します。
決定キーを押すと確認画面が表示されます。「はい」を選択し、決定キーを押すと
「Administrator」と「Guest」を除くすべてのグループを削除します。
ご注意
削除したグループに設定されているユーザー（使用者名）も削除されます。

③  （削除） ： 選択したグループを削除します。
決定キーを押すと確認画面が表示されます。「はい」を選択し、決定キーを押すと選
択したグループを削除します。
ご注意
● 「Administrator」と「Guest」は削除できません。
● 削除したグループに設定されているユーザー（使用者名）も削除されます。

④  （追加） ： 新しいグループを登録します。
決定キーを押すと「グループ登録画面」が表示されます。（P. 4-35「グループ設定を
登録・変更する」）

⑤ ページ切り換え ： 9グループ以上作成した場合、   でページを切り換えます。

⑥ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

［グループ設定画面］
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 ●グループ設定を登録・変更する

グループを追加する場合は、グループ名を決めて、権限を与える設定にチェックを入れて有効にします。
あらかじめ設定されているグループ「Administrator」はすべての権限が有効になっています。
また、グループ「Guest」はすべての権限が無効になっています。
設定メニュー画面で［システム → ユーザー → グループタブ］を選択します。
追加ボタンを選択して決定キーを押すと、以下の画面が表示されます。
メ  モ
グループ「Administrator」と「Guest」の権限は変更できません。

設定メニュー
↓

「システム」
↓

「ユーザー」
↓

「グループ」タブ
（追加ボタン）

［グループ登録画面］

① グループ名 ：  グループ名を表示します。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
英数、記号で最大 16文字を入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
ご注意
「＼」「，」「%」はグループ名に使用しないでください。

② 操作権限項目 ： 権限を有効にするには、チェックボックスにチェックを入れます。
設定 ： 設定メニューの操作権限を有効／無効にします。

ご注意
ユーザー設定はグループ「Administrator」のユーザー IDだけがす
べての操作ができます。「設定」権限が有効なほかのユーザー IDは、
自分のパスワードと自動ログアウト設定だけを変更できます。

フォーマット ：  ハードディスク初期化の操作権限を有効／無効にします。
メ  モ
ハードディスクのフォーマットを実行するためには、「設定」の権限
を有効にしてください。
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アップグレード ：  ファームウェアを更新する権限を有効／無効にします。
メ  モ
ファームウェアの更新を実行するためには、「設定」
の権限を有効にしてください。

カメラ制御 ：  コンビネーションカメラの操作・設定変更または
AHDカメラの設定変更の権限を有効／無効にします。

再生 ：  時間指定、検索を含む再生の操作権限を有効／無効に
します。

バックアップ ： バックアップの操作権限を有効／無効にします。
メ  モ
バックアップを実行するためには、「再生」の権限を
有効にしてください。

アラーム解除 ：  アラーム状態を解除する権限を有効／無効にします。
（P. 6-15「アラーム動作」）

シャットダウン ： シャットダウンの操作権限を有効／無効にします。

ネットワークライブ＊ ：  コンビネーションカメラ制御を除くライブ映像の操作
権限を有効／無効にします。

ネットワークカメラ制御＊ ：  コンビネーションカメラの操作・設定変更または
AHDカメラの設定変更の権限を有効／無効にします。
ご注意
ネットワークライブ権限が無効になっていると変更で
きません。

ネットワークアラーム制御＊ ：  アラームの発生と解除の操作権限を有効／無効にし
ます。
メ  モ
ネットワークアラーム制御を実行するためには、「ネッ
トワークライブ」の権限を有効にしてください。

ネットワーク再生＊ ：  時間指定、検索を含む再生の操作権限を有効／無効に
します。

ネットワーク設定＊ ：  遠隔設定の操作権限を有効／無効にします。

マスク設定カメラの監視を許可 ：  「マスク設定」のモードを「中」または「高」にして
いるカメラの映像を表示する権限を有効／無効にしま
す。（P. 4-43「モニター画面で表示しないカメラを決
める（マスク設定）」）

③ ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  ネットワークを経由して、DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーのログインユーザーが本機
にアクセスしたときに操作できる項目です。
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 ■ グループ別操作権限一覧
あらかじめ設定されているグループ「Administrator」と「Guest」、新規に作成するグループで操作できる
項目は以下のとおりです。

○：操作権限あり　×：操作権限なし

操作項目 ログイン Administrator Guest 新規グループ
ログイン・ログアウト 必要 ○ ○ ○
設定メニューの表示 必要 ○ ○ ○
設定メニューの設定変更 必要 ○ ×     ×＊ 1

ハードディスクフォーマット 必要 ○ ×     ×＊ 2

ファームウェアの更新 必要 ○ ×     ×＊ 3

操作メニューの表示 必要 ○ ○ ○
ライブ画面の操作 必要 ○ ○ ○
再生画面の操作 必要 ○ ×     ×＊ 4

バックアップ作成 必要 ○ ×     ×＊ 5

アラーム解除
（コントロール出力の停止、ブザー鳴動の停
止、アラーム表示灯の消灯）

必要 ○ ×     ×＊ 6

コンビネーションカメラの操作（マニュアル） 必要 ○ ×     ×＊ 7

コンビネーションカメラや AHDカメラのメ
ニュー設定 必要 ○ ×     ×＊ 7

シャットダウン 必要 ○ ×     ×＊ 8

ネットワークライブ ー ○ ×     ×＊ 9

ネットワークアラーム制御 ー ○ ×      ×＊ 10

ネットワーク再生 ー ○ ×      ×＊ 11

ネットワークからのコンビネーションカメラ
の操作（マニュアル） ー ○ ×      ×＊ 12

ネットワークからコンビネーションカメラや
AHDカメラのメニュー設定 必要 ○ ×      ×＊ 13

ネットワーク設定 ー ○ ×      ×＊ 14

マスク設定カメラの監視 必要 ○ ×      ×＊ 15

緊急録画開始／停止 ー ○ ○ ○
ログの表示・出力 必要 ○ ○ ○

＊ 1 「グループ設定」の「設定」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 2 「グループ設定」の「フォーマット」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 3 「グループ設定」の「アップグレード」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 4 「グループ設定」の「再生」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 5 「グループ設定」の「バックアップ」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 6 「グループ設定」の「アラーム解除」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 7 「グループ設定」の「カメラ制御」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 8 「グループ設定」の「シャットダウン」にチェックが入っているグループのユーザーは操作できます。
＊ 9  「グループ設定」の「ネットワークライブ」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNET、DRNET 

Mobile、またはWebブラウザーから本機にアクセスして操作できます。
＊ 10  「グループ設定」の「ネットワークアラーム制御」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNETから本
機にアクセスして操作できます。

＊ 11  「グループ設定」の「ネットワーク再生」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNET、DRNET 
Mobile、またはWebブラウザーから本機にアクセスして操作できます。
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＊ 12  「グループ設定」の「ネットワークカメラ制御」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNET、DRNET 
Mobile、またはWebブラウザーから本機にアクセスして操作できます。

＊ 13  「グループ設定」の「ネットワークカメラ制御」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNETから本機
にアクセスして操作できます。

＊ 14  「グループ設定」の「ネットワーク設定」にチェックが入っているグループのユーザーは、DRNET、DRNET 
Mobile、またはWebブラウザーから本機にアクセスして操作できます。

＊ 15  「グループ設定」の「マスク設定カメラの監視を許可」にチェックが入っているグループのユーザーはカメラの映像
を表示します。
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デバイス設定
 ■ カメラ設定

 ●使用するカメラとカメラ名称を決める

カメラチャンネル番号ごとに使用するカメラやカメラ名、画質を設定できます。
設定メニュー画面で［デバイス → カメラ → カメラタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「カメラ」
↓

「カメラ」タブ

① 一斉チェックボックス ：  使用するカメラを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択し、外すとす
べての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのカメラの映像入力は無効
になり、ライブ表示と録画のどちらもできません。

② チェックボックス ：  使用するカメラを選択します。チェックを入れると選択し、外すと選択を解除し
ます。選択を解除すると、カメラの映像入力は無効になり、ライブ表示と録画の
どちらもできません。

③ タイトル ：  カメラ名を表示します。
決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、カメラ名の入力ができます。英数、
記号で最大 16文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
メ  モ

Webブラウザーや DRNETの遠隔設定を使用して日本語（漢字、カタカナ、ひ
らがな）を入力できます。すべて日本語を使用した場合、最大 10文字まで入力
できます。（P. 6-40「遠隔設定でカメラ名を設定する」）DRNETでの入力方法に
ついては、DRNETの取扱説明書（Rev. 4.0以降）をご覧ください。
ご注意
● 「＼」「，」「%」はカメラ名には使用しないでください。
 DRNETや DRNET Mobileと接続して使用したときに正しく表示されないこ
とがあります。

● 分割画面によってはすべての文字を表示できないことがあります。
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④ 映像方式 ：  カメラの映像方式を選択します。
「自動」にするとカメラの映像方式を自動で判別します。通常は「自動」を使用してください。
映像信号の劣化などにより自動判別が正しく動作せず、映像が表示されなかったり、映像が
乱れたりするときは、カメラの映像方式に合わせて設定します。
［選択］
自動 ：自動判別
AHD3.0 ：AHD3.0信号方式
AHD2.0 ：AHD2.0信号方式
NTSC ：NTSC信号方式
ご注意
映像方式の設定を間違えると、正しく映像が表示されず録画もできません。
メ  モ
映像方式を「自動」以外に設定すると、AHDカメラ映像の劣化を抑える EQ設定の自動認
識は無効になります。手動で最適なケーブル補償レベルに設定してください。（P. 4-40「カ
メラ映像の画質を調整する」）

⑤ 画質 ：  「設定」を選択し、決定キーを押すと「画質設定画面」が表示されます。（P. 4-40「カメラ映
像の画質を調整する」）

⑥ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。

メ  モ
カメラの映像入力を無効にすると、スポット出力をライブ映像専用の出力に設定していてもライブ表示でき
ません。

 ●カメラ映像の画質を調整する
カメラ映像の明るさや色の濃淡、色合いを調整して見やすい映像にできます。また、NTSCカメラ映像のノ
イズ（細い縦縞など）を低減したり、AHDカメラ映像のケーブル補償機能を設定したりできます。設定した
映像は、録画映像にも反映されます。
設定メニュー画面で［デバイス → カメラ → カメラタブ］から「画質：設定」を選択すると、以下の画面が
表示されます。
ご注意
● 映像が暗いと、モーション検知の感度が低くなります。
● 設定変更中は、保存前でも録画映像やライブ映像にそのまま反映されます。

［画質設定画面］

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「カメラ」
↓

「カメラ」タブ
↓

「画質：設定」を選択
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① 明るさ ： 明るさを -15～ +15から設定します。

② コントラスト ： コントラストの強さを -15～ +15から設定します。

③ 彩度 ： 色の濃淡を -15～ +15から設定します。

④ 色相 ： 色合いを -15～ +15から設定します。

⑤ 方式 ：  NTSCカメラ映像のノイズ（細い縦縞など）を低減することができます。NTSC
カメラを接続しているチャンネルのみ動作します。
通常は「1（標準モード）」を使用してください。ライブ映像または再生映像でノイ
ズが気になるときは「2（ノイズ低減モード）」をお試しください。
［選択］
1：標準モード
2：ノイズ低減モード
メ  モ
ノイズ低減モードは標準モードに比べ解像度が低下します。

⑥ EQ ：  ケーブル延長による AHDカメラ映像の劣化を抑えることができます。AHDカメ
ラを接続しているチャンネルのみ動作します。
本機は電源起動時、または、映像入力時に最適なケーブル補償レベルを判断します。
ケーブル補償レベルは、+1（最小）～ +6（最大）の 6段階です。
［選択］
自動認識 ：自動で最適なケーブル補償レベルに設定します。

ケーブル補償レベルは最適値が表示され、変更はできません。通常は「自
動認識」を使用してください。
メ  モ
カメラの映像方式の判別を「自動」に設定している場合に選択可能です。
（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）

手動 ：手動でケーブル補償レベルを設定します。
メ  モ
ケーブル延長距離が短い場合はケーブル補償レベルを小さくし、長い場
合は大きくすることをお勧めします。

⑦ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

（AHD2.0/AHD3.0）
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 ●コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）

コンビネーションカメラを接続するカメラチャンネルを選択し、カメラのプロトコルとアドレス、パン・チ
ルトの旋回速度を設定することができます。
設定メニュー画面で［デバイス → カメラ → PTZタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

［デバイス」

↓

［カメラ」

↓

「PTZ」タブ

① 一斉チェックボックス ：  コンビネーションカメラとして使用するカメラチャンネルを一斉選択します。
チェックを入れるとすべて選択し、外すとすべての選択を解除します。

② チェックボックス ：  コンビネーションカメラとして使用するカメラチャンネルを選択します。
チェックを入れると選択し、外すと選択を解除します。

③ プロトコル ：カメラのプロトコルを選択します。
［選択］
TOA-B ：  NTSCコンビネーションカメラまたは AHDコンビネーションカメラ

を RS-485制御します。
同軸多重 ： AHDコンビネーションカメラを同軸多重制御します。

④ アドレス ＊ ：  カメラアドレスを設定します。制御するコンビネーションカメラと同じアドレス
に設定してください。
決定キーを押して、左右キーで数値を選択し、上下キーで数値を変更します。
ご注意
● アドレス「0」はコンビネーションカメラを RS-485制御する場合の一斉通信
用のアドレスです。② でチェックを入れたカメラのアドレスに「0」を使用し
ないでください。

● カメラのプロトコルで「同軸多重」を選択した場合、アドレスはグレーアウト
され無効になります。

⑤ スピード ＊ ：コンビネーションカメラのパン、チルトの旋回速度を選択します。
［選択］1（遅い）～ 10（速い）
メ  モ
ズーム、フォーカスのレンズ速度は一定です。

⑥ OK ：設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ：設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示（アドレス設定のみ）し、
数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 ●モニター画面で表示しないカメラを決める（マスク設定）

HDMI出力とアナログ RGB出力のライブ画面と再生画面のカメラ映像を表示しないように設定できます（マ
スク機能）。マスク設定したカメラ映像は黒画面で表示されますが、録画への影響はありません。
スポット出力をライブ映像専用の出力に設定していても、マスク設定したカメラ映像は黒画面で表示されま
す。設定メニュー画面で［デバイス → カメラ → マスク設定タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
メ  モ
マスク設定カメラの監視を許可する権限を持つユーザーでログインしている場合は、マスク設定のモードに関
係なくカメラ映像が表示されます。マスク設定したカメラ映像を表示するときは、「Administrator」などマス
ク設定カメラの監視を許可する権限を持つユーザーで本機にログインしてください。（P. 3-8「ログイン」 ）

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「カメラ」
↓

「マスク設定」タブ

① 曜日 ：  設定する曜日を選択します。「ALL」を選択すると、すべての曜日を設定できます。
［選択］ALL／日／月／火／水／木／金／土／休日／月～金／土日
メ  モ
休日の設定については、P. 4-29「休日を設定する」を参照してください。

② 開始～終了 ：  開始・終了時刻を設定します。決定キーを押して、左右キーでそれぞれの時刻を選択し、
上下キーで数値を変更します。設定間隔は 15分です。

③ モード ： ライブ画面と再生画面のカメラ映像、OSD表示のモードを選択します。
［選択］

Off  ： カメラ映像とOSDを表示します。通常のカメラ表示形式です。
中 ： OSD表示をします。カメラ映像は表示しません。
高 ：  カメラ映像とOSD表示のどちらもモニターに表示しません。（カメラチャンネル

番号のみ表示します。）
メ  モ
モードの設定はモニター画面の表示を変えるだけで、録画データへの影響はありません。

④ カメラ ：  マスク設定するカメラ番号を選択します。複数のカメラを設定できます。

⑤  （全削除） ：  すべてのスケジュールをリストから削除することができます。

⑥  （削除） ：  選択したスケジュールをリストから削除することができます。

⑦  （追加） ：  スケジュールリストが追加されます。

⑧ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑨ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ■ 音声設定
 ●使用する音声チャンネルを決める

本機に入力された音声信号と同時に録画するカメラ映像のチャンネルを設定することができます。
入力する音声のチャンネルごとに使用する音声チャンネルや名称を設定できます。選択した音声チャンネル
はライブ音声として出力できます。ここで選択した音声チャンネルが録音されます。（P. 5-19「録音する」）
設定メニュー画面で［デバイス → 音声］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「音声」

① 一斉チェックボックス ：  使用する音声チャンネルを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択し、
外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべての音声チャンネル
のライブ音声の出力と録音は無効になります。

② チェックボックス ：  使用する音声チャンネルを選択します。チェックを入れると選択し、外すと選択
を解除します。選択を解除すると、音声チャンネルのライブ音声の出力と録音は
無効になります。

③ タイトル ：  音声チャンネルの名称を表示します。
決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され音声チャンネル名の入力ができま
す。英数、記号で最大 16文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
ライブ操作メニューの「音声」を選択したときに表示されます。

④ カメラ ：  音声チャンネルごとに音声信号と同時に録画するカメラ映像のチャンネルを選択
します。決定キーを押すと「録音カメラ選択画面（P. 4-45）」が表示されます。
ご注意
カメラチャンネルは重複して設定できません。

⑤ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑥ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。
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［録音カメラ選択画面］

① 一斉チェックボックス ：  音声信号と同時に録画するカメラ映像のチャンネルを一斉選択します。チェッ
クを入れるとすべて選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除す
ると、すべてのカメラチャンネルの録音は無効になります。

② チェックボックス ：  音声信号と同時に録画するカメラ映像のチャンネルを選択します。チェックを
入れると選択し、外すと選択を解除します。選択を解除すると、カメラチャン
ネルの録音は無効になります。

③ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ■ アラーム設定
 ●アラームの設定を行う

アラーム設定画面では、アラーム継続時間、コントロール出力の名称、出力形式を設定することができます。
設定メニュー画面で［デバイス → アラーム → アラームタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「アラーム」
↓

「アラーム」タブ

① アラーム継続時間 ：  センサーイベント、モーションイベントが終了したあとに、コントロール出力
とブザー鳴動を継続して出力する時間を設定します。
［選択］
5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／ 40秒／ 50秒
1分／ 2分／ 3分／ 4分／ 5分／ 10分

② タイトル ：  コントロール出力端子の名前を表示します。
決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。英数、記号で最大 16文
字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
設定メニューで、コントロール出力端子を選択する項目が表示されるときに各
コントロール出力端子の名称として表示されます。

③ 形式 ：  コントロール出力端子の出力形式を設定します。
［選択］
NO（Normally Open） ： コントロール出力On時にメイク、Off時にブレイク

します。
NC（Normally Close） ： コントロール出力On時にブレイク、Off時にメイク

します。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ：  設定を保存せず前画面に戻ります。
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① 曜日 ： 設定する曜日を選択します。「ALL」を選択すると、すべての曜日を設定できます。
［選択］ALL／日／月／火／水／木／金／土／休日／月～金／土日
メ  モ
休日の設定については、P. 4-29「休日を設定する」を参照してください。

② 開始～終了 ：  開始・終了時刻を設定します。決定キーを押して、左右キーでそれぞれの時刻を選択し、
上下キーで数値を変更します。設定間隔は 15分です。

③ モード ： アラームのモードを選択します。
［選択］
イベント ：イベント発生時にアラームを出力します。
On ：設定した出力内容のアラームを出力します。
Off  ：設定した出力内容のアラームを出力しません。
メ  モ
● イベントを選択した場合は、イベント設定メニューのアラーム動作を設定する必要があり
ます。（P. 6-15「イベントによるアラーム」）

● OnまたはOffに設定した場合は、イベントの発生に関係なくスケジュールの設定時間で
OnまたはOffされます。

④ アラーム ：  アラームの出力内容を設定します。コントロール出力端子番号やブザー鳴動の選択をして
ください。決定キーを押すと「アラーム設定画面（P. 4-48）」が表示され、動作させたい
アラームを設定できます。
ご注意
出力内容を設定しないとアラームは出力されません。

 ●アラームを有効にする条件を決める（スケジュール）

アラームのスケジュールを設定します。曜日、開始～終了、モード、出力内容の設定をすることができます。
最大 10件まで設定できます。
設定したスケジュールの時間帯が重複しているアラームは、番号の大きいスケジュールが優先されます。
設定メニュー画面で［デバイス → アラーム → スケジュールタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
メ  モ
スケジュールの終了時刻と別のスケジュールの開始時刻が同じ場合、アラーム状態は途切れません。

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「アラーム」
↓

「スケジュール」タブ
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［アラーム設定画面］

① 一斉チェックボックス ：  すべてのコントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェッ
クを入れるとすべて選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除する
と、すべてのコントロール出力とブザー鳴動は無効になります。

② チェックボックス ：  コントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェックを入
れると選択し、外すと選択を解除します。選択を解除すると、コントロール出力
とブザー鳴動は無効になります。

③ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには、前画面で「OK」を
押してください。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

⑤  （全削除） ： すべてのスケジュールをリストから削除することができます。

⑥  （削除） ： 選択したスケジュールをリストから削除することができます。

⑦  （追加） ： 新しいスケジュールがリストに追加されます。

⑧ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑨ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。



4-49

第 4章　設定のしかた

設定メニュー
↓

「デバイス」
↓

「RS485」

① bps ： 通信速度を設定します。
コンビネーションカメラを接続するときは、「38400」を使用してください。
［選択］9600／ 19200／ 38400
ご注意
用途を「コントローラー」に設定すると、通信速度は「19200」に固定され変更はでき
ません。

② データ長 ： データビットを表示します。

③ ストップビット ： ストップビットを表示します。

④ パリティ ： パリティを表示します。

⑤ 用途 ： RS-485の用途を設定します。
［選択］
PTZ ：本機からコンビネーションカメラを操作します。
コントローラー ：リモートコントローラー（C-RM700）から本機を操作します。

⑥ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

 ■ RS485設定
本機からコンビネーションカメラを操作するため、またはリモートコントローラー（C-RM700）から本機を
操作するための RS-485の設定ができます。
工場出荷時は、コンビネーションカメラを操作できる設定になっています。
設定メニュー画面で［デバイス → RS485］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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ディスプレー設定
 ■ 表示設定

 ● OSDやステータスバー表示位置を設定する

HDMI出力とアナログ RGB出力へのOSDやステータスバーの表示位置を調整します。
モニターによっては、本機のモニター出力映像のすべての領域を表示できないため、OSDやステータスバー
がモニター画面に収まらない場合があります。このようなときに、OSDの位置を画面中央方向に寄せてカメ
ラ名を表示させることができます。本機の OSDは画面の左上に表示されるため、画面の左側に配置された
カメラのOSDを右側に寄せ、上側に配置されたカメラのOSDを下側に移動します。また、ステータスバー
を表示していないときの日時表示OSDを上側に移動します。

1.CAM1 2.CAM2

3.CAM3 4.CAM4

1.CAM1 2.CAM2

3.CAM3 4.CAM4

2020/09/30 09:36:33

2020/09/30 09:36:33

設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「表示」
↓

「表示」タブ

① 言語 ：  表示言語を表示します。
日本語に設定されています。設定は変更しないでください。

② ステータスバー消去 ：  デジタルレコーダーを一定時間操作しないときにステータスバーを非表示にする
ことができます。非表示にするまでの時間を設定します。
［選択］
Off  ：ステータスバーを表示し続けます。
On ：5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／ 40秒／ 50秒／ 1分
メ  モ
時間経過により非表示になったステータスバーは、キー操作やマウス操作を行う
と表示されます。

ディスプレー表示設定画面では、ステータスバーの表示時間なども設定できます。
設定メニュー画面で［ディスプレー → 表示 → 表示タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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③ ステータスバー垂直位置＊ ：  ステータスバーの垂直方向の表示位置を設定します。
決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。
［選択］0～ 48
メ  モ  数値が増えるごとに対象となる文字が画面中央に移動します。

④ OSD垂直位置＊ ：  OSDの垂直方向の表示位置を設定します。
決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。
［選択］1～ 48
メ  モ  数値が増えるごとに対象となる文字が画面中央に移動します。

⑤ OSD水平位置＊ ：  OSDの水平方向の表示位置を設定します。
決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。
［選択］1～ 48
メ  モ  数値が増えるごとに対象となる文字が画面中央に移動します。

⑥ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊ カメラ選択キーを押し、数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）

 ●画面の配置を決める（表示レイアウト）

分割画面でカメラ表示位置を別のカメラと入れ換えることができます。入れ換えたレイアウトは、ライブ、
再生画面に反映されます。設定メニュー画面で［ディスプレー → 表示 → 表示レイアウトタブ］を選択すると、
以下の画面が表示されます。
ご注意
● 表示レイアウトは 1画面シーケンスには反映されません。1画面シーケンスでは、カメラ番号順に表示さ
れます。

● 表示レイアウトはスポット出力（ライブ映像専用）、DRNET、DRNET Mobile、およびWebブラウザー
のライブ表示には反映されません。

設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「表示」
↓

「表示レイアウト」タブ

① 表示レイアウト ：  カメラ映像のモニター上の表示位置を設定します。
決定キーを押して、入れ換えたいチャンネルを選択します。設定すると、元のチャン
ネルと表示位置が入れ換わります。

② OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●モニター出力の解像度を決める

HDMI出力とアナログ RGB出力から出力する映像の解像度を、接続するモニターの解像度に合わせて設定
できます。工場出荷時は 1920× 1080に設定されています。Full HD（1920× 1080 60p）に対応したモ
ニターを使用してください。
HDMI出力のみ使用する場合は、本機の解像度を 3840× 2160に設定して、4K（3840× 2160 30p）に
対応したモニターを使用すると、さらに鮮明な映像を表示することもできます。
設定メニュー画面で［ディスプレー → 表示 → 解像度タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
● 本機で設定する出力解像度に対応していないモニターは使用できません。
● HDMI出力とアナログ RGB出力の解像度を異なる設定にすることはできません。

設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「表示」
↓

「解像度」タブ

① 解像度 ：  出力する解像度を設定します。
ご注意
アナログ RGB出力は、3840× 2160、2560× 1440の解像度を使
用できません。
誤って設定しても、しばらく待つと元の解像度に戻ります。

② HDMIの解像度を自動で検知する：  チェックを入れると、本機で設定した出力解像度が HDMI出力と接
続しているモニターで対応しているか確認し、対応している場合は
設定した出力解像度のまま出力します。対応していない場合は最適
な解像度に自動で変更されます。
チェックを外すと、本機で設定した出力解像度のまま出力します。
モニターが対応していない場合は映像が正しく表示されません。こ
のため、通常はチェックを入れてください。

③ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。

［前面キーによる操作］
多画面キーを 3秒以上押すと、HDMI出力とアナログ RGB出力に出力する映像の解像度が変更されます。
工場出荷時やモニター交換時に接続するモニターの解像度が本機の解像度に非対応で、モニターに映像が表
示されない場合に使用してください。
通常は、設定メニューで解像度を設定してください。
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設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「表示」
↓

「PIP」タブ

① サイズ ： 重ねて表示する映像の大きさを設定します。

② ポジション ： 重ねて表示する映像の表示位置を設定します。

③ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。

 ●重ねて表示する小さい画面のサイズと位置を決める（PIP）

1画面表示をしている画面の一部に、小さい画面で別の映像を重ねて表示できます。（PIP：Picture In Picture）
電子ズーム機能や PIP機能で表示されます。
設定メニュー画面で［ディスプレー → 表示 → PIPタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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 ■ モニタリング設定
 ●シーケンス表示間隔やイベントポップアップ機能を設定する（メイン）

HDMI出力やアナログ RGB出力のシーケンス表示間隔を設定します。また、イベント発生時にイベント録
画しているカメラの映像を表示させることができます（イベントポップアップ機能）。
設定メニュー画面で［ディスプレー → モニタリング → メインタブ］を選択すると、以下の画面が表示され
ます。
メ  モ
スポット出力もシーケンス表示間隔やイベントポップアップ機能の設定ができます。（P. 4-55「スポット出力
の表示を設定する（スポット）」）

設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「モニタリング」
↓

「メイン」タブ

① イベントポップアップ ：  チェックを入れるとイベントポップアップ機能が有効になります。（P. 5-12
「イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベントポップアップ機能）」）
ご注意
シーケンス中にイベントポップアップが起こるとシーケンスを停止します。
再度シーケンスを行うには手動でシーケンスを開始してください。

② シーケンス間隔 ： シーケンス表示間隔を設定します。
［選択］
1秒／ 2秒／ 3秒／ 4秒／ 5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／
40秒／ 50秒／ 1分

③ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●スポット出力の表示を設定する（スポット）
スポット出力の映像を、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像にするか、ライブ映像専用の映像にす
るかを選択できます。また、スポット出力をライブ映像専用の映像に設定しているときのシーケンス表示や
イベント発生時にイベントポップアップ表示するカメラを選択したり、シーケンス表示間隔やイベントポッ
プアップ機能を使用するときの設定を行います。
設定メニュー画面で［ディスプレー → モニタリング → スポットタブ］を選択すると、以下の画面が表示さ
れます。

設定メニュー
↓

「ディスプレー」
↓

「モニタリング」
↓

「スポット」タブ

① イベントポップアップ ：  チェックを入れるとスポット出力のイベントポップアップ機能が有効になります。
ご注意
シーケンス中にイベントポップアップが起こるとシーケンスを停止します。再
度シーケンスを行うには、手動でシーケンスを開始してください。（P. 5-14「ス
ポット出力の表示を切り換える」）

② シーケンス間隔 ：  スポット出力のシーケンス表示間隔を設定します。
［選択］
1秒／ 2秒／ 3秒／ 4秒／ 5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／
40秒／ 50秒／ 1分

③ カメラ ：  スポット出力のシーケンス表示やイベントポップアップ表示するカメラを選択
します。

④ アスペクト比を維持する ： AHDカメラ映像のアスペクト比を維持して表示します。
チェック有：  画面の上下に黒い帯を表示し、映像のアスペクト比 16：9を維

持して表示します。
チェック無： アスペクト比 4：3の映像に変換して画面全体に表示します。
メ  モ

NTSCカメラの映像は、チェック有／無に関係なく画面全体に表示します。

⑤ スポット出力映像 ：  スポット出力の映像を、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像にするか、
ライブ映像専用の映像にするかを選択します。ライブ映像専用の映像は、ライ
ブ操作メニューで画面表示を切り換えます。（P. 5-14「スポット出力の表示を
切り換える」）
［選択］
メイン ：HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を出力します。
ライブ ：ライブ映像専用の映像を出力します。
メイン＋ライブ ：ライブ操作メニューでスポット出力を選択します。

⑥ OK ：  設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ■ 記録装置
 ●ハードディスクの状態確認やフォーマットする（記録装置）

ハードディスクの状態や録画情報の確認、フォーマットを行うことができます。
内蔵している 2台のハードディスクに、同時に同じデータを録画するミラーリング機能を設定することもで
きます。工場出荷時は、ハードディスクは「録画」でフォーマットされています。ミラーリング機能を使う
場合には、「ミラーリング」でフォーマットしてください。（P. 4-20「ハードディスクをミラーリングする」）
設定メニュー画面で［録画 → 記録装置 → 記録装置タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
ハードディスクのフォーマットは、フォーマット権限を持つユーザーでログインしている場合のみ行えます。
（P. 3-8「ログイン」）

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「記録装置」
↓

「記録装置」タブ

① 容量 ：  記録装置の容量を表示します。
② 用途 ： 記録装置の用途を表示します。

［選択］
録画 ：録画ハードディスク
ミラーリング ：ミラーリングハードディスク

③ ステータス ： 記録装置の状態を表示します。
ご注意
「不良」と表示されている場合は、ハードディスクエラーです。フォーマットを行ってく
ださい。
フォーマットしても「不良」と表示される場合には、ハードディスクを交換する必要があ
ります。販売店へお問い合わせください。

④ フォーマット ：  ハードディスクをフォーマットします。（P. 4-19「ハードディスクをフォーマットする」、
P. 4-20「ハードディスクをミラーリングする」）

⑤ 録画 ： ハードディスクに録画しているデータの時刻とハードディスクの使用量を表示します。
⑥ 再読込 ： 情報を更新します。
⑦ 詳細 ：  ハードディスクに録画しているデータの詳細時刻を表示します。（P. 4-57「録画データが

存在する時間を表示する」）
⑧ 閉じる ： 前画面に戻ります。

録画設定



4-57

第 4章　設定のしかた

 ●録画データが存在する時間を表示する

ハードディスクに録画しているデータの時間を確認できます。
設定メニュー画面で［録画 → 記録装置 → 記録装置タブ］から「詳細」を選択すると、以下の画面が表示さ
れます。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「記録装置」
↓

「記録装置」タブ
↓

「詳細」を選択

① 録画時間 ： 録画データのある時間帯（開始～終了）を表示します。

② ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

③ 再読込 ： 情報を更新します。

④ 閉じる ： 前画面に戻ります。
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 ●ハードディスクの状態や温度を確認する（S.M.A.R.T.）

ハードディスクの状態や温度を S.M.A.R.T.情報から取得して表示します。
ハードディスクから取得した S.M.A.R.T.情報も表示します。
一般的にハードディスクの温度は本機の使用温度より高くなります。本機の使用温度が高くなるとハードディ
スクの温度も上昇します。
設定メニュー画面で［録画 → 記録装置 → S.M.A.R.T.タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「記録装置」
↓

「S.M.A.R.T.」タブ

① ステータス ：  ハードディスクの S.M.A.R.T.情報にエラーがない場合は「良」、エラーを検知した場合は「不
良」と表示します。

② 温度 ： ハードディスクの現在温度を表示します。

③ 再読込 ： 画面表示の更新を行います。

④ 詳細 ： ハードディスクから取得した S.M.A.R.T.情報を表示します。

⑤ 閉じる ： 前画面に戻ります。



4-59

第 4章　設定のしかた

 ■ 録画設定
 ●各録画の共通設定をする

本機では、各録画設定を行う前に、録画の共通設定を行う必要があります。
設定メニュー画面で［録画 → 録画 → 録画タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
メ  モ
録画共通設定では、すべてのカメラに対して同じ録画設定を行います。
連続録画やイベント録画の場合は、録画スケジュールを設定することで、曜日、時間、カメラごとに録画レー
トと画質、解像度が設定できます。（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画」
↓

「録画」タブ

① 上書き ：  ハードディスクのすべての領域に録画データが書き込まれたとき、上書きして録画を継
続する場合にチェックを入れて有効にします。（P. 4-60「ハードディスクに上書き録画
をする」）

② 緊急録画を使用 ：  緊急録画を使用する場合はチェックを入れます。
ご注意
「緊急録画を使用」が選択されていないときは、緊急録画キーを押しても、ライブ操作
メニューや再生操作メニューから緊急録画を選択したり、緊急録画入力端子に入力が
あったりしても、緊急録画は行いません。

③ 自動消去 ：  設定した期間が経過した録画データを自動的に消去します。（P. 4-60「一定期間が過ぎ
た録画データを自動的に消去する」）
［選択］On／Off

④ 自動消去（日）＊ ：  自動消去がOnのときに設定する期間の日数を選択します。決定キーを押して上下キー
で数値を変更します。
［選択］1～ 180［日］（1日ごと）

⑤ ips＊ ：  連続録画、イベント録画、緊急録画のカメラ 1台あたりの録画レートを設定します。
［選択］1～ 30［ips］

⑥ 画質 ：  連続録画、イベント録画、緊急録画の画質を設定します。
［選択］最高／高／標準／中／低

［録画共通設定画面］



4-60

第 4章　設定のしかた

 ●ハードディスクに上書き録画をする

ハードディスクのすべての領域に録画データが書き込まれたときに、自動的に古い情報を消しながら、録画
を継続すること（上書き）ができます。上書き録画をする場合は、録画共通設定画面（P. 4-59「各録画の共
通設定をする」）の「上書き」を有効にします。上書きに設定すると、ステータスバーの上書きアイコンが点
灯します。（P. 5-4「ライブ画面のステータスバー表示」）
上書きが選択されていない場合は、ハードディスクのすべての領域に録画データが書き込まれた時点で録画
を停止します。ハードディスクの使用容量が残容量警告しきい値に達したときにブザーの鳴動やメッセージ
の表示で知らせることができます。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力するアラームを設定す
る」）
ご注意
上書きに設定している場合は、必要な録画データが上書きされる前にバックアップをとるようにしてください。

 ●一定期間が過ぎた録画データを自動的に消去する

設定した期間を過ぎると録画データを消去することができます。
ご注意
録画データの消去は、録画データをハードディスクに書き込むときに行われます。
イベント録画の場合、イベントが発生したときだけ録画をするため、録画していないときに消去日を過ぎた
ときは録画データが残ります。そのため、この機能を使用する場合は連続録画を行ってください。

 1 自動消去（日）を「On」にする。
Onにすると自動消去（日）が設定可能になります。

 2 日数を設定する。
［選択］1～ 180［日］（1日ごと）

⑦ 解像度 ： 録画データの解像度を選択します。
［選択］
4M ： 2560× 1440
WD1 ：   944× 480

Full HD ： 1920× 1080
D1 ：   704× 480

HD ： 1280× 720
WQVGA ：   480× 272

ご注意
●  AHDカメラ（AHD2.0信号）を接続しているチャンネルは、4Mを選択した場合は

Full HDの解像度で録画されます。
● NTSCカメラを接続しているチャンネルは、4M、Full HD、または HDを選択した場
合はWD1の解像度で録画されます。

● 4Mを選択した場合は、総録画レートは 120 ipsに制限されます。（P. 5-18「録画レー
トについて」）

⑧ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑨ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示（自動消去（日）設定のみ）し、
数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 ●画像圧縮方式を設定する

録画するデータの画像圧縮方式を設定します。
設定メニュー画面で［録画 → 録画 → 圧縮方式タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画」
↓

「圧縮方式」タブ

① 圧縮方式 ： 画像圧縮方式を設定します。
［選択］H.264／ H.265

② OK ： 圧縮方式を変更した場合は、確認メッセージが表示されます。
「はい」を選択して決定キーを押すと、設定を保存してシステムを再起動します。
「いいえ」を選択して決定キーを押すと、圧縮方式設定画面に戻ります。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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① プリ録画時間 ： 緊急録画とイベント録画が発生した時刻より前の時間を録画します。
［選択］
On ： 5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒
Off  ：イベント発生前は録画しません。

② 緊急録画時間 ： 緊急録画の録画継続時間を設定します。
［選択］
制限 ： 5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／ 40秒／ 50秒
  1分／ 2分／ 3分／ 4分／ 5分／ 10分／ 15分／ 20分／ 30分

メ  モ
緊急録画入力端子の入力で録画を開始した場合は、緊急録画入力端子の入力
が終了してからの録画継続時間です。

無制限 ：  緊急録画キーを押すか、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画
を再度選択するまで、緊急録画を続けます。

  緊急録画入力端子に入力があると、入力が終了するまで緊急録画を続けます。

③ ポスト録画時間 ：  イベント発生後の録画継続時間を設定します。センサー録画、モーション録画、ビデオ
ロス録画に適用されます。
［選択］
1秒／ 5秒／ 10秒／ 15秒／ 20秒／ 25秒／ 30秒／ 40秒／ 50秒
1分／ 2分／ 3分／ 4分／ 5分／ 10分／ 15分／ 20分／ 30分

④ センサーイベントでポスト録画を行わない
 ：  センサーを入力している間だけセンサー録画を行う場合は、チェックを入れて有効にし

ます。このとき、ポスト録画は行われません。

⑤ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑥ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画」
↓

「イベント」タブ

 ●イベント録画と緊急録画を設定する

イベント録画と緊急録画は、録画を開始してから停止するまでの時間を設定する必要があります。
設定メニュー画面で［録画 → 録画 → イベントタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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 ●録画スケジュールを設定する
録画スケジュールは、曜日、時間、カメラごとの録画レートと画質、解像度を設定できます。
工場出荷時はすべてのカメラで連続録画とイベント録画（センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画）
を行うようにスケジュールされています。
必要に応じてスケジュールの追加・変更を行ってください。最大 10件まで設定できます。
設定したスケジュールの時間帯が重複しているカメラは、番号の大きいスケジュールが優先されます。
設定メニュー画面で［録画 → 録画 → スケジュールタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
メ  モ
スケジュールの終了時刻と別のスケジュールの開始時刻が同じ場合、録画は途切れません。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画」
↓

「スケジュール」
タブ

① スケジュール番号 ： スケジュールの優先度を表します。番号が大きいほど優先度が高くなります。

② 曜日 ： 設定する曜日を選択します。「ALL」を選択すると、すべての曜日を設定できます。
［選択］ALL／日／月／火／水／木／金／土／休日／月～金／土日
メ  モ
休日の設定については、P. 4-29「休日を設定する」を参照してください。

③ 開始～終了 ：  開始・終了時刻を設定します。決定キーを押して、左右キーでそれぞれの時刻を選択し、
上下キーで数値を変更します。設定間隔は 15分です。

④ モード ： 録画モードを選択します。
［選択］
録画しない ：  連続録画とイベント録画を行いません。
連続録画 ： 連続録画を行います。
イベント録画 ：  イベント録画を行います。
連続・イベント録画 ：  連続録画とイベント録画を行います。連続録画中にイベントが

発生すると、イベント録画を行います。その後、連続録画を行
います。

メ  モ
モードを「イベント録画」に設定した場合はプリ録画が有効になります。

⑤ カメラ ：  録画するカメラ番号を選択します。複数のカメラ番号を設定できます。
ご注意
カメラ番号を選択しないと録画されません。

⑥ 設定 ：  録画レート、画質、および解像度の設定を行います。決定キーを押すと、「録画設定
画面（P. 4-64）」が表示されます。

⑦  （全削除） ： すべてのスケジュールを削除します。

⑧  （削除） ： 選択したスケジュールを削除します。
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⑨  （追加） ： 新しいスケジュールを追加します。

⑩ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑪ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

［録画設定画面］
本機は、スケジュールごとに連続録画とイベント録画それぞれの録画レート（ips）と画質を設定できます。
共通設定（P. 4-59「各録画の共通設定をする」）で設定した録画レート、画質、および解像度を使用する場合
は“初期設定値に戻す”にチェックを入れます。
メ  モ
モードに「連続録画」を選択した場合、イベント録画は設定できません。また、モードに「イベント録画」
を選択した場合、連続録画は設定できません。

① ips＊ ：  連続録画、イベント録画のカメラ 1台あたりの録画レートを設定します。
［選択］1～ 30［ips］

② 画質 ：  連続録画、イベント録画の画質を設定します。
［選択］最高／高／標準／中／低

③ 解像度 ：  録画データの解像度を選択します。
［選択］
4M ： 2560× 1440
WD1 ：   944× 480

Full HD ： 1920× 1080
D1 ：   704× 480

HD ： 1280× 720
WQVGA ：   480× 272

ご注意
●  AHDカメラ（AHD2.0信号）を接続しているチャンネルは、4Mを選択した場合は

Full HDの解像度で録画されます。
● NTSCカメラを接続しているチャンネルは、4M、Full HD、または HDを選択した
場合はWD1の解像度で録画されます。

● 4Mを選択した場合は、総録画レートは 120 ipsに制限されます。（P. 5-18「録画レー
トについて」）

④ 初期設定値に戻す ：  チェックを入れると、連続録画とイベント録画の ① ips、② 画質、および ③ 解像度
を共通設定の値にします。（P. 4-59「各録画の共通設定をする」）
①、②、③ の設定を変更するとチェックが外れます。

⑤ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには前画面で「OK」を押してく
ださい。

⑥ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊ カメラ選択キーを押し、数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 ■ 録画ツール
 ●現在の録画の状態を確認する（録画ステータス）

現在録画中の各カメラの録画レート・画質・解像度や録音の状態を確認できます。
設定メニュー画面で［録画 → 録画ツール → 録画ステータスタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画ツール」
↓

「録画ステータス」
タブ

① ips ： 現在の各カメラの録画レートを表示します。

② 画質 ： 現在の録画画質を表示します。

表示 HI+ HI STD LOW LO-
画質 最高 高 標準 中 低

③ 解像度 ： 現在の録画データの解像度を表示します。

④ 圧縮方式 ： 現在の画像圧縮方式を表示します。

⑤ 音声 ： 現在の録音の有無を表示します。
○ ：音声録音中
× ：音声録音なし

⑥ 再読込 ： 現在の状態を更新します。

⑦ 閉じる ： 前画面に戻ります。

ご注意
イベント録画中や緊急録画中の録画レートは、録画ステータス画面を表示しているときにイベント録画や緊
急録画が行われていなければ確認できません。



4-66

第 4章　設定のしかた

 ●記録時間を算出する（HDD容量）

録画条件を設定し、録画できる記録時間とハードディスクの使用容量を計算して表示することができます。
各録画条件で算出した記録時間の目安は、P. 7-4「記録時間表」を参考にしてください。
設定メニュー画面で［録画 → 録画ツール → HDD容量タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
算出した記録時間や使用容量は参考値であり、保証するものではありません。録画する画像により変動する
ことがあります。

設定メニュー
↓

「録画」
↓

「録画ツール」
↓

「HDD容量」タブ

① 一斉チェックボックス ：  録画するカメラチャンネルを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択し、
外すとすべての選択を解除します。

② チェックボックス ：  録画するカメラチャンネルを選択します。チェックを入れると選択し、外すと選
択を解除します。

③ ips＊ ：  カメラ 1台あたりの録画レートを設定します。
［選択］1～ 30［ips］

④ 画質 ：  録画の画質を設定します。
［選択］最高／高／標準／中／低

⑤ 解像度 ：  録画データの解像度を設定します。
［選択］
4M ： 2560× 1440
WD1 ：   944× 480

Full HD ： 1920× 1080
D1 ：   704× 480

HD ： 1280× 720
WQVGA ：   480× 272

⑥ 圧縮方式 ：  画像の圧縮方式を設定します。
［選択］H.264／ H.265

⑦ 音声 ：  音声録音のON/OFFを設定します。
［選択］On／Off

⑧ 計算 ：  設定した録画条件で録画できる記録時間とハードディスクの 1日当たりの使用
容量を計算して表示します。

⑨ 閉じる ：  前画面に戻ります。

＊ カメラ選択キーを押し、数値を直接入力できます。（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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ネットワーク設定
 ■ アドレス設定

本機をネットワークを経由して遠隔地で監視するための設定を行います。また、遠隔地へのイベント通知や E 
メールの設定、ライブ映像の配信設定を行います。
本機では、デジタルレコーダー用ネットワークソフトウェアを「DRNET」、遠隔地にイベント内容を通知し
たときに PCで受信するためのソフトウェアを「DRNET Callback」、スマートフォンアプリケーションを
「DRNET Mobile」、Webブラウザーでデジタルレコーダーに接続したときに起動するアプリケーションを
「Remote Monitoring System」と呼びます。
ご注意
● DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーのログインは、ネットワークライブやネットワーク再
生等、ネットワークの権限を持つユーザーのみ可能です。（P. 4-31「ユーザー設定」）

● ネットワーク接続を行っている場合や画面全体に激しいノイズのある映像を録画している場合など、本機
の負荷が高くなると設定どおりに録画や録音ができないことがあります。その場合は、録画条件を変更す
る必要があります。

設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「アドレス」
↓

「アドレス」タブ

① 有線 LAN ： 有線 LANを使用する場合に選択します。

② Wi-Fi ：  USB2.0端子、または、USB3.0端子にWi-Fi子機を接続し、Wi-Fiを使用する場合に選択
します。Wi-Fi子機を認識できた場合に「Wi-Fi接続」が選択可能になります。

③ Wi-Fi接続 ：  Wi-Fi接続可能なアクセスポイントが表示されます。（P. 4-69「Wi-Fi接続画面」）

④ 形式 ： ネットワークへの接続方法を選択します。
［選択］
固定 IP ： 固定 IPアドレスを設定して接続します。IPアドレス、サブネットマスク、ゲー

トウェイを入力してください。
DHCP ： DHCPサーバーから自動で割り振られる IPアドレスを使用して接続します。こ

のとき、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイには、DHCPサーバー
で割り振られた値を表示します。

 ● IPアドレスを設定する

ネットワークへの接続方法や IPアドレスなどを設定します。
設定メニュー画面で［ネットワーク → アドレス → アドレスタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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⑤ IPアドレス＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで
0～ 255から数値を選択します。

⑥ サブネットマスク＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで
0～ 255から数値を選択します。

⑦ ゲートウェイ＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで
0～ 255から数値を選択します。

⑧ DNSサーバーアドレス（自動） ：  DHCPサーバーから自動で割り振られる DNSサーバーアドレスを使用
して接続する場合にチェックを入れます。

⑨ DNSサーバー＊ ：  「DNSサーバーアドレス（自動）」が選択されていない場合に DNSサー
バーの IPアドレスを設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで
0～ 255から数値を選択します。

⑩ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑪ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
ただし、「有線 LAN」または「Wi-Fi」の選択（チェックの有無）は保存
されます。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）

ご注意
有線 LANとWi-Fiを同時に使用することはできません。

メ  モ
● DNSサーバーは、ドメイン名で指定された NTPサーバーやメールサーバーの IPアドレスを取得するため
に使用します。

● Wi-Fi接続中は、④ ～ ⑨ の各項目には「Wi-Fi設定画面（P. 4-70）」で設定した情報が表示されます。
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［Wi-Fi接続画面］
接続可能なアクセスポイントを表示します。

① Wi-Fi MACアドレス ： Wi-Fi子機のMACアドレスを表示します。

② SSID ：  アクセスポイントの識別名を表示します。
「 」は、現在接続されているWi-Fiであることを表します。接続されていない場
合は表示されません。
［S］は、パスワードが認証されていることを表します。
接続したい SSIDを選択して決定キーを押すと、パスワードが認識されている場合
はWi-Fi接続を開始します。パスワードが認識されていない場合は、文字入力画面
が表示されるのでアクセスポイントのパスワードを入力しWi-Fi接続を開始しま
す。

③ 信号 ：  Wi-Fiの電波強度を 0～ 100（最大）の数値で表示します。

④  ： 暗号化された SSIDは  が表示されます。

⑤ モード ：  アクセスポイントのプロトコルを表示します。

表示 ac n a g b
プロトコル 802.11ac 802.11n 802.11a 802.11g 802.11b

⑥ 設定 ：  「設定」を選択し、決定キーを押すと「Wi-Fi設定画面（P. 4-70）」が表示されます。

⑦ ページ切り換え ：    でページを切り換えます。

⑧ 再読込 ：  Wi-Fi情報を更新します。

⑨  （追加） ：  新規のアクセスポイントを追加し設定を行います。
決定キーを押すと「Wi-Fi設定画面（P. 4-70）」が表示されます。

⑩ 閉じる ：  前画面に戻ります。
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「接続」を選択して
決定キーを押す
「切断」「削除」に変わる

「切断」を選択して
決定キーを押す
「接続」「削除」に変わる

［Wi-Fi設定画面］
アクセスポイントごとにWi-Fi設定を行います。

① SSID ： 選択した SSID名が表示されます。
Wi-Fi接続画面でアクセスポイントの追加を行った場合は、決定キーを押
すと「文字入力画面」が表示されます。任意の SSID名を最大 32文字ま
で入力できます。（P. 4-69 「Wi-Fi接続画面」、P. 4-13「文字を入力する」）

② パスワード ：  決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
アクセスポイントのパスワードを最大 64文字まで入力できます。

    パスワードを入力すると、自動接続のチェックボックスと「接続」が選択
可能になります。（P. 4-13「文字を入力する」）

③ 自動接続 ：  チェックを入れると、Wi-Fi切断後に再度接続が可能になると自動で
Wi-Fiに接続します。

④ 接続切換ボタン ：  接続の状態によりボタンが切り換わります。
接続 ： Wi-Fi接続を開始します。
切断 ： Wi-Fi接続を切断します。
削除 ： Wi-Fi接続を切断し、入力したパスワードを削除します。
（P. 4-71「Wi-Fiを設定する」、P. 4-72「Wi-Fiを切断または削除する」）

⑤ 形式 ：  ネットワークへの接続方法を選択します。
［選択］
固定 IP ： 固定 IPアドレスを設定して接続します。IPアドレス、サブネッ

トマスク、ゲートウェイを入力してください。
DHCP ： DHCPサーバーから自動で割り振られる IPアドレスを使用して

接続します。このとき、IPアドレス、サブネットマスク、ゲー
トウェイには、DHCPサーバーで割り振られた値を表示します。

⑥ IPアドレス＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで 0～
255から選択します。

⑦ サブネットマスク＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで 0～
255から選択します。
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 ●Wi-Fiを設定する

 1 Wi-Fi子機を前面の USB2.0端子または USB3.0端子に接続する。

メ  モ

USB3.0対応のWi-Fi子機を使用するときは、USB3.0端子に接続することをお勧めます。通信速度が
速くなります。

 2 設定メニューの［ネットワーク → アドレス → アドレスタブ］を選択する。

 3 「Wi-Fi」を選択して「Wi-Fi接続」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi接続画面が表示されます。（P. 4-69「Wi-Fi接続画面」）
パスワードが認証されている SSIDの先頭には［S］が付いています。

 4 Wi-Fi接続画面で、接続したい SSIDの「設定」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi設定画面が表示されます。（P. 4-70「Wi-Fi設定画面」）

 5 Wi-Fi設定画面でパスワードを選択し、決定キーを押す。
文字入力画面が表示されます。（P. 4-13「文字を入力する」）

 6 パスワードを入力し、「OK」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi設定画面が表示されます。

 7 自動接続、ネットワークへの接続方法を確認、または変更する。
自動接続にチェックを入れるとWi-Fi切断後に再度接続が可能になると自動でWi-Fi接続します。
ネットワークに固定 IPアドレスで接続するか、DHCPサーバーアドレスを使用して接続するか設定し
ます。

⑧ ゲートウェイ＊ ：  固定 IPを選択した場合に設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで 0～
255から選択します。

⑨ DNSサーバーアドレス（自動） ： DHCPサーバーから自動で割り振られる DNSサーバーアドレスを使用し
て接続する場合にチェックを入れます。

⑩ DNSサーバー＊ ：  「DNSサーバーアドレス（自動）」が選択されていない場合にDNSサーバー
の IPアドレスを設定します。
決定キーを押して、左右キーでそれぞれの数値を選択し、上下キーで 0～
255から選択します。

⑪ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑫ キャンセル ：  設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 8 「接続」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi接続を開始します。接続に成功すると「Wi-Fi接続に成功しました。」とメッセージが表示されます。
メ  モ

Wi-Fi設定画面の入力に間違いがある場合は、「Wi-Fi接続に失敗しました。」とメッセージが表示されま
す。「OK」で決定キーを押し、Wi-Fi設定画面の入力を修正してください。

 9 「OK」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi接続画面が表示され、接続に成功した SSIDの左に「 」が入ります。

メ  モ

Wi-Fi接続画面で接続したい SSIDを選択して決定キーを押すと、パスワードが認証されている場合はWi-Fi
接続を開始することもできます。
パスワードが認証されていない場合は、文字入力画面が表示されるのでアクセスポイントのパスワードを入
力し、認証されるとWi-Fi接続を開始します。（P. 4-13「文字を入力する」）
自動接続やネットワーク接続方法を変更する場合は、Wi-Fi設定画面で行ってください。

 ●Wi-Fiを切断または削除する

 1 設定メニューの［ネットワーク → アドレス → アドレスタブ］を選択する。

 2 「Wi-Fi」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fi接続画面が表示されます。（P. 4-69「Wi-Fi接続画面」）

 3 「Wi-Fi接続」を選択し、決定キーを押す。

 4 Wi-Fi接続画面で、切断または削除したい SSIDの「設定」を選択し、決定キーを押す。
Ｗ i-Fi設定画面が表示されます。

 5 Wi-Fi設定画面で「切断」または「削除」を選択し、決定キーを押す。
Wi-Fiの切断または削除を開始し、完了するとWi-Fi接続画面を表示します。

切断されると、SSIDの左のチェックボックスから「 」の表示が消えます。
削除されると、SSIDの左のチェックボックスの「 」と、SSID名の先頭から［S］の表示が消えます。
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① ネットワークポート＊ ：  DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーに映像配信するときに使用す
る本機のポート番号を設定します。
決定キーを押して、上下キーで 1500～ 32000から数値を選択します。

② ウェブポート＊ ：  Webブラウザーと接続するための本機のポート番号を設定します。
決定キーを押して、上下キーで 80～ 32000から数値を選択します。

③ ポート番号 ： 本機で使用するポート番号が表示されます。
ライブ ：  遠隔監視に使用するポート番号です。

① で設定した「ネットワークポート」の番号が割り振られます。
再生 ：  遠隔再生に使用するポート番号です。

① で設定した「ネットワークポート」に 1を加えた番号が割り振られます。
設定 ：  遠隔設定に使用するポート番号です。

① で設定した「ネットワークポート」に 2を加えた番号が割り振られます。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）

メ  モ
● ネットワークポート（ライブ、再生、設定）とウェブポートは同じ番号は使用できません。同じ番号にす
ると警告メッセージが表示されますので、異なる番号を設定してください。

● ポート番号は、有線 LANとWi-Fiで共通になります。

設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「アドレス」
↓

「ポート」タブ

 ●ポートを設定する

ネットワーク接続するための本機のポート番号を設定します。
設定メニュー画面で［ネットワーク → アドレス → ポートタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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 ■ 遠隔通知設定
イベントが発生したときに、イベント内容を DRNET Callbackへ通知する、または、指定したアドレスへ E
メールを送信することができます。

［DRNET Callbackへ通知する場合］
● DRNETのインストールを行う
● DRNET Callbackを起動する
● 本機のネットワーク設定を行う（P. 4-67「ネットワーク設定」）
● コールバックの設定を行う（P. 4-74「コールバック設定を行う」）
● イベントの設定を行う（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知を行う」）
メ  モ

DRNETのインストールと DRNET Callbackの起動については、DRNETの取扱説明書をご覧ください。

［Eメールを送信する場合］
● 本機のネットワーク設定を行う（P. 4-67「ネットワーク設定」）
● Eメールの設定を行う（P. 4-76「Eメール設定を行う」）
● イベントの設定を行う（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知を行う」）

 ●コールバック設定を行う

DRNET Callbackにイベント内容を通知するための設定を行います。最大 10台の PCに対して送信するこ
とができます。
設定メニュー画面で［ネットワーク → 遠隔通知 → コールバックタブ］を選択すると、以下の画面が表示さ
れます。
ご注意
ネットワークを経由して PCにイベント内容を通知する場合は、あらかじめ受信する PCで DRNET 
Callback を起動してください。

設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「遠隔通知」
↓

「コールバック」タブ

① コールバック間隔 ： 設定時間が経過するまで、同一イベントを送信しません。
［選択］
5秒／10秒／15秒／20秒／25秒／30秒／40秒／50秒／1分／2分／3分／
4分／ 5分／ 10分

② 一斉チェックボックス ：  イベント内容を通知する IPアドレスを一斉選択します。チェックを入れるとすべ
て選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべての IPア
ドレスへのイベント内容の通知は無効になります。
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③ チェックボックス ：  イベント内容を通知する IPアドレスを選択します。チェックを入れると選択し、
外すと選択を解除します。選択を解除すると、IPアドレスへのイベント内容の通
知は無効になります。
メ  モ
④ のアドレスが設定されていない状態でチェックを入れると「文字入力画面」が
表示され、IPアドレスの入力ができます。（P. 4-13「文字を入力する」）

④ アドレス ：  DRNET Callbackがインストールされている PCの IPアドレスを入力します。
決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、IPアドレスの入力ができます。
（P. 4-13「文字を入力する」）
ご注意
ドメインには対応していません。数字とドット（.）で入力してください。

⑤ ポート＊ ：  DRNET Callbackに遠隔通知するときに使用する送信先（PC側）のポート番号
を設定します。決定キーを押して、上下キーで 1500～ 32000から数値を選択し
ます。
ご注意
通常は DRNET Callbackの「コールバックポート」の番号と同じにしてください。

⑥ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 ● Eメール設定を行う
指定したメールアドレスへ Eメールを送信するための設定を行います。最大 5件のメールアドレスへ同時に
送信することができます。また、Eメールの送信テストを行うこともできます。
設定メニュー画面で［ネットワーク → 遠隔通知 → Eメールタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
● Eメール送信内容は文章のみです。画像の添付はできません。
● メール送信を使用する場合は、必ず SMTPサーバーを設定してください。

設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「遠隔通知」
↓

「Eメール」タブ

① Eメール間隔 ： 設定時間が経過するまで、同一イベントの Eメールを送信しません。
［選択］
5秒／10秒／15秒／20秒／25秒／30秒／40秒／50秒／1分／2分／3分／
4分／ 5分／ 10分
メ  モ
● センサー入力 1とセンサー入力 2など異なるイベントの場合、Eメール間隔に
関係なく Eメールを送信します。

● 短い間隔で連続して Eメールを送信したとき、ご契約のプロバイダーの Eメール
サーバーによっては設定した送信先へ Eメールが送信されないことがあります。

② 一斉チェックボックス ：  Eメールを通知するメールアドレスを一斉選択します。チェックを入れるとすべ
て選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのメー
ルアドレスへの Eメール通知は無効になります。

③ チェックボックス ：  Eメールを通知するメールアドレスを選択します。チェックを入れると選択し、
外すと選択を解除します。選択を解除すると、メールアドレスへの Eメール通知
は無効になります。
メ  モ
④ の受信アドレスが設定されていない状態でチェックを入れると「文字入力画
面」が表示され、メールアドレスの入力ができます。最大 32文字まで入力でき
ます。（P. 4-13「文字を入力する」）

④ 受信アドレス ：  Eメールを受信するメールアドレスを入力します。決定キーを押すと「文字入力
画面」が表示され、メールアドレスの入力ができます。最大 32文字まで入力で
きます。（P. 4-13「文字を入力する」）

⑤ SMTP ：  SMTPサーバーの設定を行う「SMTPサーバー設定画面（P. 4-77）」を表示しま
す。

⑥ TEST ：  決定キーを押すと ③ でチェックが入っているメールアドレスに Eメールをテスト
送信します。送信結果はメッセージで表示します（P. 4-78「Eメール送信テストの
メッセージ」）。Eメールの送信内容には、「テストメール」と表示します（P. 4-88「E
メールの送信内容」）。

⑦ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「遠隔通知」
↓

「Eメール」タブ
↓

「SMTP」を選択

① SMTPサーバー ：  SMTPサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。最大 32文字まで入力
できます。

② ポート＊ ：  SMTPサーバーのポート番号を入力します。決定キーを押して、上下キーで 0～
65535から数値を選択します。

③ 送信アドレス ： 送信元のメールアドレスを登録します。最大 32文字まで入力できます。

④ ID ：  SMTP認証で使用するユーザー IDを入力します。最大 32文字まで入力できます。

⑤ パスワード ：  SMTP認証で使用するパスワードを入力します。最大 16文字まで入力できます。
入力したパスワードは文字数にかかわらず「＊」が 8個表示されます。

⑥ SSLを使用する ：チェックを入れるとデータを SSLで暗号化します。

⑦ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）

メ  モ

SMTPサーバー、送信アドレス、ID、パスワードの入力方法は、P. 4-13「文字を入力する」を参照してくだ
さい。

［SMTPサーバー設定画面］

本機は、Eメールプロトコルとして SMTP、SMTP-AUTHに対応した Eメールサーバーと接続して Eメール
を送信することができます。
本機の Eメール送信機能を使用する場合、ご契約のプロバイダーに合わせた設定を行ってください。
設定メニュー画面で［ネットワーク → 遠隔通知 → Eメールタブ］から「SMTP」を選択すると、以下の画
面が表示されます。
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 ● Eメール送信テストのメッセージ

①  本機から SMTPサーバーへのメール送信に成功した場
合に表示されます。
指定したメールアドレスに Eメールが届いていない場
合は、メールの受信側（PCのネットワーク設定やメー
ルソフト等）が正しく設定されているか確認してくだ
さい。

② SMTPサーバーに接続できなかった場合に表示します。
原因としては、以下の内容が考えられます。
・ネットワーク設定が正しく設定されていないとき
・ SMTPサーバーポート（587番）で SSLを使用した
とき
・ SMTPサーバーポート（465番）でSSLを使用しなかっ
たとき

③ SMTP認証に失敗した場合に表示します。
IDやパスワードに間違いがないか確認してください。

④  その他のエラーで失敗した場合は、SMTPサーバーか
ら返ってくる 3桁の番号を表示します。
エラーの詳細や対処の方法は、ご契約のプロバイダー
へご確認ください。
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 ■ 映像配信
本機にネットワークを接続し、ライブ映像を配信するための設定を行います。
Remote Monitoring System の「Live」、DRNETの「DRNETライブ」、DRNET Mobileの「遠隔ライブ」
機能に適用されます。
設定メニュー画面で［ネットワーク → 映像配信］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
ネットワーク接続を行っている場合や画面全体に激しいノイズのある映像を録画している場合など、本機の
負荷が高くなると設定どおりに録画や録音ができないことがあります。その場合は、録画条件を変更する必
要があります。

設定メニュー
↓

「ネットワーク」
↓

「映像配信」

① 帯域制限（Mbps）＊ ： ネットワークに送り出すライブ配信のデータサイズに制限をかけることができます。
［選択］
無制限 ：送信するデータに制限をかけません。
制限 ： 1～ 1000 Mbpsまでの設定した範囲内でデータ送信を行います。

決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。
ご注意
遠隔監視で表示しているカメラチャンネルに対して、少なくとも 1～ 5秒間に 1フ
レーム送信します。このため、帯域制限内に収まらないことがあります。

② 圧縮方式 ：  本機からライブ配信する画像の圧縮方式を設定します。
［選択］H.264／ H.265

③ 配信先 ：  使用しません。

④ ips＊ ：  本機からライブ配信するレートを設定します。決定キーを押して、上下キーで数値を
変更します。配信可能なカメラチャンネルに均等に割り振られるように配信レートの
自動調整を行います。また、配信レートを低く設定しても配信可能なカメラチャンネ
ルには少なくとも 1秒間に 1フレームを送信します。
設定できるライブ配信レートは解像度によって異なります。

解像度 ライブ配信レート（ips）
4M ：2560× 1440 1～ 30
Full HD ：1920× 1080 1～ 60
HD ：1280× 720 1～ 120
WD1 ：   944× 480

1～ 240D1 ：   704× 480
WQVGA ：   480× 272
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⑤ 画質 ： 本機からライブ配信するデータの画質を設定します。
［選択］最高／高／標準／中／低

⑥ 解像度 ： 本機からライブ配信するデータの解像度を設定します。
［選択］
4M ： 2560× 1440
WD1 ：   944× 480

Full HD ： 1920× 1080
D1 ：   704× 480

HD ： 1280× 720
WQVGA ：   480× 272

ご注意
● AHDカメラ（AHD2.0信号）を接続しているチャンネルは、4Mを選択した場合、Full 

HDの解像度で配信されます。
● NTSCカメラを接続しているチャンネルは、4M、Full HD、または HDを選択した場合、

WD1の解像度で配信されます。
● ライブ配信するデータの解像度によってデジタルレコーダーに同時に接続できる台数が異
なります（P. 6-37「遠隔監視する（Live）」）。

 変更する解像度で接続可能な台数を超えている場合は、以下のメッセージが表示され変更
できません。
（例）

接続可能台数を超えています（8台）。
4M、FHD、HDでの接続可能台数は 4台です。

下線部は、現在のライブ配信接続台数を表示します。
二重下線部は、解像度（4M、FHD（Full HD）、HD、WD1）を表示します。
波形下線部は、同時に接続できる台数を表示します。

⑦ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。
  ② の圧縮方式を変更した場合は、確認メッセージが表示されます。

「はい」を選択して決定キーを押すと、設定を保存してシステムを再起動します。
「いいえ」を選択して決定キーを押すと、映像配信設定画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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イベント設定
 ■ センサー設定

 ●センサー入力を設定する
センサー入力、緊急録画入力の名称、および入力形式を設定できます。
センサーを使用するときは設定を有効にします。
設定メニュー画面で［イベント → センサー → センサータブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「センサー」
↓

「センサー」タブ

① 一斉チェックボックス ：  使用するセンサー入力を一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択し、外
すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのセンサー入力は無
効になります。

② チェックボックス ：  使用するセンサー入力を選択します。チェックを入れると選択し、外すと選択を
解除します。選択を解除すると、センサー入力は無効になります。

③ タイトル ：  センサー入力と緊急録画入力の名称を入力します。決定キーを押すと「文字入力
画面」が表示されます。英数、記号で最大 16文字まで入力できます。（P. 4-13「文
字を入力する」）
設定したタイトルは、遠隔通知機能の Eメールや DRNETの Callbackイベン
トリストに表示されます。
ご注意
「＼」「，」「%」はタイトルに使用しないでください。
DRNETや DRNET Mobileと接続して使用したときに正しく表示されないこと
があります。

④ 形式 ：  センサー入力信号と緊急録画入力信号の形式を NO、NCから設定します。
［選択］
NO（Normally Open） ： 接点をメイクするとイベント発生、ブレイクすると

イベント終了になります。
NC（Normally Close） ： 接点をブレイクするとイベント発生、メイクすると

イベント終了になります。

⑤ ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

⑥ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑦ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●センサー録画を行う

センサー入力によりセンサー録画を行うカメラチャンネルを設定します。
1つのセンサー入力で複数のチャンネルのカメラ映像を録画するように設定できます。
センサー録画を行うには、使用するセンサー入力を選択してください。（P. 4-81「センサー入力を設定する」）
設定メニュー画面で［イベント → センサー → 録画タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
メ  モ
緊急録画を開始したときは、すべてのカメラチャンネルを録画します。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「センサー」
↓

「録画」タブ

① センサー ： センサー入力端子番号と緊急録画入力の名称を表示します。

② 録画 ：  センサー入力が入ったときに録画するカメラチャンネルを選択します。決定キーを押
すと「録画カメラ選択画面（P. 4-83）」が表示されます。複数のカメラチャンネルを
設定することができます。

③ ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

④ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑤ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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［録画カメラ選択画面］

① 一斉チェックボックス ：  録画するカメラチャンネルを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択し、
外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのカメラチャンネ
ルの録画は無効になります。

② チェックボックス ：  録画するカメラチャンネルを選択します。チェックを入れると選択し、外すと選
択を解除します。選択を解除すると、カメラチャンネルの録画は無効になります。

③ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには前画面で「OK」を押
してください。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

ご注意
センサー録画カメラとして設定したカメラチャンネルは、録画スケジュールで「イベント録画」を含む録
画スケジュールを設定してください。「イベント録画」を含まない録画モードではイベント録画を行いませ
ん。（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）



4-84

第 4章　設定のしかた

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「センサー」
↓

「アラーム」タブ

① アラーム ：  イベント発生時または緊急録画開始時に動作するアラームを表示します。
決定キーを押すと「イベントアラーム設定画面（P. 4-85）」が表示され、アラームを
設定できます。

② ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

③ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ：  設定を保存せず前画面に戻ります。

 ●イベントが発生したときに出力するアラームを設定する

センサーイベント、モーションイベントの発生時、または緊急録画開始時に出力させるコントロール出力端
子やブザー鳴動を設定します。
以下はセンサーのアラーム設定で説明します。モーションイベントのアラーム設定も同様に設定します。
ビデオロスイベントは、P. 4-96「ビデオロスが発生したときに出力するアラームを設定する」、システムイベ
ントは、P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力するアラームを設定する」を参照してください。

［緊急録画、センサーイベントの場合］
イベントが発生したときに出力するアラームを設定する場合は、あらかじめセンサーの設定を有効にしてお
いてください。（P. 4-81「センサー入力を設定する」）
設定メニュー画面で［イベント → センサー → アラームタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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［イベントアラーム設定画面］

① 一斉チェックボックス ：  すべてのコントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェッ
クを入れるとすべて選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除する
と、すべてのコントロール出力とブザー鳴動は無効になります。

② チェックボックス ：  コントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェックを入
れると選択し、外すと選択を解除します。選択を解除すると、コントロール出力
とブザー鳴動は無効になります。

③ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには、前画面で「OK」を
押してください。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●イベント発生時に遠隔通知を行う

緊急録画やセンサーイベント、モーションイベント、ビデオロスイベント、システムイベントが発生したと
きに遠隔通知を行うための設定をします。
遠隔通知には DRNET Callbackへのイベント通知（コールバック機能）と Eメール送信があります。
以下はセンサーの遠隔通知設定で説明します。モーションイベント、ビデオロスイベント、システムイベン
トの遠隔通知設定も同様に設定します。
メ  モ
イベントが発生したときに遠隔通知を行う場合は、あらかじめ DRNET Callbackへのイベント通知の設定
（P. 4-74「コールバック設定を行う」）と Eメール送信の設定（P. 4-76「Eメール設定を行う」）が必要です。

［緊急録画、センサーイベントの場合］
イベントが発生したときに遠隔通知を行う場合は、あらかじめセンサーの設定を有効にしておいてください。
（P. 4-81「センサー入力を設定する」）
設定メニュー画面で［イベント → センサー → 遠隔通知タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「センサー」
↓

「遠隔通知」タブ

① 遠隔通知 ：  該当チャンネルのセンサー入力が入ったとき、または、緊急録画を開始したときに通
知するコールバックまたはメールアドレスを選択します。決定キーを押すと「通知先
アドレス選択画面（P. 4-87）」が表示されます。

② ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

③ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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［通知先アドレス選択画面］
緊急録画やセンサーイベント、モーションイベント、ビデオロスイベント、システムイベントの各イベント
発生時に遠隔通知を送信するアドレスを設定します。
設定するアドレスはあらかじめコールバック設定（P. 4-74「コールバック設定を行う」）、Eメール設定（P. 4-76
「Eメール設定を行う」）をしてください。
設定メニュー画面で［イベント → センサー → 遠隔通知タブ］から「遠隔通知」を選択すると、以下の画面
が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「センサー」
↓

「遠隔通知」タブ
↓

「遠隔通知」を選択

① コールバック ： チェックが入っている IPアドレスにコールバック通知します。

② 一斉チェックボックス ：  コールバックする IPアドレスを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選
択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、コールバックする
IPアドレスはすべて無効になります。

③ チェックボックス ：  コールバックする IPアドレスを選択します。チェックを入れると選択し、外す
と選択を解除します。選択を解除すると、コールバックする IPアドレスは無効
になります。

④ Eメール ：  チェックの入っているメールアドレスに Eメール送信します。

⑤ 一斉チェックボックス ：  Eメール送信するメールアドレスを一斉選択します。チェックを入れるとすべて
選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、Eメール送信す
るメールアドレスはすべて無効になります。

⑥ チェックボックス ：  Eメール送信するメールアドレスを選択します。チェックを入れると選択し、外
すと選択を解除します。選択を解除すると、Eメール送信するメールアドレスは
無効になります。

⑦ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑧ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

（コールバック） 

（コールバック） 

（Eメール） 

（Eメール） 
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 ● Eメールの送信内容
遠隔通知で Eメールを送信する場合、以下の内容の Eメールが送信されます。

［Eメールの件名］
「DVR Eメール通知」と表示されます。

［Eメールの本文］

① DVR名 ： 本体の DVR名を表示します。（P. 4-11「システム設定（簡易設定）」）
② S/Wバージョン ： デジタルレコーダーのバージョンを表示します。
③ メッセージ ： 発生したイベントを表示します。

センサーイベント発生
緊急イベント発生
モーションイベント発生
ビデオロスイベント発生
ビデオ入力イベント発生
HDDエラーイベント発生
HDD 接続エラーイベント発生
ファン異常検出イベント発生
録画異常イベント発生
残容量警告イベント発生
S.M.A.R.T.エラーイベント発生
S.M.A.R.T.温度イベント発生
メ  モ
テストメールの場合は、「テストメール」と表示します。

④ 日付 ： イベントが発生した日付を表示します。
⑤ 時間 ： イベントが発生した時刻を表示します。
⑥ タイトル ：  イベントのタイトルを表示します。

メ  モ
テストメールの場合は、「テストメール」と表示します。

⑦ IP ：  ネットワーク設定（P. 4-67「IPアドレスを設定する」）で設定した本機の IPアドレス
を表示します。

⑧ Port ：  ネットワーク設定（P. 4-73「ポートを設定する」）で設定したウェブポート番号を表示
します。

メ  モ
● 複数のイベントが同時に発生したときにも Eメールはイベントごとに 1通ずつ送信します。
● 短い間隔で連続して Eメールを送信したとき、ご契約のプロバイダーの Eメールサーバーによっては設定
した送信先へ Eメールが送信されないことがあります。

イベント通知を受信しました。
メッセージを確認してください。

====================================================
DVR名 :
S/W バージョン : 1.0.0
-------------------------------------------------------------------------------------------

メッセージ : センサーイベント発生
日付  : 2020-10-28
時間  : 06:44:21
タイトル : SENSOR1
IP : 192.168.14.1
Port : 80
====================================================
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 ●イベント発生時にプリセット移動させる（PTZ）

緊急録画やセンサーイベント、モーションイベント、ビデオロスイベントのイベント発生時に指定したコン
ビネーションカメラをあらかじめ設定したプリセット位置に移動させることができます。
以下はセンサーの PTZ設定で説明します。
モーションイベント、ビデオロスイベントの PTZ設定も同様に設定します。
ご注意
複数のコンビネーションカメラを設定すると、すべてのカメラが移動するのに数秒かかることがあります。

［緊急録画、センサーイベントの場合］
イベント発生時に動作するコンビネーションカメラとプリセット移動番号を設定します。
設定メニュー画面で［イベント → センサー → PTZタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

［イベント」

↓

［センサー」

↓

「PTZ」タブ

① PTZ ：  イベント発生時に動作するコンビネーションカメラの番号を表示します。決定キーを
押すと「プリセット移動設定画面（P. 4-90）」が表示され、動作させたいコンビネーショ
ンカメラのプリセット番号を設定できます。

② ページ切り換え ：   でページを切り換えます。

③ OK ：設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ：設定を保存せずに前画面に戻ります。
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［プリセット移動設定画面］

① プリセット移動 ：  1～ 16までのプリセット移動番号が表示されます。決定キーを押すと、プリセット番
号の選択肢が表示されます。プリセット番号を設定してください。
メ  モ
プリセット移動がグレーになっているカメラは、コンビネーションカメラとして設定
していないカメラです。（P. 4-42「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」）

② OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには、前画面で「OK」を押して
ください。

③ キャンセル ：設定を保存せずに前画面に戻ります。 
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 ■ モーション設定
 ●モーション検知の設定をする

モーションを検知する感度と範囲の設定を行います。
モーションを検知するときは設定を有効にしてください。
設定メニュー画面で［イベント → モーション → モーションタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「モーション」
↓

「モーション」タブ

① 一斉チェックボックス ：  モーションを設定するカメラを一斉選択します。チェックを入れるとすべて選択
し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのカメラのモー
ションの設定は無効になります。

② チェックボックス ：  モーションを設定するカメラを選択します。チェックを入れると選択し、外すと
選択を解除します。選択を解除すると、カメラのモーションの設定は無効になり
ます。

③ 感度 ：  モーション感度を以下の 5段階から設定します。
［選択］最高／高／通常／中／低
ご注意
モーション検知感度は、カメラの種類や設置状況による映像の違い、モーション
範囲の大きさなどで異なり、動きを検知できない場合や誤検知する場合がありま
す。設置場所に応じて感度を設定してください。

④ 範囲 ： モーション範囲を設定します。（P. 4-92「モーション範囲を設定する」）

⑤ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

⑥ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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 ●モーション範囲を設定する

モーションブロックを設定すると、その範囲でモーションを検知できます。
モーションブロックの数：768モーションブロック（横×縦：32× 24）
設定メニュー画面で［イベント → モーション → モーションタブ］から「設定」を選択すると、以下の画面
が表示されます。

［モーション範囲設定］ ブロック（オレンジ枠）

モーションブロック設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「モーション」
↓

「モーション」タブ
↓

「設定」を選択

 1 モーション範囲の「設定」を選択し、決定キーを押す。
モーション範囲設定画面が表示されます。
メ  モ
工場出荷時は全画面のモーションブロックが設定されています。

 2 上下左右キーを押し、ブロック（オレンジ色の枠）を設定したいモーションブロックの位置に移   
動する。

 3 モーションブロックの設定を変更する。
 3-1 決定キーを押す。

押すごとに、オレンジ色の枠内すべてのモーションブロックの選択と消去を交互に行います。

 3-2 カメラ選択キーを押す。
ブロックの左から順にカメラチャンネル番号（1～ 4）が割り振られています。
同じカメラ選択キーを押すごとに、モーションブロックの選択と消去を交互に行います。



4-93

第 4章　設定のしかた

 5 モーションブロック設定メニューで「閉じる」を選択し、決定キーを押す。
前画面に戻ります。
ご注意
モーション範囲はこの時点では保存されていません。モーション範囲を保存するにはモーション設定画
面で「OK」を選択し、決定キーを押してください。

 4 メニューキーを押す。
モーションブロック設定メニューが表示されます。再度メニューキーを押すと、設定メニューは消えま
す。
ブロック選択 ：オレンジ色の枠内すべてのモーションブロックに設定します。
ブロック消去 ：オレンジ色の枠内すべてのモーションブロックを消去します。
全範囲選択 ：全画面をモーションブロックに設定します。
全消去 ：全画面のモーションブロックを消去します。
閉じる ：設定したモーション範囲を一時的に保存して前画面に戻ります。

1 2 3 4
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 ●モーション録画を行う

カメラがモーションを検知したときにモーション録画を行うカメラチャンネルを設定します。
1台のカメラでモーションを検知したときに複数のチャンネルを録画するように設定できます。
モーション録画を行うには、モーションを検知するカメラを選択してください。（P. 4-91「モーション設定」）
設定メニュー画面で［イベント → モーション → 録画タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「モーション」
↓

「録画」タブ

① カメラ ： モーションを設定するカメラ番号とカメラ名称を表示します。

② 録画 ：  モーションエリアを設定したカメラがモーションを検知したときに録画するカメラを選択
します。決定キーを押すと「録画カメラ選択画面（P. 4-83）」が表示されます。複数のカ
メラを選択できます。

③ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

ご注意
モーションを検知したときに録画するように設定したカメラチャンネルは、録画スケジュールで「イベント
録画」を含む録画スケジュールを設定してください。「イベント録画」を含まない録画モードではイベント録
画を行いません。（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）

［マウスによる操作］

手順：モーションブロックの設定を変更する位置をクリックする。
クリックするごとにモーションブロックの設定と消去を交互に行うことができます。
メ  モ
マウスのドラッグ &ドロップ（左ボタンを押してから左ボタンを離すまで）で範囲を決めて、モーショ
ンブロックの設定と消去を行うことができます。
・左ボタンを押す：選択範囲の始点を決める。
・左ボタンを離す：選択範囲の終点を決める。
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設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「ビデオロス」
↓

「録画」タブ

① カメラ ： カメラ名称を表示します。

② 録画 ：  ① のカメラがビデオロスしたときに録画するカメラを選択します。複数のカメラを選択で
きます。決定キーを押すと「録画カメラ選択画面（P. 4-83）」が表示されます。
メ  モ
ビデオロスしたカメラは録画できません。

③ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

ご注意
録画中のカメラでビデオロスが発生したときに、代わりに録画するように設定したカメラチャンネルは、録
画スケジュールで「イベント録画」を含む録画スケジュールを設定してください。「イベント録画」を含まな
い録画モードではイベント録画を行いません。（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）

 ■ ビデオロス設定
 ●ビデオロス録画を行う

ビデオロスを検知したときに、録画を行うカメラチャンネルを設定します。
設定メニュー画面で［イベント → ビデオロス → 録画タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

 ●イベントが発生したときに出力するアラームを設定する
モーションイベント発生時に出力するコントロール出力端子やブザー鳴動を設定します。（P. 4-84「イベント
が発生したときに出力するアラームを設定する」）

 ●イベント発生時に遠隔通知を行う
モーションイベント発生時に遠隔通知を行うための設定をします。（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知を行
う」）

 ●イベント発生時にプリセット移動させる（PTZ）
モーションイベント発生時にコンビネーションカメラをあらかじめ設定したプリセット位置に移動させるた
めの設定をします。（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移動させる（PTZ）」）
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設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「ビデオロス」
↓

「アラーム」タブ

① アラーム ：  ビデオロスを検知したときに動作するアラームを表示します。決定キーを押すと P. 4-96
「ビデオロスアラーム設定画面」が表示され、アラームを設定できます。

② OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

［ビデオロスアラーム設定画面］

① 一斉チェックボックス ：  すべてのコントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェッ
クを入れるとすべて選択し、外すとすべての選択を解除します。選択を解除する
と、すべてのコントロール出力とブザー鳴動は無効になります。

② チェックボックス ：  コントロール出力端子番号とブザー鳴動（ブザー）を選択します。チェックを入
れると選択し、外すと選択を解除します。選択を解除すると、コントロール出力
とブザー鳴動は無効になります。

③ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには、前画面で「OK」を
選択し、決定キーを押してください。

④ キャンセル ： 設定を保持せずに前画面に戻ります。

 ●ビデオロスが発生したときに出力するアラームを設定する

ビデオロスが発生したときに出力させるコントロール出力端子やブザー鳴動を設定します。
設定メニュー画面で［イベント → ビデオロス → アラームタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
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 ●イベント発生時に遠隔通知を行う
ビデオロスイベント発生時に遠隔通知を行うための設定をします。（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知を行
う」）

 ●イベント発生時にプリセット移動させる（PTZ）
ビデオロスイベント発生時にコンビネーションカメラをあらかじめ設定したプリセット位置に移動させるた
めの設定をします。（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移動させる（PTZ）」）

 ■ システム設定
 ●ハードディスクの S.M.A.R.T.限界温度や残容量警告しきい値を設定する

ハードディスクは温度が上昇すると故障しやすくなります。本機の使用温度範囲内でご使用の場合でもハー
ドディスクの異常などにより、ハードディスクの温度が上昇することがあります。S.M.A.R.T.情報によって
ハードディスクの温度を検知し、一定温度に達するとシステムイベントを発生させることができます。
また、録画設定で上書き禁止に設定している場合、ハードディスクフルになる前にシステムイベントを発生
させることができます。
設定メニュー画面で［イベント → システム → システムタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「システム」
↓

「システム」タブ

① 残容量警告しきい値（%）＊ ：  残容量警告のイベントを発生させるハードディスクの使用容量を設定しま
す。決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。
［選択］50～ 100

② S.M.A.R.T.限界温度 ：  本機で使用しているハードディスクに合わせて 65°Cに設定しています。
この設定で使用してください。

③ OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

④ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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 ●システムイベントが発生したときに出力するアラームを設定する

システムイベントが発生したときに出力させるコントロール出力端子、ブザー鳴動やメッセージを設定します。
設定メニュー画面で［イベント → システム → アラームタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「システム」
↓

「アラーム」タブ

① アラーム ：  以下のシステムイベントを検知したときに動作するアラームを表示します。決定キーを押
すと「システムイベントアラーム選択画面（P. 4-99）」が表示され、アラームを設定でき
ます。

HDDエラー ： ハードディスクに異常が発生したとき（P. 6-25「ハードディスクエラー」）
残容量警告 ： 録画設定で上書き禁止に設定している場合、ハードディスクの使用容量

が残容量警告しきい値に達したとき（P. 6-27「ハードディスクフル（残
量警告）」）

S.M.A.R.T. ： ハードディスクの S.M.A.R.T.情報からエラーを検出したときやハード
ディスクの温度が S.M.A.R.T.限界温度を超えたとき（P. 6-26「S.
M.A.R.T.」）

録画異常 ： ハードディスクに録画ができない状態になったとき（P. 6-25「ハード
ディスクエラー」）

HDD接続エラー ： ハードディスクを認識できない状態で、本機を起動したとき（P. 6-25
「ハードディスクエラー」）

ファン異常検出 ：ファンに異常が発生したとき（P. 6-24「ファン異常」）

② OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。
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① 一斉チェックボックス ：  すべてのコントロール出力端子番号とブザーの鳴動（ブザー）、メッセージ（アラー
ト）を出力するときに選択します。チェックを入れるとすべて選択し、外すとす
べての選択を解除します。選択を解除すると、すべてのコントロール出力、ブザー
鳴動、メッセージの出力は無効になります。

② チェックボックス ：  コントロール出力端子番号、ブザー鳴動（ブザー）、メッセージ（アラート）を
選択します。チェックを入れると選択し、外すと選択を解除します。選択を解除
すると、コントロール出力、ブザー鳴動、メッセージの出力は無効になります。

③ OK ：  設定した内容を保持して前画面に戻ります。保存するには、前画面で「OK」を
選択し、決定キーを押してください。

④ キャンセル ： 設定を保持せずに前画面に戻ります。

［システムイベントアラーム選択画面］

 ●イベント発生時に遠隔通知を行う
システムイベント発生時に遠隔通知を行うための設定をします。（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知を行
う」）
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 ● UPSの設定を行う

無停電電源装置（UPS）と接続し、停電前後の録画データの消失を防止できます。
無停電電源装置（UPS）からの信号により、設定した時間が経過したあとにシャットダウンを行います。
設定メニュー画面で［イベント → システム → UPSタブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。
ご注意
電源異常（停電）が発生し、UPSのバッテリー電源で本機が動作しているときに電源異常待機時間を変更し
ないでください。正しくシャットダウンしないことがあります。

メ  モ

UPS接続中で電源異常待機時間が経過する前に、電源の復旧などにより UPSからの信号が無効になったと
きは、シャットダウン状態には移行しません。

設定メニュー
↓

「イベント」
↓

「システム」
↓

「UPS」タブ

① 電源異常待機時間（秒）＊ ：  1秒～ 36,000秒（10時間）から時間を設定できます。UPSから信号を受けて
シャットダウンするまでの時間を設定します。決定キーを押して、上下キーで
数値を変更します。

② OK ： 設定を保存して前画面に戻ります。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに前画面に戻ります。

＊  カメラ選択キーを押す、または、マウスの右クリックで数字キーパッドを表示し、数値を直接入力できます。
（P. 4-8「数値を直接入力する」）
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ライブ
本機では、モニター出力に現在のカメラ映像を表示することを「ライブ表示」と呼びます。
スポット出力のライブ表示は、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示したり、ライブ映像専用
の出力として 1画面表示、4／ 9分割画面表示、シーケンス表示します。（P. 5-13「スポット出力」）

 ■ ライブ画面の表示
 ●ライブ画面で表示できること

ライブ時の映像は、以下の画面表示をすることができます。
［画面表示］
1画面 ：1チャンネルの映像を表示します。
4分割画面 ：モニターを 4分割して 4チャンネルの映像を表示します。
6分割画面 ：モニターを 6分割して 6チャンネルの映像を表示します。
9分割画面 ：モニターを 9分割して 9チャンネルの映像を表示します。

［シーケンス表示］
シーケンス表示は、ライブの 1画面表示中または分割画面表示中に、ディスプレー設定の「シーケンス間隔」
で設定した時間で順次画面が切り換わる機能です。（P. 5-9「シーケンス表示する」）

ご注意
● 以下の設定をしているカメラの映像は表示されません。
・ 「デバイス設定」で使用するカメラとして選択していない（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
・  「マスク設定」のモードを「中」または「高」にしている（P. 4-43「モニター画面で表示しないカメラを
決める（マスク設定）」）

● シーケンス表示中にライブ画面表示や再生画面表示の操作を行うと、シーケンスを終了します。また、シー
ケンス表示中にライブ操作メニューの「シーケンス」を選択しても終了します。

C1

［1画面］
C1

C3

C2

C4

C5

C7

C6

C8

［4分割画面］

C2

C3

C6C5C4

C1 C4

C5

C8C7C6

C1
［6分割画面］

C3

C6

C2

C5

C1

C4

C8C7

［9分割画面］

黒画面になります

C8

［1画面シーケンス］

C2
C1

C5

C7

C6

C8

［4分割シーケンス］
C1

C3

C2

C4

［6分割シーケンス］

C4

C8C7C6

C1

C5

C2

C6C5C4

C1

C3
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 ●ライブ画面のOSD表示

HDMI出力とアナログ RGB出力にライブ表示中の状態や情報を表示します。

2020/09/30 09:36:33

1. CAM1

① カメラチャンネル番号 ：  カメラ入力のチャンネル番号を表示します。

② カメラ名表示 ：  カメラ名を表示します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）

③ カメラタイプ表示 ：  コンビネーションカメラとして使用する設定にしているときに表示されます。
（P. 4-42「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」）

④ 録画表示 ：  録画の状態を表示します。色やアイコンの形で録画状態を表します。（P. 5-19「録
画のOSD表示」）

⑤ モーション検知表示 ：  モーション検知中に表示されます。

⑥ センサー入力表示 ：  センサー入力中に表示されます。

⑦ バックアップ表示 ：  バックアップ実行中に表示されます。

⑧ ビデオロス表示 ：  ビデオロス中に表示されます。

⑨ 日時表示 ：  現在日時またはステータスバーを表示します。
ステータスバーを表示すると現在日時はステータスバーの中に表示されます。
（P. 5-4「ライブ画面のステータスバー表示」）
メ  モ
日時の表示形式は変更することができます。（P. 4-27「現在時刻を変更する」）

メ  モ
● ① ～ ⑨ のOSDはすべて非表示にすることができます。ライブ画面のOSDやステータスバー表示の設定
は、ライブ操作メニューの「OSD」で行うことができます。（P. 5-8「OSD表示を設定する」）

● OSDの表示位置を調整することができます。（P. 4-50「OSDやステータスバー表示位置を設定する」）
● スポット出力をライブ映像専用の出力に設定しているときは、OSDの表示はできません。

（ステータスバー）
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 ●ライブ画面のステータスバー表示

ライブ画面の日時表示部に以下のように表示されます。

① ハードディスクの使用率を表示します。

②  ハードディスクをミラーリング設定にすると点灯（白色）します。（P. 4-20「ハードディスクをミラーリング
する」）

③  ハードディスクが上書き設定になると点灯（白色）します。（P. 4-60「ハードディスクに上書き録画をする」）

④ シーケンス表示中に点灯（白色）します。（P. 5-9「シーケンス表示する」）

⑤ ネットワーク接続の状態を表示します。（P. 4-67「ネットワーク設定」）
: 有線 LANを使用して接続しているときに点灯（白色）
: Wi-Fiを使用して接続しているときに点灯（白色）

⑥ アラーム状態になると点灯（オレンジ色）します。（P. 4-46「アラームの設定を行う」）

⑦ 緊急録画中に点灯（オレンジ色）します。（P. 5-17「緊急録画」）

⑧ 現在日時を表示します。

メ  モ
● ステータスバーの表示時間を設定することができます。（P. 4-50「OSDやステータスバー表示位置を設定
する」）

● ライブ画面のOSDやステータスバー表示の設定は、ライブ操作メニューの「OSD」で行うことができます。
（P. 5-8「OSD表示を設定する」）

● スポット出力をライブ映像専用の出力に設定しているときは、ステータスバーの表示はできません。
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 ■ ライブ操作
ライブの操作は、ライブ操作メニューで行います。
ご注意
スポット出力をライブ映像専用の出力に設定しているときは、ライブ操作メニューは表示できません。

 ●ライブ操作メニューによるライブ操作
ライブ操作メニューは、ライブ画面でメニューキーを押すと表示されます。メニューを閉じる場合は、メニュー
キーを押します。
メ  モ
マウスでは、ライブ画面で右クリックすると表示されます。メニューを閉じる場合は、メニュー表示部以外
でクリックまたは右クリックします。

カメラ選択 ：  1画面表示するカメラチャンネルまたは 9分割画面表示を
選択します。（P. 5-6「指定したカメラを表示する」）

表示レイアウト ：  分割画面表示を選択します。（P. 5-6「分割画面を表示する」）
カメラ情報 ：  接続されているカメラの映像方式を表示します。（P. 5-7

「カメラの映像信号方式を確認する」）
OSD ：  O SDとステータスバーの表示状態を選択します。
  （P. 5-8「OSD表示を設定する」）
フリーズ ：  表示中のライブ画面を静止します。（P. 5-8「ライブ映像

を一時的に静止する（フリーズ機能）」）
表示 ：  ライブ画面をシーケンス、ズーム、PIP表示します。また、

スポット出力に表示する映像を選択します。
［シーケンス］  シーケンス表示します。（P. 5-9「シーケン

ス表示する」）
［ズーム］  拡大表示します。拡大表示中に表示領域を

移動することができます。（P. 5-10「映像の
一部を拡大する（電子ズーム機能）」）

［PIP］  PIP（Picture In Picture）機能を使い、小画面で表示するカメラを選択します。
 （P. 5-11「別のカメラ映像を小さい画面で表示する（PIP機能）」）
［スポット］  スポット出力に表示する映像を選択します。（P. 5-14「スポット出力の表示

を切り換える」）
音声 ：  音声出力チャンネルを選択します。（P. 5-15「音声の切り換えを行う」）
カメラ制御 ：  制御するコンビネーションカメラまたは AHDカメラを選択します。（P. 6-2「コンビネー

ションカメラの操作」、P. 6-8「AHDカメラの操作」）
メ  モ
● コンビネーションカメラに設定したカメラがない場合、または、AHDカメラが接続され
ていない場合は使用できません。

● カメラ制御権限を持たないユーザーは使用できません。
バックアップ ：  バックアップ設定画面が表示されます。（P. 5-36「バックアップ（コピー）する」）

メ  モ
バックアップ権限を持たないユーザーは使用できません。

再生 ：  本機のハードディスクに録画されたデータを再生するか USBメモリーに保存された独自
形式のバックアップデータを再生するかを選択します。（P. 5-23「再生画面へ切り換える」）
メ  モ
再生権限を持たないユーザーは使用できません。

緊急録画 ： 緊急録画を行います。（P. 5-17「緊急録画」）
ログ ： システムログとイベントログを表示します。（P. 6-16「ログ情報」）

メ  モ
イベントログ表示画面からイベント録画の再生をすることができます。（P. 6-22「イベント
ログを表示する」）

設定メニュー ： 設定メニュー画面が表示されます。（P. 4-2「設定メニュー構成」）

［ライブ操作メニュー］
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 ●指定したカメラを表示する
1画面表示するカメラチャンネルを選択します。

手順：表示したいカメラチャンネルのカメラ選択キーを押す。
選択したカメラチャンネルが 1画面で表示されます。

 1 ライブ操作メニューの「カメラ選択」を選択し、
決定キーを押す。
チャンネル選択メニューが表示されます。
現在表示中のカメラチャンネルにチェックが入っ
ています。

 2 表示したいカメラチャンネルを選択し、決定
キーを押す。
1画面表示になります。
「ALL」を選択すると 9分割画面表示になります。

［ライブ操作メニュー］

メ  モ
マウスでライブ画面をダブルクリックすると、1画面表示中は直前に表示していた分割画面に切り換わります。
分割画面表示中はダブルクリックしたカメラチャンネルの 1画面に切り換わります。

［ライブ操作メニューによる操作］

1画面表示するカメラチャンネルまたは 9分割画面表示を選択します。

 ●分割画面を表示する
分割画面表示を選択します。

手順：多画面キーを押す。
画面表示が切り換わります。押すごとに画面表示が段階的に変化します。
4段階：1画面 ⇒ 4分割 ⇒ 6分割 ⇒ 9分割

［ライブ操作メニュー］ 1 ライブ操作メニューの「表示レイアウト」を
選択し、決定キーを押す。
表示レイアウト選択メニューが表示されます。

 2 ライブ表示したいレイアウトを選択し、決定
キーを押す。
選択した分割画面表示になります。
2× 2 ：4分割画面表示
1＋ 5 ：6分割画面表示
3× 3 ：9分割画面表示

メ  モ
マウスでライブ画面をダブルクリックすると、1画面表示中は直前に表示していた分割画面に切り換わります。
分割画面表示中はダブルクリックしたカメラチャンネルの 1画面に切り換わります。

［ライブ操作メニューによる操作］
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 ●カメラの映像信号方式を確認する

接続されているカメラの映像信号方式を表示します。

手順： ライブ操作メニューの「カメラ情報」を選択し、決定キーを押す。
カメラ情報画面が表示されます。

① ステータス
NTSC ：NTSC信号方式
AHD2.0 ：AHD2.0信号方式
AHD3.0 ：AHD3.0信号方式
不明 ：それ以外の映像信号方式
－ ：カメラが接続されていない、または、映像信号として識別できない

② 閉じる
ライブ画面に戻ります。

 ●カメラチャンネルや分割画面表示のページを切り換える

手順：次グループキーを押す。
1画面表示中はカメラチャンネルが、次のチャンネルに切り換わります。
分割画面表示中は、同じ分割画面の次の画面（グループ）に切り換わります。

［ライブ操作メニューによる操作］

 1 ライブ操作メニューの「表示レイアウト」を選択し、決定キーを押す。
表示レイアウト選択メニューが表示されます。

 2 「次へ」、「前へ」を選択し、決定キーを押す。
1画面表示中はカメラチャンネルが、次のチャンネル、前のチャンネルに切り換わります。
分割画面表示中は、同じ分割画面の次の画面（グループ）、前の画面（グループ）に切り換わります。
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 ● OSD表示を設定する

OSDとステータスバーの表示状態を選択します。

 1 ライブ操作メニューの「OSD」を選択し、
決定キーを押す。
OSD選択メニューが表示されます。
現在の表示状態にチェックが入っています。

 2 設定したいOSD表示項目を選択し、決定
キーを押す。
項目にチェックが入り、選択した表示状態にな
ります。

なし ：ライブ画面にOSDとステータスバーを表示しません。
OSD ：ライブ画面にOSDだけを表示します。ステータスバーは表示しません。
OSD +ステータスバー ：ライブ画面にOSDとステータスバーを表示します。

 ●ライブ映像を一時的に静止する（フリーズ機能）

表示中のライブ画面を静止します。

手順： ライブ操作メニューの「フリーズ」を選択し、決定キーを押す。
ライブ映像が静止します。

メ  モ

フリーズ解除する場合は、電源キー  以外の前面キーを押してください。元のライブ状態に戻ります。

［ライブ操作メニュー］
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 ●シーケンス表示する

シーケンス中はステータスバーのシーケンスアイコンが点灯します。（P. 5-4「ライブ画面のステータスバー
表示」）

メ  モ
● シーケンスを停止する場合は、再度「シーケンス」を選択し、決定キーを押してください。
● カメラチャンネルや分割画面を手動で切り換えると、シーケンス表示は停止します。
● 1画面シーケンスで表示しているときにカメラチャンネルが以下の条件の場合、そのカメラチャンネルは表
示しません。また、分割画面のシーケンス中は、すべてのカメラチャンネルが以下の条件の場合、その画
面を飛び越して自動で次の画面を表示します。
・ 「デバイス設定」で使用するカメラとして選択していない（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
・ 「マスク設定」のモードを「中」または「高」にしている（P. 4-43「モニター画面で表示しないカメラを
決める（マスク設定）」）
・ビデオロスしている（P. 6-28「ビデオロス」）

 1 1画面表示または分割画面表示する。

 2 ライブ操作メニューの「表示」を選択し、決定
キーを押す。
表示選択メニューが表示されます。シーケンス表示
中は「シーケンス」にチェックが入っています。

 3 表示選択メニューの「シーケンス」を選択し、
決定キーを押す。
設定したシーケンス間隔で 1画面または分割画面の
シーケンスを開始します。

［ライブ操作メニュー］
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［通常のライブ画面］ ［拡大（ズーム）時のライブ画面］

 5 上下左右キーを押す。
拡大表示範囲が移動します。

メ  モ
● マウス操作では、小さい画面の白枠内で左ボタンを押したままマウスを移動すると、拡大表示範囲が移動
します。左ボタンを離すと移動は終了します。

● ズーム解除する場合は、再度「ズーム」を選択して、ズーム倍率の「x1」を選択し、決定キーを押してく
ださい。

● 別のカメラチャンネルや分割画面に切り換えるとズームは解除されます。

［ズーム倍率選択メニュー］

 1 ズームするカメラを 1画面表示する。

 2 ライブ操作メニューの「表示」を選択し、決定キー
を押す。
表示選択メニューが表示されます。

 3 表示選択メニューの「ズーム」を選択し、決定キー
を押す。
ズーム倍率選択メニューが表示されます。
現在表示中のズーム倍率にチェックに入っています。
メ  モ

1画面表示中は、「x1」にチェックが入っています。

 4 ズーム倍率を選択し、決定キーを押す。
選択した倍率でライブ映像が拡大表示されます。
また、ディスプレー設定の「PIP」で設定した小さい画
面が重ねて表示されます。（P. 4-53「重ねて表示する小
さい画面のサイズと位置を決める（PIP）」）
小さい画面には通常のライブ映像が表示され、画面内の
白枠部分がライブ映像の拡大表示範囲です。

 ●映像の一部を拡大する（電子ズーム機能）

カメラ映像の一部を電子ズームします。 ［ライブ操作メニュー］
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 1 カメラ映像を 1画面表示する。

 2 ライブ操作メニューの「表示」を選択し、決定キー
を押す。
表示選択メニューが表示されます。

 3 表示選択メニューの「PIP」を選択し、決定キーを
押す。
チャンネル選択メニューが表示されます。
PIP表示中は PIP表示チャンネルにチェックが入ってい
ます。

 4 PIP表示するカメラチャンネルを選択し、決定キー
を押す。
ディスプレー設定の「PIP」で設定したライブ画面表示
になります。（P. 4-53「重ねて表示する小さい画面のサ
イズと位置を決める（PIP）」）

［チャンネル選択メニュー］

［通常のライブ画面］ ［PIP表示のライブ画面］

メ  モ
● PIPを解除する場合は、選択メニューの「PIP Off」を選択し、決定キーを押してください。
● 別のカメラチャンネルや分割画面表示に切り換えると、PIPは解除されます。

ご注意
モニターとレコーダーを HDMIケーブルで接続している場合、PIP中に HDMIケーブルを抜き差しすると
PIPが解除されます。

 ●別のカメラ映像を小さい画面で表示する（PIP機能）

1画面表示している画面の一部に小さい画面で別のカメラ映像を重ねて表示（PIP表示）します。

［ライブ操作メニュー］
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C1 C2

C3 C4

C1 C1 C2

C2 C1 C2

C3 C4

例：C1と C2にイベント録画が発生した場合

C1で
イベント録画

C2で
イベント録画

C1
ポスト録画時間経過

C2
ポスト録画時間経過

 ●イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベントポップアップ機能）

イベント発生時に、イベント録画しているカメラの映像を表示させることができます。
複数のカメラで同時にイベントが発生した場合は、イベントが発生したすべてのカメラチャンネルを表示す
る分割画面に切り換わります。ただし、ビデオロスイベントの場合は、ビデオロスしたカメラの代わりに録
画するカメラ映像を表示します。
ポスト録画時間が経過するとイベントポップアップ表示前の画面に戻ります。
イベントポップアップ表示するカメラは、イベントポップアップ機能（P. 4-54「シーケンス表示間隔やイベ
ントポップアップ機能を設定する（メイン）」）が有効で、イベント録画（P. 6-12「イベント機能」）している
カメラです。

メ  モ
● イベントポップアップ表示中でも、画面の切り換えを行うことができます。この場合、イベントポップアッ
プ表示は解除されます。

● イベントポップアップ表示前にシーケンスを行っていた場合、イベントポップアップ表示が発生するとシー
ケンスが解除されます。

● 緊急録画を行ってもイベントポップアップ表示します。イベントポップアップ表示するカメラは、緊急録
画しているカメラです。

● 分割画面のイベントポップアップ表示は、カメラチャンネル番号の小さい順に表示されます。イベントの
発生順ではありません。
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 ■ スポット出力
本機は、HDMI出力とアナログ RGB出力とは別にスポット出力があります。
スポット出力は、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示したり、ライブ映像専用の出力として 1 
画面表示、4／ 9分割画面表示、シーケンス表示します。（P. 4-55「スポット出力の表示を設定する（スポット）」）
ライブ映像専用の出力は、ライブ操作メニューで画面表示を切り換えます。（P. 5-14「スポット出力の表示を
切り換える」）
メ  モ
工場出荷時は、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を出力します。

ご注意
ライブ映像専用の出力ではOSD表示はできません。

 ●スポット出力のイベントポップアップ機能

スポット出力をライブ映像専用の出力に設定しているときは、イベント発生時に、イベント録画（P. 6-12「イ
ベント機能」）しているカメラの映像を 1画面表示させることができます。ビデオロスイベントの場合は、ビ
デオロスしたカメラの代わりに録画するカメラ映像を表示します。
イベントポップアップ表示を行う場合は、あらかじめイベントポップアップ表示するカメラとイベントポッ
プアップ機能を有効に設定する必要があります（P. 4-55「スポット出力の表示を設定する（スポット）」）。
複数のイベントが発生した場合は、後優先でチャンネル番号が小さいカメラ映像を 1画面表示します。
イベント録画中のカメラに再度イベントが発生した場合は、表示しているカメラ映像がそのまま表示され続
けます。
すべてのポスト録画時間が経過したあとは、最後に表示したカメラ映像を表示します。
メ  モ
● 緊急録画を行ってもイベントポップアップ表示します。イベントポップアップ表示するカメラは、緊急録
画しているチャンネル番号が小さいカメラです。

● イベントポップアップ表示前にシーケンスを行っていた場合、イベントポップアップ表示が発生するとシー
ケンスが解除されます。
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 1 スポットキーを押す。
スポット表示選択メニューが表示されます。表示中の映像にチェック
が入っています。メニューを閉じる場合は、スポットキーまたはメ
ニューキーを押します。
メイン ： HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示

します。
シーケンス ：  「シーケンス」を選択し、決定キーを押してシーケン

ス表示選択メニューを表示します（ライブ映像専用）。
1× 1：1画面シーケンス表示
2× 2：4分割シーケンス表示

マルチ ： 「マルチ」を選択し、決定キーを押して分割画面表
示選択メニューを表示します（ライブ映像専用）。
2× 2（1～ 4）：4分割画面表示（カメラチャンネル 1～ 4）
2× 2（5～ 8）：4分割画面表示（カメラチャンネル 5～ 8）
3× 3（1～ 9）：9分割画面表示（カメラチャンネル 1～ 9）

CAM1～ CAM8 ： 選択したカメラチャンネルを 1画面で表示します（ライブ映像専用）。
メ  モ
ライブ操作メニューの［表示 → スポット」を選択してもスポット表示選択メニューが表示されます。
（P. 5-5「ライブ操作メニューによるライブ操作」）

 2 表示したい映像を選択し、決定キーを押す。
選択した映像を表示します。

［スポット表示選択メニュー］

 ●スポット出力の表示を切り換える
スポット出力に表示する映像を変更します。HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示したり、ラ
イブ映像専用の出力として 1画面表示、4分割画面表示、シーケンス表示します。シーケンス表示を行う場
合は、あらかじめシーケンス表示するカメラとシーケンス間隔を設定する必要があります。（P. 4-55「スポッ
ト出力の表示を設定する（スポット）」）

ご注意
● スポット設定でスポット出力映像を「メイン」に設定している場合は、ライブ操作メニューのスポット表示
選択メニューでライブ映像専用の画面表示は選択できません。また、スポット出力映像を「ライブ」に設定
している場合は、ライブ操作メニューのスポット表示選択メニューで「メイン」は選択できません。（P. 4-55

 「スポット出力の表示を設定する（スポット）」）
● 「アスペクト比を維持する」にチェックを入れると、AHDカメラ映像に切り換わる際に黒画面が一瞬表示されます。
気になる場合はチェックを外して使用してください。（P. 4-55「スポット出力の表示を設定する（スポット）」）

● スポット表示切換時にスポット出力の映像が乱れることがあります。

メ  モ
● スポット設定でスポット出力映像を「メイン＋ライブ」に設定しているときは、スポットキーを 3秒以上
押すと、スポット出力映像が「メイン」に変更され、HDMI出力やアナログ RGB出力と同じ映像を表示し
ます。誤ってライブ映像専用の出力に切り換えてしまった場合に使用してください。

● ライブ映像専用の出力は、フリーズ機能、電子ズーム機能、および PIP 機能は使用できません。
● 「マスク設定」のモードを「中」または「高」にしているカメラの映像は表示されません。（P. 4-43「モニター
画面で表示しないカメラを決める（マスク設定）」）

● 1画面シーケンスで表示しているときにカメラチャンネルが以下の条件の場合、そのカメラチャンネルは表
示しません。また、分割画面のシーケンス中は、すべてのカメラチャンネルが以下の条件の場合、その画
面を飛び越して自動で次の画面を表示します。
・ 「スポット設定」でシーケンス表示するカメラとして選択してない（P. 4-55「スポット出力の表示を設定
する（スポット）」）
・ 「デバイス設定」で使用するカメラとして選択していない（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
・ 「マスク設定」のモードを「中」または「高」にしている（P. 4-43「モニター画面で表示しないカメラを
決める（マスク設定）」）
・ ビデオロスしている（P. 6-28「ビデオロス」）
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 ■ ライブ音声
ライブ画面表示中に本機に入力された音声信号を切り換えて音声を出力することができます。音声はカメラ
映像と連動しません。
また、DRNETの音声送信機能を使用するとDRNETからの音声を本機で出力することができます。この場合、
DRNETからの音声送信機能が優先して出力されるため、本機の入力音声を出力することはできません。

 1 ライブ操作メニューの「音声」を選択し、決定キーを押す。
音声選択メニューが表示されます。
現在選択中の音声チャンネルにチェックが入っています。

 2 音声出力したい音声チャンネルを選択し、決定キーを押す。
音声を出力します。

 ●音声の切り換えを行う

音声出力する音声チャンネルを切り換えます。

メ  モ
音声を出さない場合は、音声選択メニューの「音声消去」を選択し、決定キーを押してください。

ご注意
工場出荷時設定では音声は出力されません。使用する音声チャンネルを選択してください。（P. 4-44「使用す
る音声チャンネルを決める」）

［音声選択メニュー］
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録　画
本機の録画は、連続録画とイベント録画（センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画）、緊急録画があ
ります。また、イベント録画と緊急録画には、イベント発生直前を録画するプリ録画機能があります。
ご注意
● 録画中に録画設定を変更すると、設定切換中の録画は途切れます。
● ネットワーク接続を行っている場合や画面全体に激しいノイズのある映像を録画している場合など、本機
の負荷が高くなると設定どおりに録画や録音ができないことがあります。その場合は、録画条件を変更す
る必要があります。

 ■ 録画する
 ●連続録画

スケジュールで連続録画が設定されている場合、スケジュール期間中は連続して録画を行います。
・録画共通設定をする（P. 4-59）
・録画スケジュールを設定する（P. 4-63）

 ●イベント録画（センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画）

スケジュール期間中にイベントが発生すると録画を開始します。
・録画共通設定をする（P. 4-59）
・録画スケジュールを設定する（P. 4-63）
・録画時間を設定する（P. 4-62）
・イベントの設定をする（P. 6-12）

［センサー録画］
スケジュールでイベント録画が設定されている場合、スケジュール期間中にセンサー入力端子に信号が入力
されると録画を行います。

［モーション録画］
スケジュールでイベント録画が設定されている場合、スケジュール期間中に設定されたエリアにモーション
を検知すると録画を行います。

［ビデオロス録画］
スケジュールでイベント録画が設定されている場合、映像信号が途切れると別のカメラの録画を行います。

［ポスト録画時間］
ポスト録画時間は、以下のイベントが終了してからの録画継続時間です。最大 30分間録画を継続できます。
イベントが発生してからポスト録画時間が終了するまでは録画が行われます。センサーイベントは、ポスト
録画を行わずにセンサーを入力している間だけセンサー録画を行うこともできます。（P. 4-62「イベント録画
と緊急録画を設定する」）

オン オフ

ポスト
録画時間

センサー入力

録画状態

センサーイベント ： センサーを入力している間

モーションイベント ： 動きを検知している間

ビデオロスイベント ： ビデオロスを検知している間



5-17

第 5章　基本機能

メ  モ
本機は、センサー入力をすべてレベル入力として受けます。レベル入力中はイベント状態を継続します。

ご注意
ビデオロスイベントは、ビデオロスを検知している間にいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちらかを
クリックすると終了し、ポスト録画時間後にビデオロス録画は終了します。

 ●緊急録画
本機前面の緊急録画キーを押す、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画を選択する、または、
緊急録画入力端子に入力があると、緊急録画を開始します。
緊急録画が行われると、録画スケジュールに関係なくすべてのカメラの録画を開始します。録画レートと画
質は P. 4-59「各録画の共通設定をする」で設定します。カメラごとに録画レート、画質、および解像度を設
定することはできません。
緊急録画中はステータスバーの緊急録画アイコンが点灯します。（P. 5-4「ライブ画面のステータスバー表示」）
緊急録画の継続録画時間を設定できます。（P. 4-62「イベント録画と緊急録画を設定する」）
緊急録画を開始したときの動作（アラーム、遠隔通知、PTZ）を設定できます。（P. 6-12「イベント機能」）

［緊急録画時間 :制限］
緊急録画キーを押すか、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画を選択して録画を開始した場合
は、設定時間が過ぎると自動的に終了します。
緊急録画入力端子の入力で録画を開始した場合は、入力が終了してから設定時間が過ぎると、自動的に終了
します。また、緊急録画時間内に緊急録画キーを押す、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画
を選択する、または、緊急録画入力端子に入力があると、その時点から緊急録画は延長されて録画を行います。
メ  モ
緊急録画入力はレベル入力として受け付けます。レベル入力中は緊急録画状態を継続します。

オン オフ

緊急録画時間

緊急録画入力

録画状態

［緊急録画時間 :無制限］
緊急録画中に緊急録画キーを再度押すか、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画を再度選択す
ると停止します。
緊急録画入力は、入力が終了すると緊急録画を停止します。
ご注意
録画共通設定画面（P. 4-59）で「緊急録画を使用」を必ず選択してください。選択されていないときは、緊
急録画は行いません。
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 ●録画の優先度

複数のスケジュールを設定した場合は、番号の大きいスケジュールが優先されます。（P. 4-63「録画スケジュー
ルを設定する」）

同じスケジュール内での録画の優先順位は以下のようになります。複数の録画が発生した場合は、優先度の
高い録画を行います。スケジュール内での録画の優先順位は以下のようになります。

緊急録画

イベント録画（センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画）

連続録画

高

低

優先度

メ  モ
センサー録画、モーション録画とビデオロス録画に優先順位はありません。

 ●プリ録画

スケジュールにイベント録画が設定されている場合に、センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画、
緊急録画が発生すると、最大 30秒前の映像から録画することができます。（P. 4-62「イベント録画と緊急録
画を設定する」）
ご注意
● 他の録画が行われている場合には、実行中の録画が優先されるため、プリ録画は行われません。
● プリ録画を使用するには、録画スケジュールの「モード」の設定を「イベント録画」に設定する必要があ
ります。（P. 4-63「録画スケジュールを設定する」）

 「録画しない」、「連続録画」、「連続・イベント録画」に設定されている場合には、プリ録画は行えません。
● プリ録画の録画レート、画質、および解像度は、プリ録画が行われる期間のイベント録画の設定に従います。
● 緊急録画時にプリ録画を行うカメラは、録画スケジュールを「イベント録画」に設定しているカメラだけ
です。また、プリ録画の録画レート、画質、および解像度もイベント録画の設定に従います。

 ●録画レートについて

録画レートとは、1秒間に録画する画像枚数を表します。録画レートの単位は、ips（image per second）
で表します。カメラ 1台あたりの録画レートは、最大 30 ipsまで設定できます。
設定できる総録画レートは、解像度の設定によって異なります。

240 ips： Full HD（1920 × 1080）、HD（1280 × 720）、WD1（944 × 480）、D1（704 × 480）、
WQVGA（480× 272）

120 ips：4M（2560× 1440）

ご注意
4Mの場合は、カメラ 4入力ごとに録画レートを分け合うため、実際にはカメラ入力 1～ 4で 60 ips、カメ
ラ入力 5～ 8で 60 ipsの上限があります。上限を超えないように録画レートを設定してください。
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 ■ 録画のOSD表示
録画状態表示：録画状態と録画モードをアイコンの色と形で表示します。（P. 5-3「ライブ画面のOSD表示」）

1. CAM （灰色） ：録画停止（録画スケジュールの時間外）
（赤色） ：連続録画中
（赤色） ：緊急録画中
（赤色） ：イベント録画中
（青色） ：プリ録画中

（マークなし） ： 録画停止（イべント待機中、ビデオロ
ス中、ハードディスクフルなど）

 ■ 録音する
本機はチャンネルごとに音声録音を行うことができます。
工場出荷時は音声録音しない設定になっていますので、録音するときは設定を変更してください。（P. 4-44「使
用する音声チャンネルを決める」）

 1 音声入力を接続する。
音声入力をピンジャック（8系統）から入力します。

 2 音声設定を行う。
● ライブ音声の設定で選択した音声チャンネルを録音できます。（P. 5-15「ライブ音声」）
● 録音した音声は、「録音カメラ選択画面（P. 4-45）」で選択したカメラチャンネルの 1画面再生中に出
力されます。

ご注意
音声を録音するには、必ずカメラ映像の録画を同時に行う必要があります。そのため、以下の場合は録音で 
きません。
● 使用するカメラとして選択していない場合（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
● 映像入力がない場合（ライブ画面で  （ビデオロス）が表示される場合）
● 録画スケジュールが設定されていない、など録画を行わない場合
● 音声が入力されていない場合
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再　生
本機に録画されたデータを再生することができます。
ご注意
● 再生操作は再生権限を持つユーザーでログインしている場合のみ操作できます。（P. 3-8「ログイン」）
● 逆再生、早戻し再生、および早送り再生は、フレームをスキップしながら再生します。すべてのフレーム
を再生していません。

● ネットワーク接続を行っている場合や録画の状態など、本機の負荷によっては再生速度が遅くなることが
あります。再生速度を変更しても、一定速度以上速くならない場合もあります。

● 録画したデータのサイズやレートによっては、データを逆再生したときにしばらく映像が更新されないこ
とがあります。

● 本機で録画データを再生しているときは、ネットワークのライブ配信レートがカメラごとに 1秒あたり 1枚
程度になります。

 ■ 再生画面の表示
 ●再生画面で表示できること

再生時の映像は、以下の画面表示をすることができます。

［画面表示］
1画面 ：1チャンネルの録画映像を表示します。
4分割画面 ：モニターを 4分割して、4チャンネルの録画映像を表示します。
6分割画面 ：モニターを 6分割して 6チャンネルの録画映像を表示します。
9分割画面 ：モニターを 9分割して 9チャンネルの録画映像を表示します。

画面表示の変更操作は、P. 5-25「再生操作メニューによる再生操作」を参照してください。
ご注意
● 以下のカメラチャンネルは黒画面を表示します。
・ 録画データがないチャンネル
・  「マスク設定」のモードを「中」または「高」にしているチャンネル（P. 4-43「モニター画面で表示しな
いカメラを決める（マスク設定）」）

● 分割画面で再生中に、再生が終わったチャンネルは、最後の画面を表示し続けます。

C1

［1画面］
C1

C3

C2

C4

C5

C7

C6

C8

［4分割画面］

C2

C3

C6C5C4

C1 C4

C5

C8C7C6

C1
［6分割画面］

C3

C6

C2

C5

C1

C4

C8C7

［9分割画面］

黒画面になります
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 ●再生画面のOSD表示

再生画面の状態や情報をOSD表示します。

2020/09/30 09:36:33

1. CAM1

⑤ バックアップ表示 ：  バックアップ実行中に表示されます。

メ  モ
● ① ～ ⑤ のOSDはすべて非表示にすることができます。OSDやステータスバー表示の設定は、再生操作
メニューの「OSD」で行うことができます。（P. 5-25「再生操作メニューによる再生操作」）

● OSDの表示位置を調整することができます。（P. 4-50「OSDやステータスバー表示位置を設定する」）

 ：一時停止
 ：再生（速度 1倍）

×2  ：再生（速度 2倍）
×4  ：再生（速度 4倍）
×8  ：再生（速度 8倍）
×16  ：再生（速度 16倍）
×32  ：再生（速度 32倍）

 ：逆再生（速度 1倍）
×2  ：逆再生（速度 2倍）
×4  ：逆再生（速度 4倍）
×8  ：逆再生（速度 8倍）
×16  ：逆再生（速度 16倍）
×32  ：逆再生（速度 32倍）

① 再生チャンネル ：  再生しているカメラチャンネル番号を表示します。

② カメラ名 ：  再生しているカメラ名称を表示します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を
決める」）

③ 再生日時 ：  再生映像の日時またはステータスバーを表示します。
ステータスバーを表示すると再生日時はステータスバーの中に表示されます。
（P. 5-22「再生画面のステータスバー表示」）
メ  モ
● 再生日時は画面下部に表示されます。分割画面再生の場合、チャンネルごとには
表示されません。

● 日時の表示形式は変更することができます。（P. 4-27「現在時刻を変更する」）

④ 再生状態表示 ：  再生している状態を表示します。表示内容は以下のとおりです。
ステータスバーを表示すると再生状態はステータスバーの中に表示されます。
（P. 5-22「再生画面のステータスバー表示」）

（ステータスバー）

（ステータスバー）



5-22

第 5章　基本機能

 ●再生画面のステータスバー表示

再生画面の再生日時表示・再生状態表示部分に以下のように表示されます。
再生画面のステータスバーは、マウスによる再生操作で使用します。

①  逆再生を行います。クリックするごとに再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と段階的に変化します。
一時停止中に 3秒以上押し続けると、前のイベントの先頭に飛んで一時停止します。（P. 5-28「イベント
飛ばしをする」）

② コマ戻し再生を行います。

③ 再生または逆再生を一時停止します。

④ コマ送り再生を行います。

⑤  再生を行います。クリックするごとに、再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と段階的に変化します。
一時停止中に 3秒以上押し続けると、次のイベントの先頭に飛んで一時停止します。（P. 5-28「イベント
飛ばしをする」）

⑥ 現在の再生状態を表示します。

⑦ 緊急録画中に点灯（オレンジ色）します。（P. 5-17「緊急録画」）

⑧ 再生映像の日時を表示します。

PAUSE ： 一時停止
PLAY ： 再生（速度 1倍）
FF× 2 ： 再生（速度 2倍）
FF× 4 ： 再生（速度 4倍）
FF× 8 ： 再生（速度 8倍）
FF× 16 ： 再生（速度 16倍）
FF× 32 ： 再生（速度 32倍）

R.PLAY ： 逆再生（速度 1倍）
RW× 2 ： 逆再生（速度 2倍）
RW× 4 ： 逆再生（速度 4倍）
RW× 8 ： 逆再生（速度 8倍）
RW× 16 ： 逆再生（速度 16倍）
RW× 32 ： 逆再生（速度 32倍）

メ  モ
●  再生画面のOSDやステータスバー表示の設定は、再生操作メニューの「OSD」で行うことができます。
 （P. 5-25「再生操作メニューによる再生操作」）
● ステータスバーの表示時間を設定することができます。（P. 4-50「OSDやステータスバー表示位置を設定
する」）
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 ●再生を終了する
メ  モ
再生画面からライブ画面に切り換わったあとは、再生画面へ切り換える前のライブ時の画面表示に戻ります。

手順：再生画面で再生キーを押す。
再生画面からライブ画面に切り換わります。

［再生操作メニューによる操作］

 1 再生画面でメニューキーを押す。
再生操作メニューが表示されます。

 2 「再生終了」を選択し、決定キーを押す。
再生画面からライブ画面に切り換わります。

 ■ 再生操作
ライブ画面から再生画面に切り換えることで録画データを再生できます。
ご注意
録画中に再生を行う場合、現在時刻から 1分以内の録画データは再生できない場合があります。しばらく待っ
てから再生してください。

 ●再生画面へ切り換える
メ  モ
ライブ画面から再生画面に切り換わったときは、ライブ時の画面表示が維持されます。

手順：ライブ画面で再生キーを押す。
ライブ画面から再生画面に切り換わります。

［ライブ操作メニューによる操作］

 1 ライブ画面でメニューキーを押す。
ライブ操作メニューが表示されます。
メニューを閉じる場合は、メニューキーを押します。

 2 ライブ操作メニューの「再生」を選択し、決定キー
を押す。
再生選択メニューが表示されます。
メ  モ

USBメモリーに独自形式のバックアップデータがあ
る場合は「バックアップデータ」を選択し、本機で
再生できます。（P. 5-54「独自形式（STRG形式）の
ファイルを本機で再生する」）

 3 「HDD」を選択し、決定キーを押す。
ライブ画面から再生画面に切り換わります。

［ライブ操作メニュー］

［再生操作メニュー］
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 ●再生操作を行う

再生画面で前面キーから以下の再生操作ができます。

① カメラ選択キー ： 選択したカメラ選択キーと同じチャンネルを 1画面で表示します。

② 次グループキー ：  1画面表示中はカメラチャンネルが次のチャンネルに切り換わります。分
割画面表示中は同じ分割画面の次の画面（グループ）に切り換わります。

③ 多画面キー ： 画面表示が切り換わります。押すごとに画面表示が段階的に変化します。
4段階：1画面 ⇒ 4分割 ⇒ 6分割 ⇒ 9分割

④ 上下左右キー（再生操作キー） ：  右キー で再生を行います。再生中は押すごとに再生速度が 2倍、4倍、
8倍、16倍、32倍と段階的に変化します。一時停止中に右キー を 3
秒以上押すと、次のイベントの先頭に飛んで一時停止します。（P. 5-28「イ
ベント飛ばしをする」）

 ：  左キー で逆再生を行います。再生中は押すごとに再生速度が2倍、4倍、
8倍、16倍、32倍と段階的に変化します。一時停止中に左キー を 3
秒以上押すと、前のイベントの先頭に飛んで一時停止します。（P. 5-28「イ
ベント飛ばしをする」）

 ： 上キー でコマ送り再生を行います。

 ： 下キー でコマ戻し再生を行います。

⑤ 決定キー（一時停止キー） ： 再生または逆再生を一時停止します。
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 ●マウスによる再生操作
マウスによる再生操作は、再生ステータスバーから行います。（P. 5-22「再生画面のステータスバー表示」）
操作を行うためにはステータスバーを表示してください。（P. 5-8「OSD表示を設定する」）
メ  モ
マウスで再生画面をダブルクリックすると、1画面表示中は直前に表示していた分割画面に切り換わります。
分割画面表示中はダブルクリックしたカメラチャンネルの 1画面に切り換わります。

 ●再生操作メニューによる再生操作
再生操作メニューによる再生操作を行います。再生操作メニューは、再生画面でメニューキーを押すと表示
されます。メニューを閉じる場合は、メニューキーを押します。
メ  モ
マウスでは、再生画面で右クリックすると表示されます。
メニューを閉じる場合は、メニュー表示部以外でクリックまたは右クリックします。

カメラ選択 ：  1画面表示するカメラチャンネルまたは 9分割画面表示
を選択します。（P. 5-6「指定したカメラを表示する」）

表示レイアウト ： 分割画面表示を選択します。（P. 5-6「分割画面を表示す
る」）

検索 ：  検索画面が表示されます。日時を指定して再生したり、
カレンダーやイベントリストから検索して再生します。
（P. 5-29「検索」）

指定 ：  時間を指定して再生します。（P. 5-26「時間を指定して再
生する」）

ブックマーク ：  任意の再生映像の時刻をブックマークに登録できます。
   登録したブックマークは一覧で表示され、選択して再生

できます。（P. 5-26「ブックマークを登録して再生する」）

OSD ：OSDとステータスバーの表示状態を選択します。
（P. 5-8「OSD表示を設定する」）

ズーム ： 1画面表示中の再生画面を拡大表示します。
拡大表示中に表示領域を移動することができます。
（P. 5-10「映像の一部を拡大する（電子ズーム機能）」）

［再生操作メニュー］

音声 ：  再生時の音声出力の切り換えを行います。（P. 5-34「再生音声を出力する」）

バックアップ ：  バックアップ設定画面が表示されます。（P. 5-36「バックアップ（コピー）する」）
再生中は簡易バックアップになります。（P. 5-42「再生中にバックアップする（簡易バック
アップ）」）
メ  モ
バックアップ権限を持たないユーザーは使用できません。

記録装置 ：  再生するデータの保存元を変更します。「HDD」と「バックアップデータ」のどちらかを
選択することができます。USBメモリーに独自形式のバックアップデータがある場合は
「バックアップデータ」を選択し、本機で再生できます。（P. 5-54「独自形式（STRG形式）
のファイルを本機で再生する」）

緊急録画 ： 緊急録画を行います。（P. 5-17「緊急録画」）

ログ ： システムログとイベントログを表示します。（P. 6-16「ログ情報」）
メ  モ
イベントログ表示画面からイベント録画の再生ができます。（P. 6-22「イベントログを表示
する」）

再生終了 ： 再生画面を終了してライブ画面に戻ります。
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 ●時間を指定して再生する

 1 再生操作メニューの「指定」を選択し、決定キーを
押す。
指定選択メニューが表示されます。
最初に移動 ：  再生画面に録画の最古データを表示し

ます。
最後に移動 ：  再生画面に録画の最新データを表示し

ます。
5秒戻す ：  再生画面に 5秒前の録画データを表示

します。
10秒戻す ：  再生画面に 10秒前の録画データを表

示します。
15秒戻す ：  再生画面に 15秒前の録画データを表

示します。
30秒戻す ：  再生画面に 30秒前の録画データを表示します。
60秒戻す ：  再生画面に 60秒前の録画データを表示します。

 2 指定選択メニューの項目を選択し、決定キーを押す。
指定した録画データが再生画面に表示されます。

 ●ブックマークを登録して再生する

任意の再生映像の時刻をブックマークとして最大 10件まで登録できます。
登録したブックマークは一覧で表示され、見たいブックマークを選択し再生を行います。
メ  モ
ブックマーク登録した時刻の録画データが上書きされたり、フォーマットなどで削除されたりした場合は、
ブックマークも削除されます。

［ブックマークの登録］

 1 ブックマーク登録したい再生映像で一時停止キー
を押し、一時停止する。

 2 再生操作メニューの「ブックマーク」を選択し、
決定キーを押す。
ブックマーク選択メニューが表示されます。

 3 ブックマーク選択メニューの「登録」を選択し、
決定キーを押す。
文字入力画面が表示されます。
英数、記号で最大 16文字まで入力できます。
（P. 4-13「文字を入力する」）

 4 「文字入力画面」で、タイトルを入力し「OK」
を選択し、決定キーを押す。
一時停止中の時刻がブックマークに登録され、再生
画面に戻ります。

［再生操作メニュー］

［再生操作メニュー］
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［ブックマークからの再生］

 1 再生操作メニューの「ブックマーク」を選択し、決定キーを押す。
ブックマーク選択メニューが表示されます。

 2 ブックマーク選択メニューの「一覧」を選択し、決定キーを押す。
登録したブックマークの一覧が表示されます。

 3 タイトルを選択し、決定キーを押す。
登録した時刻の再生映像が表示されます。

［ブックマーク一覧画面］

① 日時 ：ブックマーク登録した再生映像の日時を表示します。

② タイトル ：ブックマーク登録時に入力したタイトルを表示します。
選択して決定キーを押すと、登録した時刻の再生映像を表示します。

③  （全削除） ：すべてのブックマークを削除します。

④  （削除） ：選択したブックマークを削除します。

⑤ 再読込 ：情報を更新します。

⑥ 閉じる ：再生画面に戻ります。
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 ●イベント飛ばしをする

イベント飛ばしは、再生する映像をイベント単位で移動させることができ、短時間で見たい映像を探し出す
ことができます。
イベント飛ばしは、以下のイベントの先頭まで移動して一時停止します。
・ 緊急録画を開始した時刻
・ イベント録画（センサー録画、モーション録画、ビデオロス録画）を開始した時刻
ご注意
日をまたいでイベント飛ばしをすることはできません。

［次のイベントに飛ばすとき］

手順：一時停止中に右キー  を 3秒以上押す。
次のイベントの先頭に飛んで一時停止します。

メ  モ
マウスでは一時停止中にステータスバーの再生ボタンを 3秒以上押し続けます。

再生方向

イベント飛ばし

イベント イベントまたは連続録画 イベント

一時停止位置

［前のイベントに戻すとき］

手順：一時停止中に左キー  を 3秒以上押す。
イベント録画の再生時は、現在のイベントの先頭に飛んで一時停止します。
連続録画の再生時は、前のイベントの先頭に飛んで一時停止します。

メ  モ
マウスでは一時停止中にステータスバーの逆再生ボタンを 3秒以上押し続けます。

再生方向

イベント イベントイベント

一時停止位置

イベント飛ばし

再生方向

イベント イベント連続録画

一時停止位置

イベント飛ばし

● イベント録画の再生時

● 連続録画の再生時
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 ■ 検　索
検索には、直接日時を指定したり、カレンダーから検索する「カレンダー検索」、イベントリストから絞込み
を行う「イベント検索」があります。

 ●日時を指定して再生する
日時を指定して再生を行います。

 1 再生操作メニューの「検索」を選択し、決定キーを押す。
日時指定画面が表示されます。

 2 日付／時刻の年・月・日、時・分・秒を設定し、決定キー
を押す。

 3 「OK」を選択し、決定キーを押す。
設定した日付／時間の録画データが再生画面に表示されます。

［日時指定画面］

① 日付／時間 ：再生を開始する日時を設定します。
日付または時刻を選択し決定キーを押します。左右キーで年・月・日または時・分・秒
を選択し、上下キーで数値を変更します。

② 最初に移動 ：チェックを入れると録画した最も古い日時を ① に表示します。

③ 最後に移動 ：チェックを入れると録画した最も新しい日時を ① に表示します。

④ OK ：設定した日時の録画データが表示されます。

⑤ キャンセル ：設定した日時を保存せずに前画面に戻ります。

［再生操作メニュー］
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 1 再生操作メニューの「検索」を選択し、決定キーを押す。
日時指定画面が表示されます。（P. 5-29「日時を指定して再生する」）

 2 「カレンダー」タブを選択する。
カレンダー検索画面が表示されます。

 3 日時を選択したあとに「指定」を選択し、決定キーを押す。
再生画面に設定した日時の録画データが表示されます。

［カレンダー検索画面］

 ●カレンダー検索して再生する
再生画面に表示しているカメラチャンネルの録画データを検索できます。
分割画面再生時に検索した場合は、いずれかのカメラに録画データがあるとタイムテーブルに表示されます。

① 年 ：  再生を開始する年を設定します。
決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。

② 月 ： 再生を開始する月を設定します。
決定キーを押して、上下キーで数値を変更します。

③ カレンダー ：  カレンダーの日付を選択します。再生を開始したい日を上下左右キーで選択して、決
定キーを押します。録画データの存在する日付は青色で表示されます。

④ タイムテーブル ：  録画データは 15分ごとのカラーバーで表示します。再生画面に表示しているカメラ
チャンネルの録画データがある時間は、水色または黄色で表示されます。
水色 ：録画データがある。
黄色 ：同一時刻に重複した録画データがある（P. 5-32）。
灰色 ： 再生画面に表示されていないカメラのみに録画データがある。

⑤ 時刻カーソル ：  再生したい時刻に合わせます。タイムテーブルを選択し、左右キーで 15分単位で移動
させることができます。

⑥ 時刻表示 ： 時刻カーソル位置の時刻を表示します。

⑦ 詳細 ：  カメラごとの録画データをカラーバーで表示する「詳細画面（P. 5-31）」が表示され
ます。

⑧ 指定 ： 設定した日時の録画データが表示されます。
メ  モ
時刻カーソルが再生画面に表示されているカメラに録画データがない時刻を指定して
いる場合は、他のカメラに録画データがあっても指定ボタンを選択できません。

⑨ キャンセル ： 前画面に戻ります。
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［詳細画面］

① タイムテーブル ： カメラごとに録画したデータをカラーバーで表示します。
緑色：連続録画データ
青色：イベント録画データ
黄色：同一時刻で重複した録画データ
赤色：緊急録画データ

② 時刻カーソル ：  再生したい時刻に合わせます。
タイムテーブルを選択し、左右キーで ④ の「時間スケール」で設定した時間の単位で
移動させることができます。

③ ページ切り換え ：  タイムテーブルが 1ページで表示できない場合は、   でページを切り換えて表示
します。

④ 時間スケール ： タイムテーブルの時間スケールを選択します。
［選択］5秒／ 15秒／ 1分／ 5分／ 15分／ 1時間

⑤ 時刻表示 ： 時刻カーソル位置の時刻を表示します。

⑥ 指定 ： 設定した日時の録画データが表示されます。

メ  モ
時刻カーソルが再生画面に表示されているカメラに録画データがない時刻を指定して
いる場合は、他のカメラに録画データがあっても指定ボタンを選択できません。

⑦ キャンセル ： 前画面に戻ります。



5-32

第 5章　基本機能

 ●イベント検索して再生する

 1 再生操作メニューの「検索」を選択し、決定キーを押す。
日時指定画面が表示されます。（P. 5-29「日時を指定して再生
する」）

 2 「イベント」タブを選択する。
イベント検索画面（P. 5-33）が表示されます。

 3 「時間」を選択し、決定キーを押す。
検索可能な日付が表示されます。

 4 検索する日付を選択し、決定キーを押す。
選択した日付のイベントリストが表示されます。

 5 「イベント」を選択し、決定キーを押す。
イベントが表示されます。

 6 検索するイベントを選択し、決定キーを押す。
選択したイベントのリストが表示されます。

 7 イベントリストからイベントを選択する。
1ページで表示できない場合は、 、 、  でページを
切り換えて選択してください。

 8 決定キーを押す。
再生画面にイベント発生時刻の録画データが表示されます。

［同一時刻に録画データが重なっている場合の再生］
時刻調整や NTP調時（P. 4-28「NTP調時機能を設定する」）によって本機の時刻が変更されたときに、同一
時刻に録画データが重複することがあります。重複した時刻の録画データは録画した順に再生されます。

この時刻でカレンダー検索を行うと、重複した時刻はカラーバーの色が黄色になります。

重複した時刻を選択すると、再生選択画面が表示されます。
「1」または「2」を選択し、決定キーを押してください。

「1」を選択 ：先に録画したデータの時刻から再生を行います。あとに録画したデータも再生します。
「2」を選択 ：あとに録画したデータの時刻から再生を行います。先に録画したデータは再生しません。
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① 時間 ：  決定キーを押すとイベント発生日の選択肢が表示され、選択した日付のイベント情報
がリストに表示されます。

② イベント ：  決定キーを押すと以下の選択肢が表示され、選択したイベントの情報がリストに表示
されます。「All」はすべてのイベントの情報がリストに表示されます。
［選択］All／モーション／センサー／ビデオロス／緊急

③ イベントリスト ： イベント検索結果をリスト表示します。

④ ページ切り換え ：   でページを切り換えてイベントリストを表示します。100ページ内での移動が
できます。

⑤  ： イベントリストを 100ページ先に送ります。
ご注意
100ページ送りを行うと、前の 100ページには戻れません。「閉じる」を押して前画
面に戻してから再度検索を行ってください。

⑥ 再読込 ： 最新のイベント情報に更新して、1ページ目を表示します。

⑦ 閉じる ： イベント検索画面を閉じて前画面に戻ります。

［イベント検索画面］
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 ■ 音声を再生する
本機に録画されたデータに音声が含まれているときは、録音した音声を出力することができます。音声は、「録
音カメラ選択画面（P. 4-45）」で選択したカメラチャンネルの 1画面再生中に出力されます。
ご注意
● 再生速度を変更したとき、分割画面表示中、および逆再生中は音声は出力されません。
● ごくまれに音声が途切れることがあります。

 ●再生音声を出力する

再生操作メニューで再生音声の出力（オン／オフ）を切り換えることができます。

手順： 再生操作メニューの「音声」を選択し、決定キーを押す。
再生画面にアイコンが約 1秒表示され、音声出力が切り換わります。

［音声を出力するとき］ ［音声を出力しないとき］

メ  モ
音声出力時には、再生操作メニューの「音声」にチェックが入ります。
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録画データのバックアップ（コピー）
録画されたデータを USBメモリーに保存することができます。本機前面の USB2.0端子または USB3.0端
子に USBメモリーを接続し、バックアップ操作を行ってください。バックアップ後は、指定した時間がバッ
クアップできていることを確認してください。

 ■ データ保存形式
以下の 3種類から選択できます。

データ形式
バックアップデータ

再生方法など 参照
ページ映像 音声 カメラ台数

DVR Media Player 
形式（EXE形式）

○ ○ 最大 8台
PCで再生できます。（ビューアーを含む実行ファイル形式
です。）バックアップデータにパスワードが設定できます。 P. 5-38

独自形式
（STRG形式）

○ ○ 最大 8台
本機またはDRNETがインストールされている PCで再生で
きます。バックアップデータにパスワードが設定できます。 P. 5-39

AVI形式 ○ ○ 1台

PCで再生できます。（「Windows Media Player」または
「映画 &テレビ」が必要です。）
バックアップデータにパスワードは設定できません。
H.265方式の録画データを AVI形式でバックアップし PC
で再生する場合は、「HEVCビデオ拡張機能」のインストー
ルが必要です。

P. 5-40

ご注意
● バックアップはバックアップ権限を持つユーザーでログインしている場合のみ使用できます。（P. 3-8「ロ
グイン」）

● USBメモリーは FAT32または NTFSでフォーマットされたものを使用してください。
● 同時に複数の USBメモリーを接続して使用しないでください。
● バックアップ中はUSBメモリーを取り外さないでください。システムに異常が発生するおそれがあります。
● 上書き録画に設定している場合、指定した時間の録画データがすべて上書きされるとバックアップは終了
し、録画データが残っているとバックアップを継続します。

● バックアップ中に DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーと接続しているときは、バックアッ
プ時間が長くなることがあります。

● バックアップデータに対するイベント検索はできません。
メ  モ

USB3.0対応の USBメモリーを使用するときは、USB3.0端子に接続することをお勧めます。バックアップ
にかかる時間が短くなります。

 ■ バックアップ中のOSD表示
ライブ画面や再生画面のバックアップ中のOSDは下図のように表示されます。

2020/01/30 09:36:33

1. CAMERA1

2020/01/30 09:36:33

1. CAMERA1

バックアップアイコン
 ［ライブ画面］ ［再生画面］

メ  モ
バックアップ中は、すべてのカメラチャンネルにバックアップアイコンが表示されます。
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 ■ バックアップ（コピー）する
複数のカメラチャンネルの映像データと音声データを 1つのファイルにしてビューアーを含む実行ファイル
形式の DVR Media Player形式（EXE形式）と本機や DRNETで再生できる独自形式（STRG形式）のファ
イルを作成できます。また、1つのカメラチャンネルの映像データと音声データを 1つのファイルにして
「Windows Media Player」や「映画 &テレビ」で再生できる AVI形式のファイルを作成できます。
DVR Media Player形式（EXE形式）、または、独自形式（STRG形式）のバックアップデータにはパスワー
ドを設定できます。
バックアップを行うと、バックアップアイコンが表示されます。（P. 5-35「バックアップ中のOSD表示」）

 1 本機前面の USB2.0端子または USB3.0端子に USBメモリーを接続する。

 2 ライブ画面または再生画面でバックアップキーを押す。
バックアップ設定画面が表示されます。
閉じる場合は、バックアップキーまたはメニューキーを押します。

 3 バックアップする形式のタブ（EXE形式／ STRG形式／ AVI形式）を選択する。
［選択］
EXE形式 ： DVR Media Player形式（EXE形式）（P. 5-38「DVR Media Player形式（EXE形式）で

バックアップする」）
STRG形式 ： 独自形式（STRG形式）（P. 5-39「独自形式（STRG形式）でバックアップする」）
AVI形式 ：AVI形式（P. 5-40「AVI形式でバックアップする」）

 4 各項目を設定して「スタート」を選択し、決定キーを押す。
バックアップが開始されます。
バックアップ完了すると、バックアップの完了メッセージが表示されます。
ご注意
● USBメモリーが接続されていない場合や正しく認識されないときは、バックアップを開始できません。

USBメモリーを正しく接続してからバックアップ設定画面の「アップデート」を選択して、決定キー
を押し、USBメモリーの接続状態を更新してください。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間がかかる場合
があります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモリーを取り外さないでくだ
さい。

 5 USBメモリーを取り外す。

［バックアップ設定画面］

ご注意
複数台の PCから同時にネットワーク接続を行っている場合など本機の負荷が高くなると、バックアッ
プ設定画面が表示されるのに時間がかかることがあります。
メ  モ
ライブ操作メニューまたは再生操作メニューの「バックアップ」を選択し、決定キーを押してもバック
アップ設定画面が表示されます。（P. 5-5「ライブ操作メニューによるライブ操作」、P. 5-25「再生操作
メニューによる再生操作」）
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［バックアップパスワードを設定する］
DVR Media Player形式（EXE形式）、または、独自形式（STRG形式）のバックアップデータにパスワー
ドを設定できます。バックアップ設定画面で「パスワード」にチェックが入っている場合にスタートボタン
を押すと、バックアップパスワード設定画面が表示されます。
パスワードは英数、記号で最大 8文字まで入力できます。

ご注意
パスワードはバックアップしたデータを再生するために必要な情報です。パスワードを忘れないよう、メモ
を取るなどして大切に保管してください。

［バックアップパスワード設定画面］

① パスワード ： 決定キーを押すと「文字入力画面」が表示されます。
登録したいパスワードを入力します。入力した文字は「＊」で表示されます。（P. 4-13「文
字を入力する」）

② OK ： パスワードを保存してバックアップを開始します。
メ  モ
パスワードが未入力の場合は、「パスワードが不正です。」とメッセージが表示されます。

③ キャンセル ： 設定を保存せずに「バックアップ設定画面」に戻ります。

「1」を選択 ： 開始時刻から終了時刻まで重複したデータもすべてバックアップを行います。
「2」を選択 ：  あとに録画したデータの時刻から終了時刻までバックアップを行います。先に録画したデータ

はバックアップされません。
ご注意
開始時刻または終了時刻が重複した時間の中に含まれる場合は、データの一部をバックアップできません。
重複した時間より長くなるように、開始時刻か終了時刻を調整してください。

［同一時刻に録画データが重なっている場合のバックアップ］

時刻調整や NTP調時によって本機の時刻が変更されたとき、同一時刻に録画データが重複することがありま
す。重複した時間がバックアップ開始時刻と終了時刻の中に含まれている場合、スタートボタンを押したと
きにバックアップ選択画面が表示されます。
「1」または「2」を選択し、決定キーを押してください。
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 ● DVR Media Player形式（EXE形式）でバックアップする

ビューアーを含む実行ファイル形式です。バックアップデータにパスワードを設定できます。
ご注意
ファイルサイズが 4 GBを超えるとファイルが分割されます。分割されたファイルのファイル名には、自動
で通し番号が付加されます。

［バックアップ設定画面（EXE形式）］

① ソース ： 「録画」と表示されます。

② デバイス ： 「USB Storage」と表示されます。

③ ファイル名 ：  ファイル名を変更できます。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、ファイル名
の入力ができます。最大 59文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
メ  モ
アルファベットと数字以外に、使用できる記号は、「_」「-」「.」「;」です。

④ 開始 ：  開始日時を設定します。
日付または時刻を選択し決定キーを押します。左右キーで年・月・日または時・分・秒を
選択し、上下キーで数値を変更します。

⑤ 終了 ：  終了日時を設定します。
日付または時刻を選択し決定キーを押します。左右キーで年・月・日または時・分・秒を
選択し、上下キーで数値を変更します。

⑥ カメラ ：  バックアップするカメラ番号を選択します。複数のカメラチャンネルを選択できます。

⑦ パスワード ：  チェックを入れるとバックアップデータにパスワードを設定できます。
メ  モ
⑩ 「スタート」ボタンを選択して決定キーを押すと、パスワード設定画面が表示されます。

⑧ ステータス ：  設定中は接続されているデバイスの容量を表示します。バックアップを開始するとバック
アップの進捗状態を表示します。進捗状態表示が 100%になると終了処理を行い、完了画
面が表示されてバックアップが終了します。

⑨ アップデート ： USBメモリーの接続状態を確認し、情報を更新します。
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⑩ スタート ：  バックアップを開始します。
パスワードにチェックが入っている場合は、バックアップパスワード設定画面（P. 5-37）
が表示され、パスワードを保存するとバックアップを開始します。
ご注意
● USBメモリーが接続されていない場合や正しく認識されないときは、バックアップを
開始できません。USBメモリーを正しく接続してからバックアップ設定画面の「アッ
プデート」を選択して決定キーを押し、USBメモリーの接続状態を更新してください。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間
がかかる場合があります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモ
リーを取り外さないでください。

⑪ 閉じる ： 元の画面に戻ります。

メ  モ
バックアップを開始すると ⑩ の「スタート」ボタンは「キャンセル」ボタンに変わります。
「キャンセル」を選択して決定キーを押すと、「中止しますか？」というメッセージが表示されます。バックアッ
プを停止する場合は「はい」を選択して、決定キーを押してください。

 ●独自形式（STRG形式）でバックアップする

本機や DRNETで再生できる形式です。バックアップデータにパスワードを設定できます。
バックアップ設定画面の各項目の設定およびバックアップの開始のしかたは DVR Media Player形式（EXE
形式）と同じです。（P. 5-38「DVR Media Player形式（EXE形式）でバックアップする」）
ご注意
USBメモリーが FAT32でフォーマットされている場合、ファイルサイズが 4 GBを超えるとファイルは分
割されます。分割されたファイルのファイル名には、自動で通し番号が付加されます。
NTFSでフォーマットされている場合は、ファイルは分割されません。
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 ● AVI形式でバックアップする

「Windows Media Player」や「映画 &テレビ」で再生できる形式です。
ご注意
● バックアップデータのファイルサイズが 4 GBを超えたり、映像データの録画解像度が変わったりした場
合はファイルが分割されます。分割されたファイルのファイル名には、自動で通し番号が付加されます。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間がかかる場合があ
ります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモリーを取り外さないでください。

● カメラ名に日本語（漢字、ひらがな、カタカナ）を入力した場合は、カメラ名が正しく表示されません。
（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
● バックアップデータにパスワードは設定できません。
● H.265方式の録画データを AVI形式でバックアップし PCで再生する場合は、「HEVCビデオ拡張機能」の
インストールが必要です。

［バックアップ設定画面（AVI形式）］

① ソース ： 「録画」と表示されます。

② デバイス ： 「USB Storage」と表示されます。

③ ファイル名 ：  ファイル名を変更できます。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、ファイル名
の入力ができます。最大 59文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
メ  モ
アルファベットと数字以外に、使用できる記号は、「_」「-」「.」「;」です。

④ 開始 ：  開始日時を設定します。
日付または時刻を選択し決定キーを押します。左右キーで年・月・日または時・分・秒を
選択し、上下キーで数値を変更します。

⑤ 終了 ：  終了日時を設定します。
日付または時刻を選択し決定キーを押します。左右キーで年・月・日または時・分・秒を
選択し、上下キーで数値を変更します。

⑥ カメラ ：  バックアップするカメラ番号を選択します。1チャンネルのみ選択できます。

⑦ ステータス ：  設定中は接続されているデバイスの容量を表示します。バックアップを開始するとバック
アップの進捗状態を表示します。進捗状態表示が 100%になると終了処理を行い、完了画
面が表示されてバックアップが終了します。
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⑧ アップデート ： USBメモリーの接続状態を確認し、情報を更新します。

⑨ スタート ：  バックアップを開始します。
ご注意
● USBメモリーが接続されていない場合や正しく認識されないときは、バックアップを
開始できません。USBメモリーを正しく接続してからバックアップ設定画面の「アッ
プデート」を選択して決定キーを押し、USBメモリーの接続状態を更新してください。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間
がかかる場合があります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモ
リーを取り外さないでください。

⑩ 閉じる ： 元の画面に戻ります。

メ  モ
バックアップを開始すると ⑨ の「スタート」ボタンは「キャンセル」ボタンに変わります。
「キャンセル」を選択して決定キーを押すと、「中止しますか？」というメッセージが表示されます。バックアッ
プを停止する場合は「はい」を選択して、決定キーを押してください。
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 ■ 再生中にバックアップする（簡易バックアップ）
再生表示しているカメラチャンネルの映像データと音声データをバックアップできます。バックアップを行
うと、再生画面にバックアップアイコンが表示されます。（P. 5-35「バックアップ中のOSD表示」）
簡易バックアップによって、ビューアーを含む実行ファイル形式の DVR Media Player 形式（EXE形式）と
本機や DRNETで再生できる独自形式（STRG形式）のファイルを作成できます。
ご注意
● DVR Media Player形式（EXE形式）のバックアップは、ファイルサイズが 4 GBを超えるとファイルが
分割されます。また、独自形式（STRG形式）のバックアップは、USBメモリーが FAT32でフォーマッ
トされている場合、ファイルサイズが4 GBを超えるとファイルが分割されます。分割されたファイルのファ
イル名には、自動で通し番号が付加されます。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間がかかる場合があ
ります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモリーを取り外さないでください。

● 逆再生や早送り、早戻し、一時停止中は、簡易バックアップを使用できません。
メ  モ
● 分割画面で再生している場合は、表示しているカメラチャンネルをバックアップします。
● 簡易バックアップ中は再生速度が通常より遅くなります。

 1 本機前面の USB2.0端子または USB3.0端子に USBメモリーを接続する。

 2 再生中（速度 1倍時）にバックアップキーを押す。
簡易バックアップ設定画面（P. 5-43）が表示されます。
閉じる場合は、バックアップキーまたはメニューキーを押します。
ご注意
複数台の PC から同時にネットワーク接続を行っている場合など本機の負荷が高くなると、バックアッ
プ設定画面が表示されるのに時間がかかることがあります。
メ  モ
再生中（速度 1倍時）に再生操作メニューの「バックアップ」を選択し決定キーを押しても、簡易バッ
クアップ設定画面が表示されます。

 3 バックアップする形式のタブ（EXE形式／ STRG形式）を選択する。
EXE形式 ：DVR Media Player形式（EXE形式）でバックアップする
STRG形式 ：独自形式（STRG形式）でバックアップする

 4 各項目を設定して「スタート」を選択し、決定キーを押す。
簡易バックアップを開始し、再生画面に戻ります。
ご注意
USBメモリーが接続されていない場合や正しく認識されてないときは、バックアップを開始できません。
USBメモリーを正しく接続してから簡易バックアップ設定画面の「アップデート」を選択して決定キー
を押し、USBメモリーの接続状態を更新してください。
メ  モ
簡易バックアップ中は、バックアップキーまたは一時停止キー以外の操作はできません。

 5 簡易バックアップを終了するときは、バックアップキーまたは一時停止キーを押す。
「中止しますか？」というメッセージが表示されます。
メ  モ
マウスではステータスバーの一時停止ボタンをクリックします。

 6 「はい」を選択し、決定キーを押す。
「簡易バックアップ完了」のメッセージが表示されます。

 7 USBメモリーを取り外す。
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再生中（速度 1倍速時）
「バックアップ」

① デバイス ： 「USB Storage」と表示されます。

② ファイル名 ：  ファイル名が変更できます。決定キーを押すと「文字入力画面」が表示され、ファイル名
の入力ができます。最大 59文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）
メ  モ
アルファベットと数字以外に、使用できる記号は「_」「-」「.」「;」です。

③ パスワード ： チェックを入れるとバックアップデータにパスワードを設定できます。
メ  モ
⑥ の「スタート」ボタンを選択して決定キーを押すと、パスワード設定画面が表示され
ます。

④ ステータス ：  設定中は接続されているデバイスの容量を表示します。

⑤ アップデート ： USBメモリーの接続状態を更新します。

⑥ スタート ：  簡易バックアップを開始します。
パスワードにチェックが入っている場合は、パスワード設定画面（P. 5-37）が表示され、
パスワードを保存すると簡易バックアップを開始します。バックアップが終わると再生画
面に戻ります。

ご注意
● USBメモリーが接続されていない場合や正しく認識されないときは、バックアップを
開始できません。USBメモリーを正しく接続してからバックアップ設定画面の「アッ
プデート」を選択して決定キーを押し、USBメモリーの接続状態を更新してください。

● バックアップするデータサイズや本機の状態により、完了画面が表示されるまでに時間
がかかる場合があります。バックアップの完了メッセージが表示されるまで USBメモ
リーを取り外さないでください。

⑦ 閉じる ： 元の画面に戻ります。

［簡易バックアップ設定画面］
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①  USBメモリーの空き容量が不足している場合、
右のエラーメッセージを表示します。

● 緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、
マウスのクリックまたは右クリックで、エラー
メッセージを消去します。

● USBメモリーを交換し、バックアップを開始
してください。

②  指定した範囲に録画データがない場合は、右の
エラーメッセージが表示されます。
緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、
マウスのクリックまたは右クリックで、エラー
メッセージを消去します。

③  バックアップ中に USBメモリーを取り外した
り、USBメモリーが正常に動作せずバックアッ
プができなくなったりした場合は、右のエラー
メッセージが表示されます。
緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、
マウスのクリックまたは右クリックで、エラー
メッセージを消去します。

④  バックアップ中に USBメモリーの空き容量が
不足した場合、右のエラーメッセージを表示し
ます。表示された期間まではバックアップが完
了しています。

● バックアップを続けて行う場合は、エラーメッ
セージの終了日時を記録してください。

● 緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、
マウスのクリックまたは右クリックで、エラー
メッセージを消去します。

● USBメモリーを交換し、再びバックアップ設
定画面を表示してください。

● バックアップの開始日時を記録した終了日時
に変更して、バックアップを再開してくださ
い。

開始日時
終了日時

 ■ バックアップのエラーメッセージ
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 ■ バックアップしたデータを見る
バックアップした録画データは、バックアップの形式によって、PCや本機で再生できます。
バックアップの形式には、DVR Media Player 形式（EXE形式）、独自形式（STRG形式）、AVI形式の 3種
類があります。（P. 5-35「録画データのバックアップ（コピー）」）

 ● DVR Media Player形式（EXE形式）のファイルを再生する

バックアップ、または簡易バックアップによってDVR Media Player形式で保存された映像データと音声デー
タを PCで再生できます。DVR Media Playerファイルは USBメモリーの直下に保存されます。DVR 
Media Playerファイルはビューアーを含む実行ファイル形式で簡単に再生することができます。

［DVR Media Player形式のファイル］
（例）untitled.exe

ご注意
● DVR Media Player形式のデータを再生するために PCにログインするときは、管理者（Administrator）
権限を持つユーザーアカウントを使用してください。

● 再生する PCによっては、再生音声が出ないことや映像の速度が遅くなる場合があります。
● ファイルサイズが大きくなると、PCの性能によっては再生までに時間がかかることがあります。

以下の手順で、バックアップデータを再生できます。

 1 バックアップデータが保存されている USBメモリーを PCに挿入する。

 2 再生したいバックアップファイルを選択し、ダブルクリックする。
DVR Media Player画面が表示されます。
「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示された場合は、「はい」をクリックしてください。

［バックアップデータにパスワードが設定されている場合］
パスワード入力画面が表示されます。パスワードを入力し「OK」をクリックすると、DVR Media 
Player画面が表示されます。

メ  モ
パスワードを間違えて入力した場合は「Invalid Password」と表示されます。
DVR Media Playerを再起動し、正しいパスワードを入力してください。
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 ● DVR Media Player画面表示について

DVR Media Playerは再生開始日時の指定、複数カメラチャンネルの分割表示、再生などの操作ができます。

① カメラ名 ：  再生中のカメラ名を表示します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）

② 映像表示画面 ：  バックアップデータの再生映像を表示します。1画面や分割画面の表示ができま
す。再生映像をダブルクリックすると、1画面と分割画面の表示が切り換わります。

③ 再生日時 ： 再生中の日時を表示します。

④ 再生操作部 ： 再生操作を行います。

 ：  バックアップデータの最古の映像を頭出しします。

 ：  逆再生します。クリックごとに再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と段
階的に変化します。

 ： コマ戻し再生を行います。

 ： 再生を停止します。

 ： コマ送り再生を行います。

 ：  再生します。クリックごとに再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と段階
的に変化します。

 ： バックアップデータの最新の映像に移動します。

⑤ 画面表示アイコン部

 ： 1画面表示します。

 ： 4分割画面表示します。

 ： 9分割画面表示します。

 ： 使用できません。

⑥ グループ切換ボタン ： カメラチャンネルや同じ分割画面の別の画面（グループ）に切り換えます。

 ：  1画面表示中はカメラチャンネルが前のチャンネルに切り換わります。分割画面
表示中は同じ分割画面の前の画面（グループ）に切り換わります。

 ：  1画面表示中はカメラチャンネルが次のチャンネルに切り換わります。分割画面
表示中は同じ分割画面の次の画面（グループ）に切り換わります。
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⑦ カレンダー検索ボタン ：  映像表示画面下にカレンダー検索画面が表示されます。もう一度クリックすると
カレンダー検索画面は消えます。

⑧ 全画面表示ボタン ：  全画面表示します。もう一度全画面ボタンをクリックするか PCの ESCキーを
押すと全画面表示を解除します。

［カレンダー検索画面］

①    ： 前月または翌月を表示します。

② カレンダー表示部 ：  バックアップデータが存在する日付を白く強調表示します。また、タイムテーブ
ルに表示している日付の背景をオレンジ色で表示します。

③ タイムテーブル ： 時刻を表示します。マウスのホイールで時間間隔を拡大／縮小できます。

④ カラーバー ： バックアップデータが存在する時間を表示します。
（紫色） ： いずれかのカメラチャンネルにバックアップデータが存在する
（緑色） ： カメラチャンネルにバックアップデータが存在する

（黄色） ： 同一時刻に重複したバックアップデータが存在する

⑤ 時刻カーソル ：  再生の開始位置を表します。タイムテーブルのバックアップデータが存在する任
意の位置でダブルクリックすると、時刻カーソルの位置にダブルクリックした時
刻が移動します。
メ  モ
再生停止中にタイムテーブル上で左ボタンを押したままマウスを左右に動かす
と、タイムテーブルを移動することができます。

［音声を再生する］

DVR Media Player 形式のバックアップデータに音声が含まれているときは、音声を出力することができます。
音声は 1画面再生中に出力されます。

ご注意
● 再生速度を変更したとき、分割画面表示中、および逆再生中は音声は出力されません。
● 再生する PCによっては、再生音声が出ないことがあります。
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 ● AVI形式のファイルを再生する

バックアップで保存した AVI形式の映像データと音声データを PCで再生できます。
AVI形式のファイルは「Windows Media Player」または「映画 &テレビ」のアプリを使用して再生するこ
とができます。
Windows Media Playerは、バージョン 12以降を使用してください。

AVI形式のファイルは USBメモリーの直下に保存されます。
また、同時に AVI形式のファイルと同じ名前の 2種類の字幕ファイル（SMI形式、SRT形式）が保存されます。

［AVI形式のファイル］
（例）untitled.avi
 untitled.smi
 untitled.srt

ご注意
● H.265方式の録画データを AVI形式でバックアップし PCで再生する場合は、「HEVCビデオ拡張機能」が
事前にインストールされている必要があります。

● 録画解像度がWD1（944× 480）またはWQVGA（480× 272）で録画した NTSCカメラ映像のデータ
を再生した場合、横長の映像としてワイド表示されます。

● 録画解像度が D1（704× 480）で録画した AHDカメラ映像のデータを再生した場合、アスペクト比 4：3
の映像に変換されて、縦長の映像として表示されます。

● 再生する PCによっては、再生音声が出ないことや映像の速度が遅くなる場合があります。
● ファイルサイズが大きくなると、PCの性能によっては再生までに時間がかかることがあります。

以下の手順で AVI形式ファイルを再生できます。

 1 バックアップデータが保存されている USBメモリーを PCに挿入する。

 2 再生したい AVI形式のファイルをダブルクリックする。
Windows Media Playerまたは映画 &テレビ画面が表示されます。

メ  モ

AVI形式のファイルが、「Windows Media Player」または「映画 &テレビ」に関連付けされていない場合、
別のアプリケーションが起動します。
この場合は、起動したアプリケーションを終了して以下の手順で起動してください。

1.再生したい AVI形式のファイルを右クリックする。
コマンドメニューが表示されます。

2.［プログラムから開く → Windows Media Playerまたは映画 &テレビ］をクリックする。
選択したプレーヤーの画面が表示されます。
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 ●Windows Media Player画面表示について

以下では、AVI形式の再生プレーヤーとしてWindows Media Playerの基本動作を説明します。
詳しくは、Windows Media Player画面上で右クリックし、コマンドメニューの「再生についてのヘルプ」
をご覧ください。

① ファイル名 ：  バックアップデータのファイル名を表示します。

② 映像表示画面 ： バックアップデータの再生映像を表示します。

③ 再生バー ：  再生中の位置を表示します。再生中に再生バーをクリックするとその位置まで再
生バーと映像が移動します。

④ 再生時間 ：  バックアップデータの先頭からの経過時間を表示します。

⑤ ランダム再生ボタン ： ランダム再生のオン／オフを切り換えます。
Windows Media Playerの再生リストに複数のファイルを保存している場合は、
ランダム再生をオンにすると、ランダムな順番でファイルを再生します。

⑥ 連続再生ボタン ： 連続再生のオン／オフを切り換えます。
連続再生をオンにすると、再生が終了したときに再び先頭から再生が始まります。

⑦ 停止ボタン ：  再生を停止します。

⑧ 前へボタン ： 押し続けている間、早戻し再生を行います。

⑨ 一時停止／再生ボタン ：  再生中は一時停止ボタンとなり、クリックすると再生中の映像を一時停止します。
一時停止中は再生ボタンとなり、クリックすると再生バーのカーソル位置から再
生を行います。

⑩ 次へボタン ： 押し続けている間、早送り再生を行います。

⑪ 音量ボタン ： 音量を調整します。
スピーカーマークをクリックすると、ミュートのオン／オフを切り換えます。

［音声を出力するとき］ ［音声を出力しないとき］
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⑫ 全画面表示ボタン ： 全画面表示のオン／オフを切り換えます。

⑬ ライブラリに切り換えボタン
 ：  プレイビューモードからPlayerライブラリモードに切り換えます。バックアップデー

タの再生映像はプレイビューモード画面で表示します。
メ  モ

Playerライブラリモードからプレイビューモードに切り換えるには、Windows 
Media Playerの右下隅にある「プレイビューに切り換え  」ボタンをクリックし
ます。

［Playerライブラリモード画面例］

［カメラ名や日時を表示する］

AVI形式のファイルを保存した場合、同時に AVI形式のファイルと同じ名前の字幕ファイル（SMI形式）が
保存されます。
字幕ファイル（SMI形式）を再生する AVI形式のファイルと同じフォルダーに入れて、Windows Media 
Playerの以下の設定を行うことで、再生映像のカメラ名や再生日時を表示できます。

ご注意
● カメラ名に日本語（漢字、ひらがな、カタカナ）を入力した場合は、カメラ名が正しく表示されません。
（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
● 再生する PCよっては、カメラ名や日時を表示しないことがあります。

 1 AVI形式のファイルを再生する。

 2 Windows Media Player画面上で右クリックする。
コマンドメニューが表示されます。

 3 ［歌詞、キャプション、および字幕 → 利用できる場合はオン］をクリックし、選択する。

メ  モ

Windows Media Playerのバージョンによっては、表示が異なる場合があります。

 4 再度、Windows Media Player画面上で右クリックする。
コマンドメニューが表示されます。

 5 「その他のオプション」をクリックする。
オプション画面が表示されます。
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 6 オプション画面の「セキュリティ」タブをクリックする。

 7 「ローカルキャプションがある場合は表示する」にチェックを入れる。

メ  モ

Windows Media Player のバージョンによっては、表示が異なる場合があります。

 8 「OK」をクリックする。

 9 Windows Media Playerを再起動する。
再生映像のカメラ名や再生日時が表示されます。

［音声を再生する］

AVI形式のバックアップデータに音声が含まれているときは、音声を出力することができます。

ご注意
再生する PCによっては、再生音声が出ないことがあります。
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 ●映画 &テレビ画面表示について

以下では、AVI形式の再生プレーヤーとして映画 &テレビの基本動作を説明します。
詳しくは、「映画 &テレビのヘルプ」をWebサイトで検索しご覧ください。

① 再生バー ： 再生中の位置を表示します。

② 経過時間 ： バックアップデータの先頭からの経過時間を表示します。

③ 音量メニューボタン ：  音量バーを表示し音量を調整します。音量バーのスピーカーマークを
クリックしてミュートのオン／オフを切り換えます。

④ 字幕とオーディオメニューボタン ：  カメラ名や日時を表示します。（P. 5-53「カメラ名や日時を表示する」）

⑤ 巻き戻しスキップボタン ： 10秒前の再生映像を表示します。

⑥ 一時停止／再生ボタン ：  再生中は一時停止ボタンとなり、クリックすると再生中の映像を一時
停止します。一時停止中は再生ボタンに変わり、クリックすると再生
バーのカーソル位置から再生を行います。

⑦ 早送りスキップボタン ： 30秒後の再生映像を表示します。

⑧ 全画面ボタン ： 全画面表示のオン／オフを切り換えます。

⑨ 残り時間 ：バックアップデータの残り時間を表示します。

［音声を出力するとき］［音声を出力しないとき］
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［カメラ名や日時を表示する］

AVI形式のファイルを保存した場合、同時に AVI形式のファイルと同じ名前の字幕ファイル（SRT形式）が
保存されます。
字幕ファイル（SRT形式）を再生する AVI形式のファイルと同じフォルダーに入れて、映画 &テレビの以下
の設定を行うことで、再生映像のカメラ名や再生日時を表示できます。
ご注意
● カメラ名に日本語（漢字、ひらがな、カタカナ）を入力した場合は、カメラ名が正しく表示されません。
（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
● 再生する PCによっては、カメラ名や日時を表示しないことがあります。

 1 AVI形式のファイルを再生する。

 2 映画 &テレビの画面左下の「字幕とオーディオメニュー」ボタンをクリックする。
字幕の選択メニューが表示され、同じフォルダーにある SRT形式のファイル名が表示されます。
メ  モ
字幕ファイル（SRT形式）と再生する AVI形式のファイルが別のフォ
ルダーに入っている場合など字幕ファイルが表示されない場合は、
選択メニューの「字幕ファイルを選択」をクリックし、字幕ファイ
ル（SRT形式）を選択できます。

 3 AVI形式と同じ SRT形式のファイル名をクリックする。
再生映像のカメラ名や再生日時が表示されます。

［音声を再生する］
AVI形式のバックアップデータに音声が含まれているときは、音声を出力することができます。
ご注意
再生する PCによっては、再生音声が出ないことがあります。
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 ●独自形式（STRG形式）のファイルを本機で再生する

バックアップまたは簡易バックアップによって独自形式で保存された映像データと音声データを本機で再生
できます。

独自形式のファイルは USBメモリーの直下に保存されます。
［独自形式のファイル］
（例）untitled.strg

以下の手順で、独自形式のファイルを本機で再生できます。

 1 独自形式のファイルが保存されている USB
メモリーを本機の USB2.0 端子または
USB3.0端子に接続する。

 2 ライブ表示中にメニューキーを押すか、マウ
スを右クリックしてライブ操作メニューを表
示する。

 3 ライブ操作メニューの「再生」を選択し、決
定キーを押す。
再生データ選択メニューが表示されます。

 4 「バックアップデータ」を選択し、決定キー
を押す。
バックアップデータ選択画面（P. 5-55）が表示さ
れます。

 5 「デバイス」で「USB Storage」を選択し、決定キーを押す。
USBメモリーに保存された独自形式のファイルがリスト表示されます。

 6 再生したいバックアップデータ（ファイル名）を選択し、決定キーを押す。
再生画面に選択したバックアップデータの最新時刻の映像が表示されます。

 7 再生操作を行う。
再生方法については、P. 5-23「再生操作」を参照してください。

メ  モ
再生画面の表示中は、再生操作メニューの［記録装置 → バックアップデータ］を選択すると、「再生を停止し、
他のバックアップデータファイルを開きますか？」とメッセージが表示されます。
「はい」を選択して決定キーを押すと、「バックアップデータ選択画面（P. 5-55）」が表示されます。

［ライブ操作メニュー］
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［バックアップデータ選択画面］

① デバイス ： バックアップデータの保存メディアを選択します。

② 再読込 ： デバイスの再読み込みを行います。

③ リスト ：  保存メディア内にある独自形式ファイルをリスト表示します。再生したいファイル
を選択し、決定キーを押します。

④ ページ切り換え ：   でページを切り換えてリスト表示します。

⑤ OK ： バックアップデータの読み込みを行い、再生映像を一時停止して表示します。

⑥ キャンセル ： バックアップデータの読み込みを行わず、元の画面に戻ります。

 ●独自形式（STRG形式）のファイルを PCで再生する

バックアップまたは簡易バックアップによって独自形式で保存された映像データと音声データを PCで再生
できます。
DRNETがインストールされている PCに USBメモリーを接続します。
再生したい独自形式のファイルをダブルクリックすると、DRNETが起動して再生可能な状態となります。

独自形式のファイルは USBメモリーの直下に保存されます。
［独自形式のファイル］
（例）untitled.strg

メ  モ

DRNETのインストールおよび再生方法については、DRNETの取扱説明書をご覧ください。
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コンビネーションカメラ制御
本機に TOA製コンビネーションカメラを接続すると簡易操作やカメラ設定を行うことができます。
ご注意
● コンビネーションカメラ制御はカメラ制御権限を持つユーザーでログインしている場合のみ操作できます。
（P. 3-8「ログイン」）
● NTSCコンビネーションカメラの制御方式は RS-485制御です。AHDコンビネーションカメラは同軸多重
方式または RS-485制御方式のどちらかをメニューで選択できます。RS-485制御をする場合は RS-485
制御線を接続してください。

 ■ 設定と接続
コンビネーションカメラを本機に接続するときは、コンビネーションカメラで以下の設定を行ってから接続
してください。

● カメラアドレス ：他のカメラのアドレスと重複しないように 1～ 255から設定してください。
● 通信速度 ： 38400 bps
● 通信方式（カメラプロトコル） ：タイプ B
● 終端 ： ON（RS-485制御線の末端のカメラのみ）
メ  モ

AHDコンビネーションカメラを同軸多重制御する場合、設定は不要です。

 ■ コンビネーションカメラの操作
 ●コンビネーションカメラ制御画面を立ち上げる

 1 ライブ画面でカメラ制御キーを押す。
カメラ制御選択画面が表示されます。
閉じる場合は、カメラ制御キーまたはメニューキーを押します。

 ： 操作可能なコンビネーションカメラチャンネル
マークなし ： AHDカメラチャンネル
メ  モ
● 操作可能なコンビネーションカメラや AHDカメラが存在しな
い場合は、カメラ制御選択画面は表示されません。

● 操作可能なコンビネーションカメラや AHDカメラ以外のチャ
ンネルは、カメラ制御選択画面に表示されません。

● AHDコンビネーションカメラを接続した状態でカメラのプロトコルが設定されていない場合は、
AHDカメラとして扱われます。（P. 4-42「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」）

● 操作可能なコンビネーションカメラが 1画面表示されている場合は、すぐにコンビネーションカメラ
制御画面に切り換わります。カメラ制御選択画面は表示されません。

● ライブ操作メニューの「カメラ制御」からカメラ制御選択画面を表示することもできます。操作可能
なコンビネーションカメラや AHDカメラが存在しない場合は、ライブ操作メニューの「カメラ制御」
は選択できません。（P. 5-5「ライブ操作メニューによるライブ操作」）

 2 操作したいコンビネーションカメラチャンネルを選択し、決定キーを押す。
選択したカメラチャンネルが 1画面表示され、コンビネーションカメラ制御画面に切り換わります。

［カメラ制御選択］
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 ●コンビネーションカメラを操作する

コンビネーションカメラ制御画面で前面キーから以下のカメラ操作ができます。

① ズーム（ー）キー ： 光学ズーム操作（広角）を行います。

② ズーム（＋）キー ： 光学ズーム操作（望遠）を行います。

③ フォーカス（ー）キー ： 焦点を近くに合わせます。

④ フォーカス（＋）キー ： 焦点を遠くに合わせます。

⑤ 上下左右キー ： パン操作（左右）、チルト操作（上下）を行います。

メ  モ
パン／チルトの旋回速度は、PTZ設定の「スピード」で変更できます。（P. 4-42「コンビネーションカメラ設
定をする（PTZ）」）
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［コンビネーションカメラ制御画面］

アイコン カメラの操作

① 上下左右
パン操作（左右）、チルト操作（上下）を行います。
斜め方向の移動もできます。

② ズーム（ー） 光学ズーム操作（広角）を行います。

③ ズーム（＋） 光学ズーム操作（望遠）を行います。

④ フォーカス（ー） 焦点を近くに合わせます。

⑤ フォーカス（＋） 焦点を遠くに合わせます。

メ  モ
パン／チルトの旋回速度は、PTZ設定の「スピード」で変更できます。（P. 4-42「コンビネーションカメラ設
定をする（PTZ）」）

［マウスによる操作］

コンビネーションカメラ制御画面に表示されるアイコンから行います。
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 ●コンビネーションカメラを制御する

コンビネーションカメラの制御を行うにはカメラ制御メニューを使います。
カメラ制御メニューは、コンビネーションカメラ制御画面でメニューキーを押すと表示されます。
メニューを閉じる場合は、メニューキーを押します。
メ  モ
マウスでは、コンビネーションカメラ制御画面で右クリックすると表示されます。メニューを閉じる場合は、
メニュー表示部以外でクリックまたは右クリックします。

［カメラ制御メニュー］

③ ツアー
［ON］
コンビネーションカメラにあらかじめ設定した
動作を行う「ツアー」機能を開始します。

［OFF］
ツアーを停止します。

④ パターン
［ON］
コンビネーションカメラにあらかじめ登録した
プリセットポジションを巡回するパターン動作
（プリセットシーケンス）を開始します。

［OFF］
パターン動作を停止します。
ご注意
パターン動作（プリセットシーケンス）に対応し
ていないコンビネーションカメラは動作しません。

⑤ ホームポジション
コンビネーションカメラにホームポジションと
してあらかじめ設定した位置にコンビネーショ
ンカメラを移動します。

⑥ メニュー
［ON］
コンビネーションカメラのカメラメニューを起
動します。

［OFF］
カメラメニューを終了します。（P. 6-7「コンビ
ネーションカメラのカメラメニューを設定する」）

⑦ その他
［ESC］
カメラメニューの設定内容を保存せずに前画面
に戻ります。（Clear機能）

［ENTER］
カメラメニューの設定項目や内容を確定し画面
を切り換えます。（Set機能）

［ワンプッシュ AF］
オートフォーカス動作を 1度行います。

⑧ カメラ制御終了
コンビネーションカメラ制御画面を終了し、ライ
ブ画面に切り換わります。

① プリセット
［プリセット登録］
プリセットの登録を行います。（P. 6-6「プリセッ
ト移動を行う」）

メ  モ
プリセットは 1～ 16まで登録できます。

［プリセット移動］
あらかじめ登録したプリセットに移動します。
（P. 6-6「プリセット移動を行う」）

② オートパン
［ON］
オートパン動作を開始します。
［OFF］
オートパン動作を停止します。
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 ●プリセット登録を行う

 1 コンビネーションカメラを制御して、あらかじめプリセッ
ト登録をしたい画角にカメラ映像を合わせておく。

 2 カメラ制御メニューの「プリセット」を選択し、決定キー
を押す。

 3 「プリセット登録」を選択し、決定キーを押す。
プリセット登録メニューが表示されます。
プリセットは、1～ 16まで登録できます。

 4 プリセット番号に指定したい番号を選択し決定キーを押す。
文字入力画面が表示されます。プリセット名を入力してください。
英数、記号で最大 16文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入
力する」）

 1 カメラ制御メニューの「プリセット」を選択し、決定キー
を押す。

 2 「プリセット移動」を選択し、決定キーを押す。
プリセット移動メニューが表示されます。

 3 プリセット移動させたい番号 1～ 16（プリセット名）を
選択し、決定キーを押す。
選択したプリセットの映像が表示されます。

［プリセット登録メニュー］

［プリセット移動メニュー］

［プリセット番号指定画面］

メ  モ
「次のページ ...」を選択して決定キーを押すと、プリセット番号指定
画面表示されます。プリセット移動させたいプリセット番号（1～
255）を指定することもできます。プリセット移動メニューを閉じる
ときは、メニューキーを押します。

 ●プリセット移動を行う
あらかじめ登録したプリセット名を選択または、プリセット番号を入力して表示させることができます。

メ  モ
プリセット登録メニューを閉じるときは、メニューキーを押します。

 5 「OK」を選択し、決定キーを押す。
表示中の画面がプリセットとして登録されます。

ご注意
● プリセット 17以降はカメラメニューで登録してください。（P. 6-7「コンビネーションカメラのカメラメ
ニューを設定する」）

● カメラによってプリセット最大登録数が異なります。詳しくは、カメラの取扱説明書をご覧ください。
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 ●コンビネーションカメラのカメラメニューを設定する

カメラ制御メニューの「メニュー」で「ON」を選択して決定キーを押すと、画面上にコンビネーションカメ
ラのカメラメニューが起動します。カメラ制御メニューの「メニュー」で「OFF」を選択して決定キーを押
すと、カメラメニューは終了します。
カメラメニューは、本機の前面キーまたはマウスでコンビネーションカメラ制御画面に表示されるアイコン
から行います。
詳しい設定方法や設定項目については、カメラの取扱説明書をご覧ください。

アイコン 本機前面キー 機能説明

ー メニューキー
カメラ制御メニューを表示します。
プリセット登録中のワンプッュ AFやカメラメニューの終了を行い
ます。

上下左右キー
上下で設定項目の選択、左右で設定内容の選択をします。
プリセット登録などではパン操作（左右）とチルト操作（上下）を
行います。

ズーム（ー）キー プリセット登録などで光学ズーム操作（広角）を行います。

ズーム（＋）キー プリセット登録などで光学ズーム操作（望遠）を行います。

フォーカス（ー）キー
カメラメニューの設定項目や内容を確定し、画面を切り換えます。
（Set機能）

フォーカス（＋）キー
カメラメニューの設定内容を保存せずに前画面に戻ります。（Clear
機能）

メ  モ

AHDコンビネーションカメラを同軸多重制御する場合、カメラ制御メニューの「メニュー」を選択します。
ON/OFFのどちらをクリックしても、カメラメニューの起動／終了ができます。
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AHDカメラ制御
 ■ AHDカメラの操作

本機に TOA製 AHDカメラを接続するとカメラメニューの設定を行うことができます。
ご注意
AHDカメラ設定はカメラ制御権限を持つユーザーでログインしている場合のみ操作できます。（P. 3-8「ロ
グイン」）

 ● AHDカメラ制御画面を立ち上げる

 1 ライブ画面でカメラ制御キーを押す。
カメラ制御選択画面が表示されます。
閉じる場合は、カメラ制御キーまたはメニューキーを押します。

 ： 操作可能なコンビネーションカメラチャンネル
マークなし ： AHDカメラチャンネル
メ  モ
● 操作可能なコンビネーションカメラや AHDカメラが存在しない場合は、カメラ制御選択画面は表示
されません。

● 操作可能なコンビネーションカメラや AHDカメラ以外のチャンネルは、カメラ制御選択画面に表示
されません。

● AHDカメラが 1画面表示されている場合は、すぐに AHDカメラ制御画面に切り換わります。カメラ
制御選択画面は表示されません。

● ライブ操作メニューの「カメラ制御」からカメラ制御選択画面を表示することもできます。操作可能
なコンビネーションカメラや AHDカメラが存在しない場合は、ライブ操作メニューの「カメラ制御」
は選択できません。（P. 5-5「ライブ操作メニューによるライブ操作」）

 2 操作したい AHDカメラチャンネルを選択し、決定キーを押す。
選択したカメラチャンネルが 1画面表示され、AHDカメラ制御画面に切り換わります。

［カメラ制御選択］
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 ● AHDカメラメニューを設定する
AHDカメラ制御画面で AHDカメラのカメラメニューを起動することができます。
カメラメニューの設定は、本機の前面キーまたはマウスで AHDカメラ制御画面に表示されるアイコンから
行います。詳しい設定方法や設定項目については、カメラの取扱説明書をご覧ください。

アイコン 本機前面キー 機能説明

① 上下左右キー 上下で設定項目の選択、左右で設定内容の選択をします。

② 決定キー AHDカメラのカメラメニューを起動します。カメラメニュー表示中は、
設定項目や内容を確定し、画面を切り換えます。

メ  モ
カメラメニューを終了するには、カメラメニュー内の「終了」を選択してください。

［AHDカメラ制御画面］

［カメラ制御メニューによる操作］

カメラ制御メニューから AHDカメラのカメラメニューの起動や設定を行うこともできます。
AHDカメラ制御画面でメニューキーを押すとカメラ制御メニューが表示されます。カメラ制御メニューを閉
じる場合は、メニューキーを押します。
メ  モ
マウスでは、AHDカメラ制御画面で右クリックすると表示
されます。メニューを閉じる場合は、メニュー表示部以外で
クリックまたは右クリックします。

① メニュー
On ：  AHDカメラのカメラメニューを起動します。

   カメラメニュー表示中は、設定項目や内容を
確定し、画面を切り換えます。

Off  ： 選択できません。

② その他
ENTER ： AHDカメラのカメラメニューを起動します。

カメラメニュー表示中は、設定項目や内容を
確定し、画面を切り換えます。

メ  モ
● メニュー「On」とその他「ENTER」は同じ動作になります。
● カメラメニューを終了するには、カメラメニュー内の「終了」
を選択してください。

［カメラ制御メニュー］
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リモートコントローラー制御
本機にリモートコントローラー（C-RM700）を接続し、リモートコントローラーから 1画面表示、4／ 9分
割画面表示、シーケンス表示を選択することができます。
リモートコントローラー（C-RM700）から操作する場合は、RS-485の設定で用途を「コントローラー」に
設定します。（P. 4-49「RS485設定」）
メ  モ
● 用途を「コントローラー」に設定すると、通信速度、データビット、ストップビット、パリティはリモー
トコントローラー（C-RM700）から操作可能な設定に自動で変更されます。

● 本機を操作するために必要なリモートコントローラー（C-RM700）側の設定はありません。

 ■ リモートコントローラーからの操作

シーケンスキー

4分割画面キー

4分割シーケンスキー

グループ選択キー

9分割画面キー

テンキー カメラキー

［操作に使用するキー］

 ● 1画面表示する

 1 テンキーで 1画面表示したいカメラチャンネルの番号を押す。

 2 カメラキーを押す。
指定されたカメラチャンネルの映像が 1画面表示されます。
ご注意
コントロールキーは使用しないでください。

 ● 4分割表示する

 1 4分割画面キーを押す。
4分割画面（カメラチャンネル 1～ 4）が表示されます。

 2 4分割画面キーまたはグループ選択キーを押す。
4分割画面（カメラチャンネル 5～ 8）が表示されます。
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 ● 9分割画面表示する
手順： 9分割画面キーを押す。

9分割画面（カメラチャンネル 1～ 8）が表示されます。

 ●シーケンス表示する
手順： シーケンスキーを押す。

本機で設定したシーケンス間隔に従い、ライブ表示中の 1画面または分割画面のシーケンスを開始し
ます。（P. 5-9「シーケンス表示する」）

 ● 4分割シーケンス表示する
手順： ライブ 4分割画面表示中に 4分割シーケンスキーを押す。

本機で設定したシーケンス間隔に従い、4分割画面のシーケンスを開始します。（P. 5-9「シーケンス
表示する」）
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本機は、各種の「イベント」が発生することでさまざまな機能を活用できます。
ご注意
イベント発生時の機能を使用するためには、あらかじめ設定を行う必要があります。

 ■ イベントの種類
本機では、以下の動作を「イベント」としています。
緊急録画イベント ： 緊急録画キーを押す、ライブ操作メニューや再生操作メニューで緊急録画を選択

する、または、緊急録画入力端子に信号が入力され緊急録画が開始されたとき
センサーイベント ：外部センサーからセンサー入力端子に信号が入力されたとき
モーションイベント ：カメラ映像の中に動きを検知したとき（P. 6-13「モーションイベント」）
ビデオロスイベント ：映像信号が途切れたとき（P. 6-13「ビデオロスイベント」）
システムイベント ：システムが異常を検出したとき（P. 6-14「システムイベント」）

 ■ イベントの動作
イベントの発生を検知すると、以下の動作を行うように設定できます。
録画 ： イベント録画を開始する。
アラーム ：  コントロール出力から信号を出力する。ブザーを鳴動する。警告メッセージを表示

する。（P. 6-15「イベントによるアラーム」）
メ  モ
アラーム状態になると、ステータスバーのアラームアイコン（P. 5-4「ライブ画面
のステータスバー表示」）とアラーム表示灯が点灯します。

遠隔通知 ：  遠隔監視しているPCにイベント発生を知らせる。Eメールを送信する。（P. 4-74「遠
隔通知設定」）

PTZ ：   コンビネーションカメラをあらかじめ設定した方向に向ける。（P. 4-89「イベント発
生時にプリセット移動させる（PTZ）」）

イベントポップアップ ：  イベントが発生したカメラ映像をライブ画面に表示させる。（P. 5-12「イベントが発
生したカメラ映像を表示する（イベントポップアップ機能）」、P. 5-13「スポット出
力のイベントポップアップ機能」）

メ  モ
システムイベントでは、録画、PTZ、イベントポップアップの動作は行いません。

 ●緊急録画イベント
緊急録画イベントを使用するには、録画共通設定画面で「緊急録画を使用」を必ず選択してください。
緊急録画を開始したときの動作（アラーム、遠隔通知、PTZ）を設定できます。
また、イベントポップアップの設定を行うと緊急録画中にイベントポップアップさせることができます。
緊急録画イベント時の動作は、以下の手順で設定します。

1. 緊急録画入力の名称や入力形式を設定する。（P. 4-81「センサー入力を設定する」）
2. 緊急録画を開始したときの動作を設定する。
・ コントロール出力やブザー鳴動する（P. 4-84「イベントが発生したときに出力するアラームを設定する」）
・ 遠隔 PC への通知や E メール送信を行う（P. 4-74「遠隔通知設定」）
・  コンビネーションカメラをあらかじめ設定した方向に向ける（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移
動させる（PTZ）」）

・  ライブ画面にイベントポップアップさせる（P. 5-12「イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベ
ントポップアップ機能）」）

イベント機能
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 ●モーションイベント
モーションイベントを使用するには、必ずモーションイベントの設定で使用するカメラ番号を選択してくだ
さい。選択されたカメラ番号の動作（録画、アラーム、遠隔通知、PTZ）が設定できます。
また、イベントポップアップの設定を行うとモーション録画中にイベントポップアップさせることができます。
ご注意
モーション感度や画像により、動きを検知できない場合や誤検知する場合があります。この機能は、盗難や
火災などを防止するための確実な動作を保証するものではありません。万一発生した事故や損害に関して一
切の責任を負いかねます。

モーションイベント時の動作は、以下の手順で設定します。
1.  モーションイベントに使用するカメラを選択する。（P. 4-91「モーション設定」、P. 4-92「モーション範囲
を設定する」）

2. モーションを検知したときの動作を設定する。
・モーション録画を開始する（P. 4-94「モーション録画を行う」）
・コントロール出力やブザー鳴動する（P. 4-84「イベントが発生したときに出力するアラームを設定する」）
・遠隔 PCへの通知や Eメール送信を行う（P. 4-74「遠隔通知設定」）
・ コンビネーションカメラをあらかじめ設定した方向に向ける（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移
動させる（PTZ）」）
・ ライブ画面にイベントポップアップさせる（P. 5-12「イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベ
ントポップアップ機能）」）

 ●ビデオロスイベント
ビデオロスイベントはカメラからの映像信号が途切れた場合に発生します。（P. 6-28「ビデオロス」）
ビデオロスが発生したときの動作（録画、アラーム、遠隔通知、PTZ）が設定できます。
また、イベントポップアップの設定を行うとビデオロス録画中にイベントポップアップさせることができます。
ビデオロスイベント時の動作は、以下で設定します。
・ ビデオロスしていないカメラ映像を録画する（P. 4-95「ビデオロス録画を行う」）
・ コントロール出力やブザー鳴動する（P. 4-96「ビデオロスが発生したときに出力するアラームを設定する」）
・ 遠隔 PCへの通知や Eメール送信を行う（P. 4-74「遠隔通知設定」）
・  コンビネーションカメラをあらかじめ設定した方向に向ける（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移動
させる（PTZ）」）

・  ライブ画面にビデオロスしたカメラの代わりに録画するカメラの映像をイベントポップアップさせる
（P. 5-12「イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベントポップアップ機能）」）
ご注意
AHDカメラのメニュー設定を終了したときや、AHDカメラの調整モードの表示・終了をしたときにビデオ
ロスが発生することがあります。

 ●センサーイベント
センサーイベントを使用するには、必ずセンサー入力の設定で使用するセンサー番号を選択してください。
選択されたセンサー番号の動作（録画、アラーム、遠隔通知、PTZ）が設定できます。
また、イベントポップアップの設定を行うとセンサー録画中にイベントポップアップさせることができます。
センサーイベント時の動作は、以下の手順で設定します。
1. 使用するセンサーを選択する。（P. 4-81「センサー入力を設定する」）
2. センサーを受け付けたときの動作を設定する。
・ センサー録画を開始する（P. 4-82「センサー録画を行う」）
・  コントロール出力やブザー鳴動する（P. 4-84「イベントが発生したときに出力するアラームを設定する」）
・ 遠隔 PCへの通知や Eメール送信を行う（P. 4-74「遠隔通知設定」）
・  コンビネーションカメラをあらかじめ設定した方向に向ける（P. 4-89「イベント発生時にプリセット移動
させる（PTZ）」）

・  ライブ画面にイベントポップアップさせる（P. 5-12「イベントが発生したカメラ映像を表示する（イベ
ントポップアップ機能）」）
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 ●システムイベント

システムイベントは、システムがハードディスクの異常やファンの異常を検出した場合に発生します。
アラームや遠隔通知が設定できます。
メ  モ
システムイベントによるイベント録画を行うことはできません。

システムイベントには以下の種類があります。

HDDエラー ： ハードディスクに異常が発生したとき（P. 6-25「ハードディスクエラー」）
残容量警告 ：  録画設定で上書き禁止に設定して、ハードディスクの使用容量が残容量警告しきい値に

達したとき（P. 6-27「ハードディスクフル（残量警告）」）
S.M.A.R.T. ：  ハードディスクの S.M.A.R.T.情報からエラーを検出したとき（P. 6-26「S.M.A.R.T.」）
録画異常 ：  ハードディスクに録画ができない状態になったとき（P. 6-25「ハードディスクエラー」）
HDD接続エラー ：  ハードディスクを認識できない状態で本機を起動したとき（P. 6-25「ハードディスクエ

ラー」）
ファン異常検出 ： ファン異常が発生したとき（P. 6-24「ファン異常」）

システムイベントを検知したときの動作を設定します。
・  コントロール出力やブザー鳴動、警告メッセージを表示する（P. 4-98「システムイベントが発生したとき
に出力するアラームを設定する」）

・ 遠隔 PCへの通知や Eメール送信を行う（P. 4-74「遠隔通知設定」）
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アラーム動作
本機後面のコントロール出力端子へ信号を出力する、ブザー音を鳴らす、または、システムの警告メッセー
ジを表示することを本機では「アラーム」と呼びます。（P. 4-46「アラーム設定」）
イベントの発生やアラームスケジュールを組むことでアラーム状態になります。アラーム中は、本機前面の
アラーム表示灯が点灯し、同時にステータスバーのアラームアイコンが点灯します。（P. 1-4「各部の名称と
はたらき」、P. 5-4「ライブ画面のステータスバー表示」）
イベントによるアラーム状態は、緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちらかをク
リックすると終了します。
ご注意
アラーム解除権限を持つユーザーでログインしている場合のみ、アラーム状態を終了できます。（P. 3-8「ロ
グイン」）

 ■ イベントによるアラーム
イベント発生時または緊急録画開始時に、アラームを出力させることができます。
イベントには、センサーイベント、モーションイベント、ビデオロスイベント、システムイベントがあります。
あらかじめ各イベント設定で、イベント発生時にどのアラームを出力させるか設定しておく必要があります。
（P. 4-84「イベントが発生したときに出力するアラームを設定する」、P. 4-96「ビデオロスが発生したときに
出力するアラームを設定する」、P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力するアラームを設定する」）

ご注意
各イベントでアラームの設定が行われていても、アラーム設定のスケジュール（P. 4-47「アラームを有効に
する条件を決める（スケジュール）」）でイベントモード時のアラームが設定されていない場合には、アラー
ムは出力されません。

 ■ スケジュールによるアラーム
イベントの発生に関係なくスケジュールで設定した時間にアラームを出力したり、アラームを出力しないよ
うにスケジュールを組んだりすることができます。（P. 4-47「アラームを有効にする条件を決める（スケジュー
ル）」）

たとえば、夜間（00:00 - 06:00とする）のみブザー鳴動を止めたい場合は、アラームのスケジュール設定
に以下のスケジュールを追加します。
曜日：ALL、開始 - 終了：00:00 - 06:00、モード：Off、アラーム：B（ブザー）

ただし、この場合は、夜間に機器異常を含むすべてのイベントが発生しても 06:00になるまでブザーが鳴動
しません。
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ログ情報
本機の動作をログで確認することができます。システムログとイベントログの 2種類があります。
システムログは USBメモリーに出力でき、最大 10,000件のログが保存されます。10,000件を超えると古
いログから順に削除します。
イベントログは日付とイベント種類を指定して表示することができます。録画データが削除されると同時刻
のイベントログも削除されます。

 ■ システムログ
 ●システムログを表示する

ライブ操作メニューまたは再生操作メニューで「ログ」を選択するとログ画面が表示されます。
「システム」タブを選択すると、以下の画面が表示されます。

ライブ操作メニュー
または

再生操作メニュー
↓

「ログ」
↓

「システム」タブ

① 時間 ： 発生した日付、時刻を表示します。新しい順に上から表示します。

② カテゴリー ：  決定キーを押すと選択肢が表示されます。上下キーで選択して決定キーを押すと、
選択したカテゴリーのログが表示されます。「All」を選択すると、すべてのログが表
示されます。
［選択］All／設定／システム／ネットワーク

③ 内容 ：  ログの内容を表示します。
   各ログの詳細は、P. 6-18「システムログ一覧」を参照してください。

④ 再読込 ： 画面表示の更新を行います。

⑤ 出力 ：  本機のシステムログ情報を USBメモリーに保存します。（P. 6-17「システムログを
USBメモリーに保存する」）
ご注意
イベントログは保存できません。

⑥ ページ切り換え ： 11件以上のログがあるときに   でページを切り換えます。

⑦ 閉じる ： 前画面に戻ります。

メ  モ
システムログは、設定メニューの［システム → システムログ］からも表示できます。
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 ●システムログを USBメモリーに保存する

本機のシステムログ情報を USBメモリーに保存することができます。
保存されたファイルは USBメモリーの直下に保存されます。
ご注意
● 出力したファイルの内容は、Excel2003以前のバージョンの Excelでは表示できません。メモ帳などのア
プリケーションを利用して PCで見ることができます。（P. 6-21「システムログを PCで表示する」）

● 本機ではイベントログは保存できません。
● USBメモリーは FAT32または NTFSでフォーマットされたものを使用してください。
● データを保存する場合は、USBメモリーをUSB2.0端子またはUSB3.0端子に 1つだけ接続してください。
● データの保存中はUSBメモリーを取り外さないでください。システムに異常が発生するおそれがあります。

 1 USBメモリーを USB2.0端子または USB3.0端子に挿入する。

 2 ライブ操作メニューまたは再生操作メニューの「ログ」から「システム」タブを選択する。

 3 「出力」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面が表示されます。
メ  モ

USBメモリーが認識できないときは「USBメモリーエラー。［No such device.］」と表示されます。

 4 ファイル名確認画面の「ファイル名」を選択し、決定キーを押す。
文字入力画面が表示され、ファイル名の入力ができます。
英数、記号で最大 16文字まで入力できます。（P. 4-13「文字を入力する」）

メ  モ
ファイル名の初期値は untitled.csvです。

ご注意
「｜」「＼」「／」「，」「？」「＊」「＜」「＞」「：」はファイル名に使用できません。

 5 文字入力画面でファイル名を入力し「OK」を選択し、決定キーを押す。
ファイル名確認画面に戻ります。

 6 ファイル名確認画面で「OK」を選択し、決定キーを押す。
「ログメッセージ出力中．．．」とメッセージが表示され、完了するとメッセージは消えます。

メ  モ

USBメモリーが認識できなくなったときや、USBメモリーの容量がいっぱいで出力できないときは「ロ
グメッセージ出力失敗」と表示されます。

 7 USBメモリーを取り外す。
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 ●システムログ一覧

システムログは、本機の電源起動・終了や設定変更などのログを表示します。
ご注意
ログ表示画面上では一部の文字が表示されないことがあります。ログ出力するとすべて表示されます。
（P. 6-17「システムログを USBメモリーに保存する」）

カテゴリー ログの保存条件

設定

初期設定値に変更 設定を初期値に戻すと保存します。

設定値出力：ファイル名
設定データを USBメモリーに出力すると保存します。
下線部は出力したファイル名を表示します。

設定値入力：ファイル名
設定データを USBメモリーから入力すると保存します。
下線部は入力したファイル名を表示します。

設定 1：設定 2：設定 3

設定メニューを変更したときに保存します。
下線部は変更した項目を表示します。
メ  モ
［システム → 情報］の項目を変更したときは“システム：情報”
と表示されます。
［システム → 日付・時間 → 日付・時間タブ］の項目を変更した
ときは“システム：日付・時間：日付・時間”と表示されます。

ネットワークポート変更：ポート番号
ネットワークポートを変更すると保存します。
下線部は変更後のポート番号を表示します。

ネットワーク

ログイン（ライブ）：IPアドレス ,
ユーザー ID

DRNET、DRNET Mobile、またはWebブラウザーにより、本
機にネットワーク接続すると保存します。
下線部は、接続の種類を表示します。
二重下線部は、接続先の IPアドレスを表示します。
波形下線部は、ログインしたユーザー IDを表示します。

ログアウト（ライブ）：IPアドレス

ネットワークの切断や、アプリケーションを終了すると保存しま
す。また、接続中のネットワークとの接続が確認できなくなると
保存します。
下線部は、接続の種類を表示します。
二重下線部は、切断先の IPアドレスを表示します。

NTP調時：成功 NTPサーバーに接続して、時刻の同期に成功すると保存します。

NTP調時：失敗
NTPサーバーに接続を試みて、時刻の同期に失敗すると保存し
ます。

Wi-Fi接続：SSID Wi-Fiの接続に成功すると保存します。
Wi-Fi切断：SSID Wi-Fiの接続が切断されると保存します。

システム

システム起動：X.X.X
本機の起動時に保存します。
下線部は、ファームウェアのバージョンを表示します。

シャットダウン 本機がシャットダウンしたときに保存します。

UPSシャットダウン
無停電電源装置（UPS）からの信号でシャットダウンしたときに
保存します。

ログイン：ユーザー ID
ログインすると保存します。
下線部はログインしたユーザー IDを表示します。
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カテゴリー ログの保存条件

システム

ログアウト ログアウトすると保存します。

日時変更
現在時刻設定を変更すると保存します。ログで表示する日時は変
更後の日時です。

接点調時：成功 調時入力端子からの入力で、時刻を正時に調時すると保存します。

接点調時：失敗
調時が可能な時刻に、調時入力端子からの入力で、時刻の設定に
失敗すると保存します。

HDDフォーマット ハードディスクをフォーマットすると保存します。

ミラーリング：On
ハードディスクをフォーマットする際、ミラーリングを有効また
は無効に変更すると保存します。
下線部はOn（有効）またはOff（無効）を表示します。

アップグレード ファームウェアを更新したときに保存されます。

ログ出力：ファイル名
システムログを USBメモリーに出力すると保存します。
下線部は出力したファイル名を表示します。

メインシーケンス開始 HDMI出力やアナログ RGB出力のシーケンス表示を開始すると
保存します。

メインシーケンス終了 HDMI出力やアナログ RGB出力のシーケンス表示を終了すると
保存します。

スポットシーケンス開始
スポット出力（ライブ映像専用）のシーケンス表示を開始すると
保存します。

スポットシーケンス終了
スポット出力（ライブ映像専用）のシーケンス表示を終了すると
保存します。

緊急録画開始 緊急録画を開始すると保存します。
緊急録画終了 緊急録画を停止すると保存します。
再生スタート 再生モードに入ると保存します。
再生終了 再生モードで再生終了すると保存します。
バックアップ開始 バックアップを開始すると保存します。

バックアップ終了＊

バックアップで、以下の状態になるとバックアップ終了と判断し
保存します。
・バックアップが正常に完了したとき
・ バックアップ中に USBメモリーの容量がいっぱいになり、バッ
クアップできなくなったとき

バックアップ中止
バックアップ中にバックアップ中止の操作を行ったとき保存し
ます。

バックアップ失敗

バックアップで以下の状態になるとバックアップ失敗と判断し保
存します。
・バックアップ中に USBメモリーを認識できなくなったとき
・録画データのない時間を指定し、バックアップを行ったとき

簡易バックアップ開始 簡易バックアップ開始すると保存します。

簡易バックアップ終了＊

簡易バックアップで、以下の状態になると簡易バックアップ終了
と判断し保存します。
・再生が最新録画に追いついたとき
・簡易バックアップ中止の操作を行ったとき
・ 簡易バックアップ中に USBメモリーの容量がいっぱいになり、
バックアップできなくなったとき

簡易バックアップ失敗 
簡易バックアップで、以下の状態になると簡易バックアップ失敗
と判断し保存します。
・ 簡易バックアップ中に USBメモリーを認識できなくなったとき
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＊  バックアップおよび簡易バックアップの終了ログを保存するときに、以下のログも保存します。

Administrator ： 保存を行ったユーザー ID（下線部）を表示します。

USB ： 保存先デバイス（USB Storage）を表示します。

EXE （untitled） ： 保存形式（下線部）とファイル名（二重下線部）を表示します。

［保存形式］
EXE  ...  DVR Media Player形式（実行ファイル形式）
STRG  ...  独自形式
AVI  ...  AVI形式

カメラ 1～ 8 ： 保存したカメラチャンネル番号（下線部）を表示します。

開始日時 ～ 終了日時 ：  保存した録画データの開始日時（下線部）と終了日時（二重下線部）を表示します。

カテゴリー ログの保存条件

システム

ビデオ入力（映像信号方式）：
1.CAM1

映像が入力されると保存します。
［映像方式］

NTSC ：NTSC信号方式
AHD2.0 ：AHD2.0信号方式
AHD3.0 ：AHD3.0信号方式
不明 ：それ以外の映像信号方式
下線部は入力されたカメラの映像信号方式を表示します。
二重下線部は映像が入力されたカメラチャンネル番号とカメラ名
を表示します。

ビデオロス：1.CAM1
ビデオロスが発生すると保存します。
下線部はビデオロスが発生したカメラチャンネル番号とカメラ名
を表示します。

録画エラー
システムに異常が発生し録画が停止したときに保存します。
その後、システムを再起動します。

HDDエラー：1
ハードディスクに異常が発生すると保存します。
下線部はエラーが発生したハードディスク番号を表示します。

録画異常 ハードディスクに録画ができなくなると保存します。

HDD接続エラー
ハードディスクを認識できない状態で、本機を起動したときに保
存します。

残容量警告
録画設定で上書きを無効にしている場合、ハードディスクの使用
容量が残容量警告しきい値に達したときに保存します。

S.M.A.R.T.：ID
ハードディスクの S.M.A.R.T.情報からエラー情報を検出したと
きに保存します。
下線部は S.M.A.R.T.情報の ID番号と名称を表示します。

S.M.A.R.T.温度（1：65°C/149°F）

ハードディスクの温度が S.M.A.R.T.限界温度に達したときに保
存します。
下線部は、S.M.A.R.T.限界温度に達したハードディスク番号を表
示します。
二重下線部は、S.M.A.R.T.温度を表示します。

ファン異常検出 ファンに異常が発生すると保存します。
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 ●システムログを PCで表示する

USBメモリーに出力したシステムログを PCで表示することができます。
ファイルは「メモ帳」や文字符号化方式が UTF-8に対応した「Excel」で開くことができます。

 1 システムログを保存した USBメモリーを PCに接続する。

 2 PCの「USBドライブ」を開く。

 3 保存したシステムログのファイル（ファイル拡張子が「csv」）をダブルクリックする。
システムログ情報を表示します。
メ  モ

CSV形式のファイルが「メモ帳」や「Excel」に関連付けされていない場合は、以下の手順で開いてく
ださい。
1. ファイルを右クリックする。
 コマンドメニューが表示されます。

2. ［プログラムから開く → メモ帳 または Excel］をクリックする。
 選択したアプリケーションで表示されます。
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 ■ イベントログ
 ●イベントログを表示する

ライブ操作メニューまたは再生操作メニューで「ログ」を選択するとログ画面が表示されます。
「イベント」タブを選択すると、以下の画面が表示されます。

ライブ操作メニュー
または

再生操作メニュー
↓

「ログ」
↓

「イベント」タブ

① 時間 ：  決定キーを押すと、イベント発生日の選択肢が表示さ
れ、選択した日付のイベント情報がリストに表示され
ます。

② イベント ：  決定キーを押すと、選択肢が表示され、選択したイベ
ントの情報がリストに表示されます。
「All」はすべてのイベントがリストに表示されます。
 ［選択］All／モーション／センサー／ビデオロス／緊急

③ イベントリスト ：  イベント検索結果をリスト表示します。リスト内のイ
ベントを選択し決定キーを押すと、イベントの発生日
時で再生映像を一時停止して表示します。

④ ページ切り換え ：    でページを切り換えてイベントリストを表示し
ます。

⑤  ： 100ページずつスキップして表示します。

⑥ 再読込 ： 画面表示の更新を行います。

⑦ 閉じる ： 前画面に戻ります。

メ  モ
イベントログは USBメモリーに保存できません。
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 ●イベントログ一覧

イベントログは、各種イベント録画の録画開始のログを表示します。

ご注意
● 録画停止のログは保存しません。
● 連続録画およびプリ録画のログは保存しません。

ログ表示 内容 保存条件

1. SENSOR 1 センサー録画開始 センサー録画を開始すると保存します。
下線部は、入力のあったセンサー端子番号とセンサー
名を表示します。

1. CAM 1 モーション録画開始 モーション録画を開始すると保存します。
下線部は、モーションを検知したカメラ番号とカメラ
名を表示します。

1. CAM 1 ビデオロス録画開始 ビデオロス録画を開始すると保存します。
下線部は、ビデオロスを検知したカメラ番号とカメラ
名を表示します。

EMERGENCY 緊急録画開始 緊急録画を開始すると保存します。
下線部は、緊急録画入力名を表示します。
メ  モ
緊急録画はすべてのカメラチャンネルを録画します。
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異常動作

 ■ ファン異常
本機の動作中にファンの回転が停止すると、ファン異常となります。
ご注意
ファンは消耗品です。約 3年を目安に交換してください。ただし、この年数は目安であり部品寿命を保証す
るものではありません。

ファン異常が発生すると、以下の動作を行います。

① 異常表示灯が点灯する。

② 警告メッセージを画面に表示する。
  設定メニューで非表示にできます。（P. 4-98「システムイベ
ントが発生したときに出力するアラームを設定する」）

③ 断続音のブザーが鳴動する（ピーピーピーピーピー）。
  設定メニューでブザーを鳴らさないようにできます。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力
するアラームを設定する」）

④ イベント設定したコントロール出力番号の端子から信号を出力する。
  工場出荷状態では出力しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-98「システムイベントが
発生したときに出力するアラームを設定する」）

⑤ メッセージ、ブザーまたはコントロール出力を設定しているときは、アラーム表示灯が点灯する。
  アラーム解除権限を持つユーザーが緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちらか
をクリックすると、アラーム表示灯の消灯、メッセージの消去、ブザー音の停止、およびコントロール出
力の停止ができます。

⑥ イベント設定で設定したアドレスにコールバック情報または Eメールを送信する｡
  工場出荷状態では送信しません。メニュー設定を行ってください。（P. 4-86「イベント発生時に遠隔通知
を行う」）

 ■ 機器異常
本機は、ファンに異常が発生したときやハードディスクに異常が発生した場合、機器異常と判断します。
機器異常の場合、異常表示灯を点灯します。異常表示灯は異常が復旧するまで消灯させることはできません。
機器異常時は表示灯の点灯以外に、コントロール出力、ブザー鳴動、警告メッセージ表示、遠隔通知、Eメー
ル送信できます。

ファン異常検出
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
ファンを確認してください

［警告メッセージ］
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 ■ ハードディスクエラー
ハードディスクが正常に動作しなかったり、ハードディスク内のデータ損傷などで異常が発生したりすると、
ハードディスクエラーになります。
すべてのハードディスクに録画ができなくなると、録画異常になります。
また、本機を起動したときにハードディスクを認識できない場合は、HDD接続エラーとなります。

ハードディスクエラー、録画異常、または HDD接続エラーを検出した場合は、以下の動作を行います。

① 異常表示灯が点灯する。
 異常表示灯は異常が復旧するまで消灯させることはできません。

② 警告メッセージを画面に表示する。
設定メニューで非表示にできます。（P. 4-98「システムイベントが発生
したときに出力するアラームを設定する」）

③ 断続音のブザーが鳴動する（ピーピーピーピーピー）。
設定メニューで鳴動しないように設定できます。（P. 4-98「システムイ
ベントが発生したときに出力するアラームを設定する」）

④ イベント設定したコントロール出力番号の端子から信号を出力する。
工場出荷時の設定では出力しません。設定メニューの変更を行ってくだ
さい。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力するアラーム
を設定する」）

⑤  メッセージ、ブザーまたはコントロール出力を設定しているときは、ア
ラーム表示灯が点灯する。
メ  モ
アラーム解除権限を持つユーザーは、緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちら
かをクリックすると、アラーム表示灯の消灯、メッセージの消去、ブザー音の停止、およびコントロール
出力の停止ができます。

⑥ イベント設定で設定したアドレスにコールバック情報または Eメールを送信する。
工場出荷時の設定では送信しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-86「イベント発生時
に遠隔通知を行う」）

⑦ 録画を停止する。
録画を停止してステータスバーに「NOT FORMATTED」と表示します。また、この状態で本機を起動す
ると録画異常や HDD接続エラーとしてステータスバーに「NO STORAGE」と表示します。

⑧ ログを保存する。（P. 6-18「システムログ一覧」）

ご注意
● 認識できないハードディスクに保存された録画データは再生できません。認識できるハードディスクに保
存された録画データのみ再生できます。

● 認識できないハードディスクに保存されたイベントログは表示できません。ただし、システムログはハー
ドディスクに保存していないためハードディスクエラーが発生しても表示できます。

● ハードディスクが故障した場合は、記録したデータは復旧できません。大切な記録データは、あらかじめ
USBメモリーにバックアップして保存してください。（P. 5-35「録画データのバックアップ（コピー）」）

● ハードディスクは消耗品です。約 3年を目安に交換してください。ただし、この年数は目安であり部品寿
命を保証するものではありません。

［ハードディスクエラーが発生したら．．．］

ハードディスクが認識できない場合、録画・再生・バックアップなどを行うことができません。
ハードディスクを交換する必要があります。販売店へお問い合わせください。

HDDエラー
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDを確認してください。

録画異常が発生しました。
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDを確認してください。

［ HDDエラーを検出したとき］

［録画異常を検出したとき］

HDD接続エラー
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDを確認してください。

［HDD接続エラーを検出したとき］
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 ■ S.M.A.R.T.
ハードディスクは、ハードディスクの温度や故障の要因となる動作を S.M.A.R.T.情報（Self-Monitoring, 
Analysis and Reporting Technology）として保持しています。本機はハードディスクから S.M.A.R.T.情
報を取得することで、ハードディスクが故障する可能性を検知し、アラームや遠隔通知を行うことができます。
本機は、S.M.A.R.T.情報からエラーとハードディスクの温度を検出します（P. 4-58「ハードディスクの状態
や温度を確認する（S.M.A.R.T.）」）。
S.M.A.R.T.情報によるエラーの検出はハードディスクの異常ではありませんが、異常につながる可能性があ
りますので、ハードディスクを交換することをお勧めします。
S.M.A.R.T.情報から得られるハードディスクの温度が設定した S.M.A.R.T.限界温度（P. 4-97「ハードディス
クの S.M.A.R.T.限界温度や残容量警告しきい値を設定する」）を超えたとき、本機はハードディスクの温度
異常と判断します。温度異常を検知した場合は、ハードディスクの温度を調べるとともに、本機の使用環境
が使用温度上限（40°C）を超えていないか、ファンの排気口がふさがれていないか確認してください。本機
の使用温度が適切でファンも正常動作している場合は、ハードディスクの異常の可能性がありますのでハー
ドディスクを交換することをお勧めします。
S.M.A.R.T.情報からのエラーを検出したとき、またはハードディスクの温度が設定した S.M.A.R.T.限界温度
を超えたときは、以下の動作を行います。

① 以下の警告メッセージを画面に表示する。
設定メニューで非表示にできます。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力するアラームを設
定する」）

② 断続音のブザーが鳴動する（ピーピーピーピーピー）。
設定メニューで鳴動しないように設定できます。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力する
アラームを設定する」）

③ イベント設定で設定したコントロール出力番号の端子から信号を出力する。
工場出荷時の設定では出力しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-98「システムイベン
トが発生したときに出力するアラームを設定する」）

④ メッセージ、ブザーまたはコントロール出力を設定しているときは、アラーム表示灯が点灯する。
メ  モ
アラーム解除権限を持つユーザーは、緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちら
かをクリックすると、アラーム表示灯の消灯、メッセージの消去、ブザー音の停止、およびコントロール
出力の停止ができます。

⑤ イベント設定で設定したアドレスにコールバック情報または Eメールを送信する。
工場出荷時の設定では出力しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-86「イベント発生時
に遠隔通知を行う」）

⑥ ログを保存する。（P. 6-18「システムログ一覧」）

⑦ 録画を継続する。
S.M.A.R.T.情報からのエラー検出や温度異常の検知はハードディスクの異常ではありません。録画を停止
することはありません。

ご注意
ハードディスクは消耗品です。約 3年を目安に交換してください。ただし、この年数は目安であり部品寿命
を保証するものではありません。

S.M.A.R.T.エラー
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDを確認してください。

S.M.A.R.T.温度
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDの温度を確認してください。

［ハードディスクの温度が S.M.A.R.T.限界温度を超えたとき］［S.M.A.R.T.情報からのエラーを検出したとき］
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 ■ ハードディスクフル（残量警告）
録画設定で上書き禁止に設定している場合、ハードディスクの使用容量が残容量警告しきい値に達したとき
は、以下の動作を行います。ハードディスクが容量いっぱいに達したときにハードディスクフルとなり、録
画を停止します。

① 警告メッセージを画面に表示する。
設定メニューで非表示にできます。（P. 4-98「システムイベ
ントが発生したときに出力するアラームを設定する」）

② 断続音のブザーが鳴動する（ピーピーピーピーピー）。
設定メニューで鳴動しないように設定できます。（P. 4-98「システムイベントが発生したときに出力する
アラームを設定する」）

③ イベント設定したコントロール出力番号の端子から信号を出力する。
工場出荷時の設定では出力しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-98「システムイベン
トが発生したときに出力するアラームを設定する」）

④ メッセージ、ブザーまたはコントロール出力を設定しているときは、アラーム表示灯が点灯する。
メ  モ
アラーム解除権限を持つユーザーは、緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちら
かをクリックすると、アラーム表示灯の消灯、メッセージの消去、ブザー音の停止、およびコントロール
出力の停止ができます。

⑤ イベント設定で設定したアドレスにコールバック情報または Eメールを送信する。
工場出荷時の設定では送信しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-86「イベント発生時
に遠隔通知を行う」）

⑥ ログを保存する。（P. 6-18「システムログ一覧」）

［ハードディスクフルが発生したら．．．］

録画は自動的に停止します。
録画を再開するには、上書き録画を許可するかハードディスクをフォーマットする必要があります。ハード
ディスクに必要なデータがある場合は、フォーマットする前に USBメモリーにバックアップしてください。

残容量警告。
［年 /月 /日  時 :分 :秒］
HDDを確認してください

［警告メッセージ］
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 ■ ビデオロス
「デバイス設定」で使用するカメラとして設定しているカメラチャンネルで映像信号が入力されないと、その
カメラチャンネルはビデオロスになります。ビデオロス中は録画を停止します。（P. 4-39「使用するカメラと
カメラ名称を決める」）

ビデオロスが発生すると、以下の動作を行います。

① ビデオロスが発生したカメラチャンネルにビデオロスアイコンを表示する。
（P. 5-3「ライブ画面のOSD表示」）

② 断続音のブザーが鳴動する（ピーピーピーピーピー）。
工場出荷時の設定ではブザーは鳴動しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-96「ビデオ
ロスが発生したときに出力するアラームを設定する」）

③ イベント設定したコントロール出力番号の端子から信号を出力する。
工場出荷時の設定では出力しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-96「ビデオロスが発
生したときに出力するアラームを設定する」）

④ ブザーまたはコントロール出力を設定しているときは、アラーム表示灯が点灯する。
メ  モ
アラーム解除権限を持つユーザーは、緊急録画キー以外のいずれかのキーを押すか、マウスの左右どちら
かをクリックすると、アラーム表示灯の消灯、ブザー音の停止、およびコントロール出力の停止ができま
す。

⑤ イベント設定をしていた場合、設定したカメラチャンネルを録画する。
工場出荷時の設定では録画しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-95「ビデオロス録画
を行う」）

⑥ イベント設定で設定したアドレスにコールバック情報または Eメールを送信する。
工場出荷時の設定では送信しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-86「イベント発生時
に遠隔通知を行う」）

⑦ イベント設定で設定したカメラチャンネルのコンビネーションカメラをあらかじめ登録したプリセットに
移動する。
工場出荷時の設定では移動しません。設定メニューの変更を行ってください。（P. 4-89「イベント発生時
にプリセット移動させる（PTZ）」）

⑧ ログを保存する。（P. 6-18「システムログ一覧」）

ご注意
AHDカメラのメニュー設定を終了したときや、AHDカメラの調整モードの表示・終了をしたときにビデオ
ロスが発生することがあります。

［ビデオロスが発生したら．．．］

● カメラの映像を復旧させる
 映像が復旧するとビデオロスは解消します。
● 「デバイス設定」で使用するカメラを無効にする
 使用するカメラのチェックを外すと、ビデオロスは解消します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を
決める」）

［ビデオロスアイコン］
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 ■ 自動復旧動作について
 ●自動で再起動を行う場合

本機が安定した動作を継続するために必要と判断した場合、自動で再起動を行うことがあります。
再起動後はライブ画面を表示します。連続録画が設定されている場合は、連続録画を再開します。

 ●自動で工場出荷時の設定に戻る場合

設定メニューのデータに異常が発生し修復できない場合、電源起動時に自動で工場出荷時の設定に戻すこと
があります。
このとき「設定情報に異常が発生したため、設定値を初期値に戻しました。」とメッセージが表示されます。
使用する前に、再度必要な設定を行ってください。

 ■ 停電復旧後の動作について
 ●モニター表示

停電復旧後、本機に電源が供給されると自動的にシステムが起動し、システムチェック後にライブ画面を表
示します。
電源起動後の画面は、停電前の状態（1画面、分割画面）で表示されます。

 ●録　画

連続録画に設定されている場合、システム起動後に連続録画を再開します。

ご注意
停電時、直前の録画データが破損するおそれがあります。
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 ■  ハードディスク交換時のミラーリングハードディスクの
コピーについて

ハードディスクの交換は販売店にご依頼ください。

交換するハードディスクが 1台の場合、残りのハードディスクの録画データを新しいハードディスクにコピー
します。
本機の状態によってコピー時間は異なります。コピーにかかる時間（目安）は、数時間～ 15日間です。
メ  モ
コピー中も録画は継続されます。

 ●コピーの進捗を確認する

記録装置画面でコピーの進捗状況を確認することができます。
設定メニュー画面で［録画 → 記録装置 → 記録装置タブ］を選択すると、以下の画面が表示されます。

「録画」
↓

「記録装置」
↓

「記録装置」タブ

① HDDコピー ：  コピーの進捗状況を表示します（コピー中のみ表示）。

② 再読込 ： 画面表示の更新を行います。

③ 閉じる ： 前画面に戻ります。
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PCのWebブラウザーから本機の IPアドレスを指定し、ログインすることで Remote Monitoring System
を起動することができます。ネットワーク経由でライブ映像を見ることや本機の設定ができます（Live）。
また、本機に録画した画像の再生もできます（Playback）。
対応Webブラウザー：Microsoft Edge（以下、Edge）の Internet Explorerモード（以下、IEモード）
メ  モ
● 1台の PCで起動できる Remote Monitoring Systemは 1つです。
● 本機は同時に最大10台のPCからRemote Monitoring Systemを使用してネットワーク接続できます。
（DRNETおよび DRNET Mobileの接続も同時接続に含まれます。）また、Liveと Playbackが同時に
接続できる PCの台数は以下のとおりです。Liveはライブ配信するデータの解像度によって異なります。
（P. 4-79「映像配信」）

Remote Monitoring System Live　※ ライブ配信の解像度で異なります。 台数
WQVGA（480× 272）、D1（704× 480） 8台
WD1（944× 480） 6台
HD（1280× 720）、Full HD（1920× 1080）、4M（2560× 1440） 4台

Remote Monitoring System Playback 2台

Remote Monitoring System（Webブラウザー）

 ■ Remote Monitoring Systemに接続する
Webブラウザーを使用するためには、本機から Remote Monitoring Systemのインストールを行う必要が
あります。PCにログインするときは、管理者（Administrator）権限を持つユーザーアカウントを使用して
ください。また、インストールする前に「ソフトウェア使用許諾契約書」を必ずお読みください。
メ  モ

Remote Monitoring Systemをインストールしたあとに PCにログインするときは、標準ユーザー権限を持
つユーザーアカウントが使用できます。

ご注意
● Webブラウザーの画面表示の拡大率を 100%以外に設定しているときは、正しく画面を表示できないこと
があります。

● Remote Monitoring System動作中には他のアプリケーションを起動しないでください。
● PCのスクリーンセーバーや電源プランの省電力を利用すると、映像を正しく表示できないことがあります。

 ● Edgeの IEモードを使用する前に

この手順は初回のみ必要です。

 1 Edgeを起動し、右上のメニューアイコンを
クリックしてメニューを開き、メニューの「設
定」をクリックする。
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設定画面が表示されます。

3

42

 2 設定メニューの「既定のブラウザー」をクリックする。

 3 「Internet Explorerモードでサイトの再読み込みを許可」を「許可」にする。

 4 「再起動」をクリックする。
Edgeが再起動します。



6-33

第 6章　その他の機能

 ● Edgeの IEモードを使用する

 1 Edgeを起動し、アドレスバーに接続するデジタルレコーダーの IPアドレスを入力し PCの
「Enter」キーを押す。
ログイン画面が表示されます。
メ  モ
ログイン画面が表示されないときは、IPアドレスの前に「http://」を入力し再度実行してください。
（例）IPアドレスが 192.168.14.1の場合

http://192.168.14.1

 2 Edgeの右上のメニューアイコンをクリックしてメニューを開き、メニューの「Internet 
Explorerモードで再読み込みする」をクリックする。
Edgeの IEモードに切り換わります。
メ  モ
右の画面が表示された場合は、「次回、このペー
ジを Internet Explorerモードで開く」を有効

にして「完了」をクリックします。
Internet Explorerモードページに IPアドレスが
追加され、次回接続時は手順 2を省略することが
できます。（P. 6-35「Internet Explorerモード
ページへの追加」）
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 3 「ID」を入力する。
本機のユーザー設定で設定した「使用者名」が IDになります。（P. 4-33「ユーザー設定を登録・変更する」）
メ  モ

IDはアルファベットの大文字、小文字を区別します。
「Administrator」を使用する場合に「administrator」と入力するとエラーになります。

 4 「Password」を入力する。
本機のユーザー設定で登録されている使用者のパスワードが Passwordになります。（P. 4-33「ユーザー
設定を登録・変更する」）

 5 「Port Number」を入力する。
本機のネットワーク設定で設定した「ネットワークポート」が Port Numberになります。（P. 4-73「ポー
トを設定する」）
メ  モ
工場出荷時は「10101」です。Playbackを使用するときも Liveと同じ番号になります。

 6 「Live」または「Playback」をクリックする。
Remote Monitoring Systemがインストールされている場合は、選択した遠隔監視画面（Live）または
遠隔再生画面（Playback）が表示されます。Remote Monitoring Systemのインストールが必要な場
合は、ActiveXコントロールをインストールする情報バーが表示されます。 ⇒ 手順 7へ

メ  モ
遠隔監視または本機の設定を行う場合は「Live」をクリックします。
本機の録画データを再生する場合は「Playback」をクリックします。

 7 ActiveXコントロールをインストールする情報バーの「インストール」をクリックする。

 8 メッセージに従い実行する。
手順 6で選択した遠隔監視画面（Live）または遠隔再生画面（Playback）が表示されます。
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［Internet Explorerモードページへの追加］

接続するデジタルレコーダーの IPアドレスを「Internet Explorerモードページ」に設定すると「Edgeの
IEモードを使用する」の手順 2を省略することができます。
ただし、「Internet Explorerモードページ」の登録有効期間は 30日間で、30日経過後は再度設定する必要
があります。

 1 Edgeの右上のメニューアイコンをクリック
してメニューを開き、メニューの「設定」を
クリックする。

設定画面が表示されます。

 2 設定メニューの「既定のブラウザー」をクリックする。

 3 「Internet Explorerモードページ」の「追加」をクリックする。
「ページの追加」画面が表示されます。

3
2
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 4 接続するデジタルレコーダーの IPアドレス（URL）を入力し、「追加」をクリックする。
（例）
IPアドレスが、192.168.14.1の場合
http://192.168.14.1

メ  モ
機器が複数台ある場合は、この手順を繰り返して
すべての IPアドレスを追加します。

 5 Edgeのアドレスバーに登録した IPアドレスを入力して PCの「Enter」キーを押す。
Edgeの IEモードで表示されます。
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 ■ 遠隔監視する（Live）
遠隔監視による本機の映像監視、本機の設定、コンビネーションカメラの制御を行うことができます。
ご注意
● 遠隔監視はネットワークライブ権限を持つユーザーで Remote Monitoring Systemにログインした場合の
み操作できます。

● PCやネットワーク環境により、ライブ映像の描画更新速度が異なります。映像の更新速度が一定にならず、
飛ばして表示されることもあります。

● Remote Monitoring Systemの Live、DRNETの DRNETライブ、および、DRNET Mobileの遠隔ライ
ブからデジタルレコーダーに同時に接続できるのは最大 8台までです。

 ライブ配信するデータの解像度によって異なります。（P. 4-79「映像配信」）
ライブ配信解像度 台数

WQVGA（480× 272）、D1（704× 480） 8台
WD1（944× 480） 6台
HD（1280× 720）、Full HD（1920× 1080）、4M（2560× 1440） 4台

● 本機で録画データを再生しているときは、ネットワークのライブ配信レートがカメラごとに 1秒あたり 1枚
程度になります。

① 映像表示画面 ：  ライブ映像を表示します。ビデオロスの場合は青い画面、「デバイス設定」で
使用するカメラとして選択していない場合は黒い画面、「マスク設定」のモー
ドを「中」または「高」にしている場合はグレーの画面を表示します。
（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」、P. 4-43「モニター画面で表
示しないカメラを決める（マスク設定）」）
メ  モ
● 画面をダブルクリックすると 1画面と分割画面が切り換わります。次に起動
するときに画面分割状態を保持することはできません。

● 選択中のカメラはオレンジ色の枠で表示されます。
② Setupボタン ：  デジタルレコーダーの遠隔設定メニューを表示します。（P. 6-39「遠隔設定する」）
③ カメラ選択 ： 1画面表示中は、選択したカメラ番号の映像を表示します。

分割画面表示中は、選択したカメラ番号を含む分割画面を表示します。
④ 画面分割表示アイコン部
  ： 1画面表示します。
  ： 4分割画面表示します。
  ： 9分割画面表示します。
  ：全画面表示します。画面をクリックすると、全画面表示を解除します。

⑤ アスペクト比を維持する ：NTSCカメラ映像のアスペクト比を維持して表示します。
チェック有：  画面の左右に黒い帯を表示し、映像のアスペクト比 4：3を維持

して表示します。
（Enable Aspect Ratio）
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 ●ライブ音声を出力する
遠隔監視では、選択したカメラチャンネルのライブ音声が出力されます。
分割画面では、ライブ音声を聞きたいカメラチャンネルにマウスポインターを合わせ、映像表示画面をクリッ
クすると、選択したカメラチャンネルのライブ音声が出力されます。
音声の出力を停止するには、PCの音量を 0（消音）にしてください。
ご注意
● ライブ音声の設定で選択されている音声チャンネルのライブ音声を聞くことができます。音声チャンネル
が選択されていないと、ライブ音声を聞くことはできません。（P. 5-15「ライブ音声」）

● 分割画面でライブ音声を聞くと音が途切れることがあります。

 ●コンビネーションカメラを操作する
コンビネーションカメラマークがある画面を 1画面表示すると、画面に以下のようなコンビネーションカメ
ラ操作パネルが表示されます。コンビネーションカメラを操作できるように接続している必要があります。
（P. 2-12「コンビネーションカメラの接続」）
ご注意
ネットワークカメラ制御権限を持つユーザーで Remote Monitoring Systemにログインした場合のみ操作で
きます。

① パン・チルト ：  パン操作（左右）、チルト操作（上下）を行います。斜め方向の移動もできます。
パン／チルトの旋回速度は、PTZ設定で変更できます。（P. 4-42「コンビネーションカ
メラ設定をする（PTZ）」）

② ズーム ：ズーム操作（ ：広角、 ：望遠）を行います。

③ フォーカス ：フォーカス調整（ ：近、 ：遠）を行います。

④ プリセット ：プリセットの登録と移動を行います。
登録（  ） ：  登録可能なプリセット番号 1～ 16が表示されます。登録する番号を選択

し、プリセット名称を入力して「OK」をクリックすると、現在表示中の
画面をプリセットとして記憶します。最大 16文字まで入力できます。
ご注意
プリセットの名称にアルファベット、数字、以下の記号以外は使用しな
いでください。
使用可能な記号：  「_」「¦」「＼」「/」「，」「?」「!」「@」「#」「$」「%」「^」

「&」「*」「（」「）」「-」「+」「=」「<」「>」「.」「:」「;」

移動（  ） ：  移動可能なプリセット番号1～16が表示されます。1～16を選択すると、
あらかじめ登録されているプリセットに移動します。

チェック無：アスペクト比 16：9の映像に変換して、画面全体に表示します。
メ  モ  AHDカメラの映像は、チェック有／無に関係なく画面全体に表示します。

⑥ アプリケーションの切換 ： Liveから Playbackへ切り換えます。

⑦ カメラ名 ：  本機で設定したカメラ名を表示します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名
称を決める」）

⑧ コンビネーションカメラマーク 
 ：  本機のコンビネーションカメラ設定が有効になっている場合に表示されます。

（P. 4-42「コンビネーションカメラ設定をする（PTZ）」）

⑨ 日時 ：  本機の日時を表示します。
メ  モ  時刻の表示方法は 24時間形式になります。
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 ■ 遠隔設定する
遠隔地から本機の設定を変更できます。
ご注意
● 各設定メニューの変更は、ネットワーク設定権限を持つユーザーで Remote Monitoring Systemにログイ
ンした場合のみ操作できます。

● Remote Monitoring System、DRNET、および DRNET Mobileからデジタルレコーダーに同時に遠隔設
定できるのは 1台です。

● 以下の機能は Remote Monitoring Systemからは設定できません。本機で設定を行ってください。
・ ログアウト、シャットダウン（P. 3-6「設定メニューから本機を終了する」、P. 3-9「ログアウト」）
・ 設定出力、設定入力（P. 4-23「システム設定」）
・ ハードディスクの初期化（P. 4-19「ハードディスクをフォーマットする」）
・ システムログの出力（P. 6-17「システムログを USBメモリーに保存する」）
・ デバイス設定のカメラ映像方式（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
・ デバイス設定のカメラ画質設定（P. 4-40「カメラ映像の画質を調整する」）
・ ディスプレー設定の解像度設定（P. 4-52「モニター出力の解像度を決める」）
・ イベント設定のモーション範囲設定（P. 4-92「モーション範囲を設定する」）

 ●遠隔設定メニューの起動と終了

 1 「Setup」をクリックする。
遠隔設定メニューが表示されます。遠隔設定メニューは、本機の設定メニューと同じように使用できま
す。詳しくは、本機の設定メニューを参照してください。（P. 4-2「設定メニュー構成」）

 2 遠隔設定メニューで「EXIT」をクリックする。
遠隔設定メニューを終了し、Remote Monitoring Systemの Liveに戻ります。

1

2
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 ●遠隔設定でカメラ名を設定する

遠隔設定を使用してカメラ名に日本語（漢字、ひらがな、カタカナ）を入力できます。英数、記号は、本機
でも入力できます。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を決める」）
ご注意
カメラ名に日本語（漢字、ひらがな、カタカナ）を入力した場合は、AVI形式のバックアップデータを「Windows 
Media Player」や「映画 &テレビ」で再生するとカメラ名が正しく表示されません。

［使用可能な文字種］
カメラ名に使用可能な文字種は以下のとおりです。

文字種 半角 全角
漢字 ー ○
ひらがな ー ○
カタカナ × ○
英数 ○ ○
記号＊ ○ ○

＊ 「＼」「，」「%」はカメラ名には使用しないでください。

ご注意
表示できない文字は「＃」で表示されたり、入力した文字と違う場合があります。この場合は、入力する文
字を変更してください。

［表示可能な文字数］
半角の英数、記号を使用した場合は、最大 16文字まで入力できます。すべて日本語（漢字、ひらがな、カタ
カナ）を使用した場合、最大 10文字まで入力できます。

メ  モ
文字入力後に最後の文字が「＃」や「、」などで表示される場合は、最大文字数を超えています。

ご注意
分割画面によってはすべての文字を表示できないことがあります。

○：使用可能です。
×：使用できません。
－：対象外
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［カメラ名を設定する］

 1 ［デバイス → カメラ → カメラタブ］を選択する。
カメラ設定画面が表示されます。

 2 「タイトル」をクリックする。
タイトル入力画面が表示されます。

 3 カメラ名を入力し、「OK」をクリックする。
タイトル入力画面が閉じ、カメラ設定画面に戻ります。

 4 「OK」をクリックする。
設定を保存します。
メ  モ
設定を保存しないで終了する場合は「キャンセル」をクリックしてください。
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 ■ 遠隔再生する（Playback）
遠隔再生で本機の録画データを再生することができます。
ご注意
● 遠隔再生は、ネットワーク再生権限を持つユーザーで Remote Monitoring Systemにログインした場合の
み操作できます。

● 録画データに音声が含まれていても Remote Monitoring System の Playbackで音声を出力することはで
きません。

● PCやネットワーク環境により、再生映像の描画更新速度が異なります。
● 逆再生、早戻し、早送りでは、フレームを飛ばしながら再生します。すべてのフレームを再生していません。
● 本機で録画データを再生しているときや録画の状態、表示するカメラチャンネル数によっては、再生速度 
が遅くなることがあります。再生速度を変更しても、一定速度以上速くならない場合もあります。

● Remote Monitoring Systemの Playback、DRNETの DRNET再生、および DRNET Mobileの遠隔再生
からデジタルレコーダーに同時に接続できるのは 2台までです。
メ  モ

Remote Monitoring Systemから本機に接続して録画した映像を再生する場合は、録画したときの解像度・
画質・レートが適用されます。

① カメラ名 ：  再生中のカメラ名を表示します。（P. 4-39「使用するカメラとカメラ名称を
決める」）

② 映像表示画面 ：  再生映像を表示します。
録画データがない場合は黒い画面、「マスク設定」のモードを「中」または
「高」にしている場合はグレーの画面を表示します。（P. 4-43「モニター画
面で表示しないカメラを決める（マスク設定）」）
メ  モ
画面をダブルクリックすると 1画面と分割画面が切り換わります。

③ 日時 ：  録画データの日時を表示します。
メ  モ
時刻の表示方法は 24時間形式になります。

④ アプリケーションの切換 ：  Playbackから Liveへ切り換えます。
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⑤ 検索アイコン部
カレンダー検索ボタン ：  カレンダー検索モードに切り換わります。（P. 6-45「カレンダー検索から再

生を行う」）
イベント検索ボタン ：  イベント検索モードに切り換わります。（P. 6-46「イベント検索から再生を

行う」）
 ： 使用できません。

⑥ カメラ選択 ： 1画面表示中は、選択したカメラ番号の映像を表示します。
分割画面表示中は、選択したカメラ番号を含む分割画面を表示します。

⑦ 画面分割表示アイコン部
 ： 1画面表示します。
 ： 4分割画面表示します。
 ： 9分割画面表示します。
 ： 全画面表示します。画面をクリックすると全画面表示を解除します。

⑧ 検索表示部 ： カレンダー検索画面やイベント検索画面を表示します。

⑨ 再生操作部 ： 再生操作を行います。（P. 6-44「再生する」）

⑩ アスペクト比を維持する ： NTSCカメラ映像のアスペクト比を維持して表示します。
チェック有 ：   画面の左右に黒い帯を表示し、映像のアスペクト比 4：3を

維持して表示します。
チェック無 ：  アスペクト比16：9の映像に変換して、画面全体に表示します。

メ  モ
AHDカメラの映像は、チェック有／無に関係なく画面全体に表示します。

⑪ タイムテーブル ：  録画データは 10分ごとのカラーバーで表示します。再生画面に表示して
いるカメラチャンネルの録画データがある時間は、緑色またはオレンジ色
で表示されます。
緑色 ： 録画データがある
オレンジ色 ：  同一時刻に重複した録画データがある
薄い緑色 ：  再生画面に表示されていないカメラのみに録画データがある

メ  モ
時刻調整や NTP調時によって本機の時刻が変更されたときに同一時刻に録
画データが重複することがあります。

⑫ 時刻カーソル ：  再生を開始する位置を指定するためのカーソルです。タイムテーブルをク
リックすると録画データの時間範囲内でカーソルが移動します。

メ  モ
時刻カーソルの移動は 10分単位になります。

（Enable Aspect Ratio）
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［同一時刻に録画データが重なっている場合の再生］

時刻調整や NTP調時によって本機の時刻が変更されたときに同一時刻に録画データが重複することがありま
す。重複した時刻の録画データは録画した順に再生されます。

この時刻でカレンダー検索を行うと、重複した時刻はカラーバーの色がオレンジ色になります。

重複した時刻を選択すると、再生選択画面が表示されます。

「1」を選択 ： 先に録画したデータの時刻から再生を行います。あとに録画したデータも再生します。
「2」を選択 ： あとに録画したデータの時刻から再生を行います。先に録画したデータは再生しません。

 ●再生する

カレンダー検索またはイベント検索で再生する日を選んだあとに再生します。

① 早戻し再生 ： 早戻し再生を行います。
クリックごとに逆再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と変化します。

② 逆再生 ： 逆再生します。

③ 停止 ： 再生を停止します。

④ 再生 ： 再生します。

⑤ 早送り再生 ： 早送り再生を行います。
クリックごとに再生速度が 2倍、4倍、8倍、16倍、32倍と変化します。

⑥ 最古 ： 選択した日の中で録画データの最古の映像を頭出しします。

⑦ コマ戻し ： コマ戻し再生を行います。

⑧ コマ送り ： コマ送り再生を行います。

⑨ 最新 ： 選択した日の中で最新の録画データの映像に移動します。

メ  モ
再生から逆再生を行うときやコマ送りを行う場合は、一度停止ボタンで再生動作を停止してください。
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 ●カレンダー検索から再生を行う

 1 カレンダー検索ボタン  をクリックする。
カレンダー検索画面が表示されます。

 2 前月ボタン ③、翌月ボタン ④ をクリックし、再生する月を選択する。

 3 再生する日を選択する。
タイムテーブルに録画データがある時間がカラーバーとして表示されます。

 4 時刻カーソルを再生する時刻に合わせてクリックする。
時刻カーソルは 10分単位で選択します。

 5 再生操作を行う。（P. 6-44「再生する」）

［カレンダー検索画面］

① 時刻指定ボタン ： 再生する時刻を入力します。

② 更新ボタン ： カレンダー表示を最新の状態に更新します。

③ 前月ボタン ： カレンダーを 1月分戻します。

④ 翌月ボタン ： カレンダーを 1月分送ります。

⑤ カレンダー表示部 ：  再生する日をクリックすると、その日の録画データをカラーバーとしてタイムテー
ブルに表示します。
文字が赤色 ： 録画データのある日
背景が黄色 ： 現在選択している日
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 ●直接時刻を指定して再生する

あらかじめ再生する時刻が決まっている場合は、時刻指定ボタンをクリックして時刻指定ウィンドウを表示
します。

［時刻指定ウィンドウ］

時刻を入力し、「OK」をクリックします。
再生したい時刻に時刻カーソルが移動するので、再生操作を行ってください。（P. 6-44「再生する」）

メ  モ
指定した時刻に録画データが存在しない場合は、「Not found」と表示されます。

 ●イベント検索から再生を行う

 1 イベント検索ボタン  をクリックする。
検索表示部がイベント検索画面に変わり、「イベント検索ウィンドウ（P. 6-47）」が表示されます。

 2 「Date」から検索する年月日を選択する。

 3 「Camera」から検索するカメラ番号を選択する。

 4 「Event」から検索するイベントを選択する。

 5 「OK」をクリックする。
イベント検索画面にイベント結果が表示されます。

 6 再生したいイベントを選択し、クリックする。
イベント時刻の映像が表示されます。

 7 再生操作を行う。（P. 6-44「再生する」）

メ  モ

再度条件を変えて検索したいときは、イベント検索ウィンドウボタン をクリックしてイベント検索を
行ってください。検索結果にイベントがなかったときは、「No event」と表示されます。
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［イベント検索ウィンドウ］

① Date ： イベント検索する日付です。録画データが存在する日から選択できます。

② Camera ： 検索対象とするカメラを選択します。
［選択］
All ： すべてのカメラを選択、解除します。
1～ 8 ： カメラチャンネル 1～ 8を選択、解除します。

③ Event ： 検索対象とするイベントを選択します。
［選択］
Sensor ： センサー録画 Text-In ： 使用できません。
Motion ： モーション録画 G-Sensor ： 使用できません。
Emergency ： 緊急録画 IP Camera ： 使用できません。
Video Loss ： ビデオロス録画

④ OK ： ① ～ ③ の条件でイベント検索を行い、結果をイベント検索画面に表示します。

⑤ Cancel ： イベント検索を行わずに前画面に戻ります。

［イベント検索画面］① ページ送りボタン ：  次のイベント結果を表示します。

② イベント結果 ：  イベント検索結果を新しい順に表示し
ます。イベントマーク、チャンネル番
号、日付、時刻を表示します。

：センサー録画
：モーション録画
：ビデオロス録画
：緊急録画

メ  モ
チャンネル番号には、センサー録画の
場合はセンサー番号、モーション録画
とビデオロス録画はカメラ番号、緊急
録画は常に「01」が入ります。

③ イベント検索
 ウィンドウボタン ：  イベント検索ウィンドウを表示します。
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ファイルサイズ一覧表
録画設定の解像度・画質・録画レート・音声の有無の設定条件でファイルサイズが異なります。以下の表は
各設定条件での 1フレーム当りのファイルサイズを表します。

※  録画レートは、1秒間あたりの録画する画像枚数を表します。単位は ips（image per second）を使用
しています。

※  カメラ 1台あたりの録画レートは、解像度の設定にかかわらず最大 30 ipsです。
※ ファイルサイズは、録画する画像により変動することがあります。
※ ファイルサイズは参考値です。保証するものではありません。
※  音声記録を行う場合は、音声チャンネルごとに 19 KB/secが必要になります。1フレーム当たりのファ
イルサイズを計算する場合は、19 KB/secを録画レートで除算したものを下記の表に加えてください。

※  1 KB＝ 1024バイト

単位：KB

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 607 146 89 70 61 56 52
高 368 88 54 42 37 33 31
標準 248 59 36 28 24 22 21
中 171 41 25 19 17 16 15
低 121 30 19 15 13 13 12

Full HD
（1920× 1080）

最高 328 83 53 43 38 35 33
高 218 55 35 28 25 23 22
標準 129 32 20 16 14 13 12
中 90 22 14 11 10 9 9
低 56 14 9 8 7 6 6

HD
（1280× 720）

最高 189 47 30 24 21 20 19
高 129 32 20 16 14 13 12
標準 89 22 14 11 10 9 8
中 62 15 9 7 6 6 5
低 40 9 5 4 4 3 3

WD1
（944× 480）

最高 128 30 18 14 12 11 10
高 88 20 12 9 8 7 7
標準 62 14 8 6 5 5 4
中 44 10 6 4 4 3 3
低 26 6 3 2 2 2 1

D1
（704× 480）

最高 99 23 14 11 9 8 8
高 69 16 9 7 6 6 5
標準 50 11 6 5 4 4 3
中 36 8 4 3 3 2 2
低 22 5 2 2 1 1 1

WQVGA
（480× 272）

最高 41 10 6 4 4 3 3
高 31 7 4 3 3 2 2
標準 24 5 3 2 2 2 1
中 20 4 2 2 1 1 1
低 14 3 1 1 1 1 1

● 画像圧縮方式：H.264



7-3

第 7章　補足・仕様

単位：KB

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 292 70 42 33 29 26 25
高 211 50 30 24 21 19 18
標準 171 40 24 19 17 15 14
中 135 32 19 15 13 12 11
低 114 28 17 13 11 10 9

Full HD
（1920× 1080）

最高 189 47 30 24 21 20 19
高 159 40 25 20 18 16 16
標準 109 27 17 14 12 11 10
中 77 19 12 10 8 8 7
低 50 13 8 7 6 6 5

HD
（1280× 720）

最高 114 28 18 14 13 12 11
高 88 22 13 11 9 9 8
標準 69 17 10 8 7 7 6
中 54 13 8 6 5 5 5
低 37 8 5 4 3 3 3

WD1
（944× 480）

最高 81 19 11 8 7 7 6
高 67 15 9 7 6 5 5
標準 56 13 7 6 5 4 4
中 44 10 6 4 4 3 3
低 26 5 3 2 2 1 1

D1
（704× 480）

最高 69 16 9 7 6 6 5
高 55 12 7 6 5 4 4
標準 45 10 6 4 4 3 3
中 36 8 4 3 3 2 2
低 22 5 2 2 1 1 1

WQVGA
（480× 272）

最高 33 8 4 3 3 3 2
高 28 6 4 3 2 2 2
標準 24 5 3 2 2 2 1
中 20 4 2 2 1 1 1
低 13 3 1 1 1 1 1

● 画像圧縮方式：H.265
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記録時間表
ファイルサイズ一覧表を元に、デジタルレコーダーで録画できる記録時間を算出しています。

※  録画レートは、1秒間あたりの録画する画像枚数を表します。単位は ips（image per second）を使用
しています。

※ カメラ 1台あたりの録画レートは、解像度の設定にかかわらず最大 30 ipsです。
※ 記録時間表は参考値です。記録時間を保証するものではありません。
※  すべてのカメラの録画設定（解像度、画質、録画レート、音声の有無）を、すべて同一に設定した場合に
記録できる時間を表します。

※  記録時間は録画する画像により変動することがあります。ここで示す値は、固定カメラの映像や動きの多
い映像を元に算出された平均の値です。

※ ミラーリング使用時は、記録時間が約半分になります。
※ 以下の表の「－」欄は、カメラの録画レートの合計が、設定できる総録画レートを超えるものです。

［音声記録：なし］ 単位：時間

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 406 338 276 232 ー ー ー
高 670 558 456 385 ー ー ー
標準 992 827 678 572 ー ー ー
中 1441 1194 981 830 ー ー ー
低 2023 1619 1278 1058 ー ー ー

Full HD
（1920× 1080）

最高 751 593 464 380 321 277 243
高 1127 891 700 574 485 419 368 
標準 1905 1518 1197 986 834 722 636 
中 2720 2160 1696 1387 1180 1004 885 
低 4393 3348 2482 1879 1623 1423 1268 

HD
（1280× 720）

最高 1304 1034 813 667 564 487 428 
高 1905 1518 1197 986 835 722 635 
標準 2748 2201 1748 1444 1226 1064 937 
中 3953 3203 2558 2124 1810 1575 1390 
低 6165 5077 4121 3456 2967 2596 2299 

WD1
（944× 480）

最高 1920 1620 1339 1138 986 870 776 
高 2779 2352 1950 1661 1445 1276 1139 
標準 3936 3354 2803 2399 2094 1854 1658 
中 5528 4764 4009 3451 3027 2686 2413 
低 9280 8180 7017 6123 5451 4882 4423 

D1
（704× 480）

最高 2476 2085 1722 1460 1267 1117 996 
高 3533 2990 2485 2119 1842 1627 1454 
標準 4933 4221 3533 3027 2645 2343 2096 
中 6796 5865 4971 4295 3775 3354 3013 
低 10903 9646 8353 7367 6540 5899 5345 

WQVGA
（480× 272）

最高 5989 4919 3984 3348 2870 2511 2224 
高 7846 6540 5373 4548 3921 3444 3066 
標準 10098 8617 7202 6144 5357 4739 4239 
中 11848 10258 8648 7451 6540 5846 5242 
低 17553 15939 14077 12604 11411 10485 9607 

● 画像圧縮方式：H.264
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［音声記録：あり］ 単位：時間

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 394 329 270 228 ー ー ー
高 637 535 441 373 ー ー ー
標準 922 778 645 548 ー ー ー
中 1299 1094 912 779 ー ー ー
低 1754 1435 1154 969 ー ー ー

Full HD
（1920× 1080）

最高 711 567 448 370 312 271 239 
高 1039 835 665 550 467 406 358 
標準 1665 1361 1097 915 783 683 605 
中 2256 1854 1498 1249 1078 929 825 
低 3297 2634 2036 1590 1401 1249 1128 

HD
（1280× 720）

最高 1187 959 765 634 540 469 414 
高 1665 1362 1097 915 784 684 605 
標準 2274 1887 1542 1299 1119 981 871 
中 3042 2578 2140 1824 1587 1401 1252 
低 4201 3666 3135 2728 2410 2154 1946 

WD1
（944× 480）

最高 1678 1443 1215 1045 916 814 730 
高 2296 1996 1697 1473 1299 1159 1045 
標準 3032 2665 2309 2023 1800 1617 1465 
中 3897 3500 3066 2728 2448 2219 2025 
低 5451 5049 4571 4167 3820 3533 3274 

D1
（704× 480）

最高 2085 1799 1522 1312 1153 1026 923 
高 2787 2438 2089 1822 1612 1443 1304 
標準 3592 3199 2783 2453 2191 1980 1797 
中 4485 4060 3599 3225 2918 2656 2432 
低 5974 5575 5103 4692 4334 4027 3753 

WQVGA
（480× 272）

最高 4121 3585 3056 2660 2346 2096 1890 
高 4919 4374 3803 3366 3004 2712 2466 
標準 5723 5215 4637 4167 3775 3456 3172 
中 6241 5775 5215 4739 4334 4002 3702 
低 7538 7224 6796 6387 6050 5742 5451 
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［音声記録：なし］ 単位：時間

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 844 703 576 486 ー ー ー
高 1167 973 799 675 ー ー ー
標準 1440 1205 990 838 ー ー ー
中 1822 1527 1246 1056 ー ー ー
低 2150 1759 1451 1210 ー ー ー

Full HD
（1920× 1080）

最高 1305 1034 813 667 564 487 428 
高 1549 1230 968 796 673 582 511 
標準 2250 1797 1421 1171 992 860 758 
中 3193 2548 2002 1642 1399 1193 1052 
低 4933 3775 2815 2145 1850 1627 1452 

HD
（1280× 720）

最高 2152 1717 1358 1118 949 822 722 
高 2791 2237 1775 1466 1245 1080 951 
標準 3533 2849 2272 1883 1603 1393 1228 
中 4496 3653 2931 2438 2082 1816 1603 
低 6650 5510 4496 3775 3247 2840 2520 

WD1
（944× 480）

最高 3042 2585 2147 1831 1593 1407 1258 
高 3660 3105 2588 2214 1930 1709 1529 
標準 4404 3759 3151 2697 2357 2089 1872 
中 5528 4764 4009 3451 3027 2689 2413 
低 9453 8314 7144 6263 5575 4985 4528 

D1
（704× 480）

最高 3533 2990 2485 2119 1844 1629 1454 
高 4485 3828 3193 2736 2384 2110 1889 
標準 5481 4704 3945 3390 2963 2631 2357 
中 6796 5865 4971 4295 3775 3354 3013 
低 11090 9792 8503 7507 6675 6029 5451 

WQVGA
（480× 272）

最高 7367 6144 5038 4239 3653 3209 2849 
高 8809 7451 6144 5227 4528 3993 3552 
標準 10098 8617 7202 6144 5357 4739 4239 
中 11848 10258 8648 7451 6540 5846 5242 
低 17728 16231 14420 12949 11692 10722 9846 

● 画像圧縮方式：H.265



7-7

第 7章　補足・仕様

［音声記録：あり］ 単位：時間

解像度 画質 ips
1 5 10 15 20 25 30

4M
（2560× 1440）

最高 794 668 552 469 ー ー ー
高 1072 907 753 642 ー ー ー
標準 1298 1104 920 787 ー ー ー
中 1601 1369 1137 975 ー ー ー
低 1849 1547 1303 1102 ー ー ー

Full HD
（1920× 1080）

最高 1187 959 765 634 540 469 414 
高 1386 1125 901 749 639 556 491 
標準 1922 1582 1282 1074 921 806 714 
中 2572 2131 1733 1453 1258 1086 967 
低 3592 2892 2258 1774 1567 1404 1272 

HD
（1280× 720）

最高 1850 1519 1230 1029 883 771 683 
高 2301 1913 1562 1317 1135 995 884 
標準 2787 2343 1936 1644 1425 1255 1119 
中 3354 2861 2392 2051 1792 1588 1421 
低 4423 3889 3342 2921 2592 2324 2100 

WD1
（944× 480）

最高 2472 2160 1845 1604 1417 1267 1144 
高 2866 2514 2162 1890 1680 1506 1364 
標準 3303 2926 2538 2232 1992 1794 1630 
中 3897 3500 3066 2728 2448 2219 2025 
低 5510 5103 4625 4231 3880 3585 3331 

D1
（704× 480）

最高 2787 2438 2087 1821 1612 1443 1304 
高 3348 2967 2568 2258 2011 1809 1642 
標準 3874 3469 3027 2686 2408 2179 1986 
中 4485 4069 3599 3225 2918 2656 2432 
低 6029 5624 5159 4752 4393 4088 3803 

WQVGA
（480× 272）

最高 4726 4194 3632 3193 2844 2561 2324 
高 5285 4764 4184 3724 3342 3038 2771 
標準 5723 5215 4637 4167 3775 3456 3172 
中 6241 5775 5215 4739 4334 4002 3702 
低 7562 7283 6868 6498 6123 5812 5528 
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症　状 調べるところ 対　処

電源が入らない。 付属の電源コードが本機のインレット
および電源コンセントに接続されてい
ますか？

電源コードを正しく接続してくださ
い。

後面の主電源スイッチが「切」になっ
ていませんか？

後面の主電源スイッチを「入」にして
ください。

シャットダウンができな
い。

シャットダウン権限を持つユーザーで
ログインしていますか？

シャットダウン権限を持つユーザーで
ログインしてから操作してください。
（ P. 4-31「ユーザー設定」）

映像が表示できない。 モニターと正しく接続できています
か？

ケーブルを正しく接続してください。

モニターの電源が「切」になっていま
せんか？

モニターの電源スイッチを「入」にし
てください。

画面に  と表示されていませんか？ カメラ映像がビデオロス中です。ケー
ブルを正しく接続し、ビデオロスを復
旧してください。

使用するカメラとして選択されていま
すか？

映像を表示するカメラを選択してくだ
さい。（ P. 4-39「使用するカメラ
とカメラ名称を決める」）

カメラ映像のマスク設定のモードを
「中」や「高」に設定していませんか？

マスク設定のモードを「Off」にして
ください。（ P. 4-43「モニター画
面で表示しないカメラを決める（マス
ク設定）」）

ライブ音声が出ない。 音声入力端子にケーブルが正しく接続
されていますか？

ケーブルを正しく接続してください。

音声出力端子とスピーカーは正しく接
続されていますか？

ケーブルを正しく接続してください。

音声を出力しない設定になっていませ
んか？

音声消去に設定していると、音声は出
ません。音声消去の設定を解除してく
ださい。（ P. 5-15「音声の切り換
えを行う」）

音声チャンネルは選択されています
か？

使用する音声チャンネルを選択してく
ださい。（ P. 4-44「使用する音声
チャンネルを決める」）

マウスの操作ができない。 マウスはUSB2.0端子またはUSB3.0
端子に接続されていますか？

マウスを正しく接続してください。

（無線方式のマウスの場合）
マウスの設定は正しくできています
か？

マウスの取扱説明書を確認し、通信で
きるように設定してください。

マウスポインターが動か
ない。

（無線方式のマウスの場合）
電波の届く範囲で操作していますか？

マウスと受信機の距離を短くして、確実
に電波の届く範囲で操作してください。

故障かな？と思ったら
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症　状 調べるところ 対　処

マウスポインターが動か
ない。

（光学式マウスの場合）
ボタン操作はできますか？

ボタン操作ができる場合、操作する場
所によってはマウスの動きを認識でき
ない場合があります。マウスを操作す
る場所を変更し、再度操作してください。

設定メニュー画面の操作
ができない。

メニュー画面を操作する権限を持たな
いユーザーでログインしていません
か？

メニュー画面を操作する権限を持つユ－
ザーでログインしてから、操作してくだ
さい。（ P. 4-31「ユーザー設定」）

録画できない。 録画スケジュールの時間内ですか？ 録画スケジュールの時間外の場合は、
録画スケジュールを正しく設定してく
ださい。（ P. 4-63「録画スケジュー
ルを設定する」）

使用するカメラとして選択されていま
すか？

録画するカメラを選択してください。
（ P. 4-39「使用するカメラとカメ
ラ名称を決める」）

イベントの設定を行いましたか？ イベントの設定を行ってください。
（ P. 6-12「イベント機能」）

緊急録画を使用しない設定になってい
ませんか？

緊急録画を使用する設定にしてください。
（ P. 4-59「各録画の共通設定をする」）

上書き禁止の設定になっていません
か？

上書きを許可する設定にしてくださ
い。（ P. 4-60「ハードディスクに
上書き録画をする」）

録画できない。（画面に録
画マークが表示されてい
ない）

カメラ映像のマスク設定のモードを
「高」に設定していませんか？

マスク設定のモードを「Off」か「中」
にして、録画マークが表示されること
を確認してください。（ P. 4-43「モ
ニター画面で表示しないカメラを決め
る（マスク設定）」）

再生できない。 再生権限を持つユーザーでログインし
ていますか？

再生権限を持つユーザーでログインし
てから操作してください。
（ P. 4-31「ユーザー設定」）

音声再生ができない。 分割画面表示中または再生（速度 1）
以外で再生していませんか？

1画面表示の再生（速度 1）で再生し
てください。

バックアップを開始でき
ない。

USBメモリーは USB2.0端子または
USB3.0端子に接続されていますか？

USBメモリーを正しく接続してくだ
さい。

FAT32または NTFSでフォーマット
した USBメモリーを接続しています
か？

FAT32または NTFSでフォーマット
した USBメモリーを接続し、操作し
てください。

バックアップ権限を持つユーザーでロ
グインしていますか？

バックアップ権限を持つユーザーでロ
グインしてください。（ P. 4-31
「ユーザー設定」）

バックアップに時間がか
かる。
バックアップが終了しない。

USBメモリーのフォーマットにク
イックフォーマットを使用していませ
んか？

クイックフォーマットを使わずに
USBメモリーをフォーマットするか、
メーカー推奨のフォーマッターを使用
してください。
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症　状 調べるところ 対　処

ブザーが鳴動しない。 アラームのスケジュール設定でブザー
が無効になっていませんか？

アラームのスケジュール設定でブザー
を有効にしてください。（ P. 4-47
「アラームを有効にする条件を決める
（スケジュール）」）

イベントのアラーム設定で出力するブ
ザーは選択されていますか？

出力するブザーを選択してください。
センサー ：  P. 4-84「イベントが

発生したときに出力する
アラームを設定する」

モーション ：  P. 4-84「イベントが
発生したときに出力する
アラームを設定する」

ビデオロス ：  P. 4-96「ビデオロス
が発生したときに出力す
るアラームを設定する」

システム ：  P. 4-98「システムイ
ベントが発生したとき
に出力するアラームを
設定する」

ブザーを停止できない。 アラーム解除権限を持たないユーザー
を使用していませんか？

「Administrator」などアラーム解除権
限を持つユーザーを使用してくださ
い。

コンビネーションカメラ
の操作ができない。

操作するカメラを 1画面表示にしてい
ますか ?

カメラ操作は 1画面表示中でのみ可能
です。1画面表示で操作してください。
（ P. 6-2「コンビネーションカメ
ラの操作」）

コンビネーションカメラを操作する権
限を持つユーザーでログインしていま
すか？

コンビネーションカメラを操作する権
限を持つユーザーでログインしてくだ
さい。（ P. 4-31「ユーザー設定」）

本機の後面の RS-485制御端子は正し
く接続されていますか ?

カメラ制御端子の＋とー、COMを確
認し、正しく接続してください。
（ P. 2-12「コンビネーションカメ
ラの接続」）

RS-485の設定で用途は「PTZ」が選
択されていますか？

用途を「PTZ」に設定してください。
（ P. 4-49「RS485設定」）

コンビネーションカメラのアドレス設
定と本機のカメラアドレス設定は一致
していますか ?

コンビネーションカメラのアドレス設
定と本機のカメラアドレス設定を一致
させて、ケーブルを接続してください。

コンビネーションカメラの通信方式設
定は本機のカメラのプロトコルの設定
と一致していますか ?

カメラのプロトコルを設定してくださ
い（ P. 4-42「コンビネーションカ
メラ設定をする（PTZ）」）。
カメラ側の通信方式をタイプ Bに設
定する方法については、カメラの取扱
説明書をご覧ください。設定後は、カ
メラを再起動してください。
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症　状 調べるところ 対　処

コンビネーションカメラ
の操作ができない。

コンビネーションカメラの通信速度設
定は本機の通信速度設定と一致してい
ますか ?

本機とコンビネーションカメラの通信
速度を 38400 bpsに設定してくださ
い。

リモートコントローラー
（C-RM700）からの操作
ができない。

RS-485の設定で用途は「コントロー
ラー」が選択されていますか？

用途を「コントローラー」に設定して
ください。（ P. 4-49「RS485設定」）

本機の後面の RS-485端子は正しく接
続されていますか ?

リモートコントローラーのスイッチャ
制御端子の＋とー、COMを確認し、
正しく接続してください。
（ P. 2-4「リモートコントロー
ラーシステム」）

ネットワークに接続でき
ない。

［有線 LANの場合］
LANケーブルは LAN端子に接続され
ていますか？

LANケーブルを正しく接続してくだ
さい。

［Wi-Fiの場合］
Wi-Fi 子機は USB2.0 端子または
USB3.0端子に接続されていますか？

Wi-Fi子機を正しく接続してください。

［Wi-Fiの場合］
SSIDの名称は正しく設定されていま
すか？

正しく設定してください。

［Wi-Fiの場合］
SSIDのパスワードは正しく設定され
ていますか？

正しく設定してください。

ネットワーク設定は正しく設定されて
いますか？

IPアドレス、サブネットマスク、ゲー
トウェイ、DNS、ポートを正しく設
定してください。（ P. 4-67「ネッ
トワーク設定」）

セキュリティソフトが起動していた
り、ファイアウォールが設定されてい
ませんか？

セキュリティソフトやファイアウォー
ルを適切に設定してください。

登録したユーザーのパス
ワードを忘れてしまった。

ー

ユーザー ID「Administrator」でメ
ニューにログインし、ユーザー設定で
パスワードを忘れたユーザーを削除
し、再度ユーザー追加を行ってくださ
い。（ P. 4-33「ユーザー設定を登
録・変更する」）

ユーザー ID「Administra 
tor」のパスワードを忘れ
てしまった。

ー
販売店にご相談ください。

ユーザー ID「Guest」の
パスワードを忘れてし
まった。

ー
販売店にご相談ください。
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設定メニュー項目、ライブ／再生操作メニュー項目の工場出荷時の設定を一覧表示しています。
○印は、設定出力可能な項目（A 欄）、設定初期化可能な項目（B 欄）を表します。グレーアウト表示する項
目は［ ］で表します。

 ■ 設定メニュー
 ●システム設定

メニュー 項目 A B 工場出荷時設定
情報 DVR名 ○ なし
日付・時間 日付・時間 タイムゾーン （GMT+09：00）Osaka,

 Sapporo, Tokyo
日付（表示形式） ○ 年／月／日
時間（表示形式） ○ 時：分：秒（24時間）

NTP NTPを使用する ○ ○ チェックなし
NTPサーバー ○ ○ ［なし］
間隔 ○ ○ ［1日］
NTPサーバー機能を有効にする ○ ○ チェックなし

休日 開始／終了 ○ ○ ［なし］／［なし］
調時 調時を使用する ○ チェックなし

調時モード ○ ［スレーブ］
調時時刻 ○ ［正時］

ユーザー ユーザー オートログイン（ユーザー） Off ［Administrator］
自動ログアウト（時間） Off ［1分］

Administrator
グループ Administrator
パスワード guest

Guest
グループ Guest
パスワード guest

グループ Administrator ［すべてチェックあり］
Guest ［すべてチェックなし］

簡易設定 システム DVR名 ○ なし
言語 日本語
Administratorパスワード guest

タイムゾーン （GMT+09：00）Osaka,
Sapporo, Tokyo

日付（表示形式） ○ 年／月／日
時間（表示形式） ○ 時：分：秒（24時間）

ネットワーク 形式 DHCP

IPアドレス
［192.168.14.1］
（固定 IPにしたとき）

サブネットマスク ［255.255.255.0］
（固定 IPにしたとき）

ゲートウェイ ［0.0.0.0］
（固定 IPにしたとき）

DNSサーバーアドレス（自動） チェックなし
DNSサーバー 0.0.0.0

ポート
ネットワーク
ポート 10101

ウェブポート 80

工場出荷時設定一覧表
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メニュー 項目 A B 工場出荷時設定
簡易設定 録画 上書き ○ ○ チェックあり

緊急録画を使用 ○ ○ チェックあり

連続録画
ips ○ ○ 5
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

イベント録画
ips ○ ○ 8
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

緊急録画
ips ○ ○ 8
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

記録装置 フォーマット ミラーリング使用 チェックなし
表示 解像度 ○ ○ 1920x1080

HDMI解像度を自動で検知する ○ ○ チェックあり

 ●デバイス設定
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

カメラ カメラ チェック ○ ○ あり

タイトル ○ ○ CAM＊
（＊はチャンネル番号）

映像方式 ○ ○ 自動

画質

明るさ ○ ○ 0
コントラスト ○ ○ 0
彩度 ○ ○ 0
色相 ○ ○ 0
方式 ○ ○ 1
EQ（AHD2.0/AHD3.0） ○ ○ 自動認識

PTZ チェック ○ ○ なし
プロトコル ○ ○ ［TOA-B］
アドレス ○ ○ ［1］
スピード ○ ○ ［5］

マスク設定 曜日 ○ ○ ALL
開始～終了 ○ ○ 00：00 ～ 24：00
モード ○ ○ Off
カメラ ○ ○ 1～ 8

音声 チェック ○ ○ なし
タイトル ○ ○ ［AUDIO＊］（＊は端子番号）
カメラ ○ ○ ［音声と同じ番号のカメラ］

アラーム アラーム アラーム継続時間 ○ ○ 10秒

タイトル ○ ○ CONTROL  OUT＊
（＊は端子番号）

形式 ○ ○ NO
スケジュール 曜日 ○ ○ ALL

開始～終了 ○ ○ 00：00 ～ 24：00
モード ○ ○ イベント
カメラ ○ ○ 1～ 8、B

RS485 bps ○ ○ 38400
データ長 ○ ○ ［8］
ストップビット ○ ○ ［1］
パリティ ○ ○ ［偶数］
用途 ○ ○ PTZ
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 ●ディスプレー設定
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

表示 表示 言語 日本語
ステータスバー消去 ○ ○ Off ［10秒］
ステータスバー垂直位置 ○ ○ 0
OSD垂直位置 ○ ○ 4
OSD水平位置 ○ ○ 4

表示レイアウト
1～ 8 ○ ○ CAM＊

（＊はチャンネル番号）
解像度 解像度 ○ ○ 1920x1080

HDMI解像度を自動で検知する ○ ○ チェックあり
PIP サイズ ○ ○ 小

ポジション ○ ○ 右下
モニタリング メイン イベントポップアップ ○ ○ チェックなし

シーケンス間隔 ○ ○ 10秒
スポット イベントポップアップ ○ ○ チェックなし

シーケンス間隔 ○ ○ 10秒
1 ○ ○ 1～ 8
アスペクト比を維持する ○ ○ チェックなし
スポット出力映像 ○ ○ メイン

 ●録画設定
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

録画 記録装置 フォーマット ミラーリング使用 チェックなし
録画 上書き ○ ○ チェックあり

緊急録画を使用 ○ ○ チェックあり
自動消去（日） ○ ○ Off ［7］

連続録画
ips ○ ○ 5
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

イベント録画
ips ○ ○ 8
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

緊急録画
ips ○ ○ 8
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

圧縮方式 1～ 8 H.264
イベント プリ録画時間 ○ ○ Off ［10秒］

緊急録画時間 ○ ○ 制限 1分
ポスト録画時間 ○ ○ 1分
センサーイベントでポスト録画を行
わない

○ ○ チェックなし

スケジュール 曜日 ○ ○ ALL
開始～終了 ○ ○ 00：00 ～ 24：00
モード ○ ○ T、E（連続録画、イベント録画）
カメラ ○ ○ 1～ 8

設定

連続録画
ips ○ ○ 5
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

イベント
録画

ips ○ ○ 8
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ Full HD

初期設定値に戻す ○ ○ チェックあり
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 ●ネットワーク設定
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

アドレス アドレス 有線 LAN/Wi-Fi 有線 LAN
形式 DHCP
IPアドレス ［192.168.14.1］（固定 IPにしたとき）
サブネットマスク ［255.255.255.0］（固定 IPにしたとき）
ゲートウェイ ［0.0.0.0］（固定 IPにしたとき）
DNSサーバーアドレス（自動） チェックなし
DNSサーバー 0.0.0.0

Wi-Fi

SSID なし
パスワード なし
自動接続 チェックなし
形式 DHCP
IPアドレス ［192.168.14.1］（固定 IPにしたとき）
サブネットマスク ［255.255.255.0］（固定 IPにしたとき）
ゲートウェイ ［0.0.0.0］（固定 IPにしたとき）
DNSサーバー
アドレス（自動）

チェックなし

DNSサーバー 0.0.0.0
ポート ネットワークポート 10101

ウェブポート 80
遠隔通知 コールバック コールバック間隔 ○ ○ 1分

チェック ○ ○ なし
アドレス ○ ○ ［なし］
ポート ○ ○ ［10110］

Eメール Eメール間隔 ○ ○ 1分
チェック ○ ○ なし
受信アドレス ○ ○ ［なし］

SMTP

SMTPサーバー ○ ○ なし
ポート ○ ○ 587
送信アドレス ○ ○ なし
ID ○ ○ なし
パスワード ○ ○ なし
SSLを使用する ○ ○ チェックなし

映像配信 帯域制限（Mbps） ○ ○ 無制限 ［10］
圧縮方式 H.264
配信先 ［1］

ネットワーク
ライブ

ips ○ ○ 60
画質 ○ ○ 標準
解像度 ○ ○ WD1
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 ●イベント設定
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

センサー センサー
1～ 8

チェック ○ ○ なし
タイトル ○ ○ ［SENSOR＊］（＊は端子番号）
形式 ○ ○ ［NO］

E
チェック ○ ○ ［あり］
タイトル ○ ○ EMERGENCY
形式 ○ ○ NO

録画 1～ 8 ○ ○ ［センサーと同じ番号のカメラ］
E ○ ○ 1～ 8

アラーム 1～ 8 ○ ○ ［なし］
E ○ ○ なし

遠隔通知 1～ 8 ○ ○ ［なし］
E ○ ○ なし

PTZ 1～ 8 ○ ○ ［なし］
E ○ ○ なし

モーション モーション チェック ○ ○ なし
感度 ○ ○ ［通常］
範囲 ○ ○ ［全範囲設定］

録画 1～ 8 ○ ○ ［モーションと同じ番号のカメラ］
アラーム 1～ 8 ○ ○ ［なし］
遠隔通知 1～ 8 ○ ○ ［なし］
PTZ 1～ 8 ○ ○ ［なし］

ビデオロス 録画 1～ 8 ○ ○ なし
アラーム 1～ 8 ○ ○ なし
遠隔通知 1～ 8 ○ ○ なし
PTZ 1～ 8 ○ ○ なし

システム システム 残容量警告しきい値（%） ○ ○ 100
S.M.A.R.T.限界温度 ○ ○ 65°C／ 149°F

アラーム HDDエラー ○ ○ B、A
残容量警告 ○ ○ B、A
S.M.A.R.T. ○ ○ B、A
録画異常 ○ ○ B、A
HDD接続エラー ○ ○ B、A
ファン異常検出 ○ ○ B、A

遠隔通知 HDDエラー ○ ○ なし
残容量警告 ○ ○ なし
S.M.A.R.T. ○ ○ なし
録画異常 ○ ○ なし
HDD接続エラー ○ ○ なし
ファン異常検出 ○ ○ なし

UPS 電源異常待機時間（秒） ○ ○ 60

 ■ 操作メニュー
メニュー 項目 A B 工場出荷時設定

ライブ操作メニュー カメラ選択 ALL
表示レイアウト 3× 3
OSD OSD + ステータスバー
表示 スポット 〇 〇 メイン
音声 ［AUDIO1］チェックあり

再生操作メニュー カメラ選択 ALL
表示レイアウト 3× 3
OSD OSD + ステータスバー
音声 チェックあり
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仕　様
本機の仕様については、TOA商品データダウンロードサイト（https://www.toa-products.com/download/）
で公開しています。
タブレット端末やスマートフォンなどでブラウザーを起動して URLを入力するか、右のQR
コードを読み取って、表示された画面で品番を入力し、検索してください。

 ●付属品
電源コード（2 m）  ..........................................................................  1
CD（ネットワークソフトウェア DRNET、取扱説明書（PDF））  ........  1

 ●別売品
ラックマウント金具 ：MB-23B
リモートコントローラー ：C-RM700

商標および登録商標について
● HDMI、HDMIロゴ、および High-Definition Multimedia Interfaceは、HDMI Licensing LLCの商標も
しくは米国およびその他の国における登録商標です。

● WindowsおよびMicrosoft Edgeは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商
標です。

● その他の会社名および製品名も各社の商標です。
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ライセンス情報
 ● AVC/H.264特許ライセンスに関するご注意

本製品は、画像情報の取り扱いに関して、MPEG技術（AVC/H.264 STANDARD）を使用しており、同技術
の使用に関しては、特許管理団体MPEG LA,LLC.の許諾を受けております。
以下の場合を除いては、本製品のご利用が禁止されていますので、ご注意下さい。
MPEG技術利用者の個人的使用及び非営利的な使用であって、（i）AVC/H.264 STANDARDに適合するビデ
オ（以下、「AVC/H.264」）の符号化、及びまたは、（ii）個人的使用及び非営利活動に従事するMPEG技術
利用者により符号化された AVC/H.264、及びまたは、MPEG LA,LLC.からライセンス許諾されているビデオ・
プロバイダーから提供された AVC/H.264の復号化。

なお、販売促進のための使用、営利目的の使用、並びに、ライセンスに関する追加情報は、MPEG LA,LLC.
までお問い合わせ下さい。

HTTP://WWW.MPEGLA.COM をご覧下さい。

 ● HEVC/H.265特許ライセンスに関するご注意

本製品は下記 URLに掲載されている特許の 1つ以上の請求項の権利範囲に含まれています。
patentlist.hevcadvance.com

 ●オープンソースソフトウェアのライセンスについて

本製品では、以下のオープンソースソフトウェアライセンスに基づくソフトウェアを使用しています。

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2
GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2.1
Apache License, Version 2.0
zlib/libpng License
Original SSLeay License
BSD License

本製品において、GPL等の条項に従いオープンソースソフトウェアそのものの動作に関しては保証を行いま
せんが、当社は製造物としての動作保証は行います。

［オープンソースソフトウェアの個別情報］
本製品に搭載しているオープンソースソフトウェアの詳細情報、およびソースコードが必要な場合は、TOA
商品データダウンロードサイト（https://www.toa-products.com/download/）で本機の品番を検索しダウ
ンロードしてください。なお、ソースコードの内容に関するお問い合わせはご遠慮ください。
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アフターサービスについて
保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明な点があれば、お買い上げの販売店にお問い合わせ
ください。

● 保証書
保証書はこの取扱説明書の裏表紙についています。必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入をお確かめ
のうえ、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。保証期間は、お買い上げの日から 1年間です。

● 保証期間中に修理を依頼されるとき
取扱説明書をお読みになって、ご不明な点やご不審な点があれば、お買い上げの販売店にご連絡ください。
お客様が修理することはできません。
もし、機器をあけたり、内部に手を触れた場合は、保証期間中であっても保証の対象から外れますのでご注
意ください。

● 保証期間経過後に修理を依頼されるとき
お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって機能が維持できる場合には、ご要望により有料で修理
致します。

● 連絡していただきたいこと
住所・氏名・電話番号・製品名・品番・購入日・故障の内容や異常の状況。

● 補修用性能部品の保有期間
補修用性能部品の保有期間は、生産完了後 7年間となっております。
保有期間内に補修用性能部品の入手が不可能な場合には、同等性能部品を供給させていただきます。
※ 補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するために必要な部品です。
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所

お
名
前

TEL（　　　　　）　　　　ー

製造（ロット）番号

住所・店名・TEL

　

お買い上げ日

この保証書は、下記記載の内容により無償修理を行う
ことをお約束するものです。
お買い上げの日から左記期間中故障が発生した場合は、
本書をご提示のうえ、お買い上げの販売店に修理をご
依頼ください。

お買い上げ日から1年間
　ただし、消耗部品を除く（詳しくは下記に記載）

保 証 期 間

＜無償修理規定＞

1．上記記載の保証期間内において、取扱説明書、本体注意ラベルなどに従っ
た、正常な使用状態で万一故障した場合、お買い上げの販売店に修理を
ご依頼のうえ、修理に際して本書をご提示ください。

2．修理に際して再生部品・代替部品を使用する場合があります。
3．無償修理期間内でも、次の場合には有償修理になります。
 (1) ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障または損傷。

 (2) 当社が指定する消耗品部品（各取扱説明書ご参照）の交換の場合。
 (3) お買い上げ後の輸送、移転、落下、水没などによる故障および損傷。
 (4) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、ガス

害（硫化ガス）や異常電圧、その他使用に伴う自然摩耗などによ
る故障および損傷など。

 (5) 本商品に接続している当社指定以外の機器故障に起因する故障。
 (6) 保証書のご提示がない場合。

 (7) 保証書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入がない場合、
または、字句が書き換えられた場合。

4．テープデッキ、CD/DVD/BDユニットの保証期間はお買い上げ日から
6カ月といたします。

5．記録媒体を搭載または使用する商品の場合、いかなる場合においても商
品の設定情報や記録内容については保証いたしません。

6．この保証書は、日本国内においてのみ有効です。
       This warranty is valid only in Japan. 

修理メモ

※ 本商品の故障に起因する付随的・派生的損害についての補償はお受け
できません。

※ この保証書は本書に明記した期間および条件のもとにおいて無償修理
をお約束するものです。したがって、この保証書によってお客様の法
律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理な
どについてご不明な場合は、お買い上げの販売店または最寄りの当社
営業所にお問い合わせください。

※ 当社は、皆様から提供された個人情報について、その重要性を認識し、
個人情報の保護に関する法律を遵守することにより、個人情報の適正
な収集、利用、安全管理を行います。当社の個人情報の取り扱いに関
する詳細は、https://www.toa.co.jp/privacy.htmをご参照ください。

※ お客様情報は商品を安全にお使いいただくための修理目的のほか、サー
ビスのご案内や買い替えのご提案に利用させていただく場合がありま
す。また、当利用目的の範囲内において、サービス会社および販売店
などの第三者にお客様情報を提供する場合がありますので、あらかじ
めご了承ください。

上記保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、内容をよくお読みの後、大切に保管して
ください。保証期間は、お買い上げの日から 1年間です。なお、保証期間中でも有料になることがありますので、下記を
よくお読みください。

TOA株式会社
〒 650-0046 神戸市中央区港島中町七丁目 2番 1号　TEL （078）303-5620（代）

133-02-00631-04

TOA お客様相談センター フリーダイヤル （固定電話専用）
 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、および
カタログのご請求については、取り扱い店または最寄
りの営業所へお申し付けください。最寄りの営業所に
ついては、TOAホームページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者へ提供すること
があります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ  https://www.toa.co.jp/
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